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日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２５２号  ２０２０年４月１２日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

４
月
３
日
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。
同
報
告
以
後
、
４
月

７
日
に
は
、（
１
）
市
立
幼
稚
園
・

小
中
学
校
の
臨
時
休
業
期
間
が
再

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
（
２
）

（
３
）
に
関
し
て
は
、
４
月
３
日

現
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
随
時
、

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

 

（
１
）
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
臨
時
休
業
の
変
更
に
つ
い
て 

◆
幼
稚
園
： 

・
臨
時
休
業
の
期
間
４
月
１０
日
〜

５
月
６
日 

・
始
業
式
４
月
１７
日 

・
入
園
式
４
月
１７
日 

 

◆
小
学
校
： 

・
臨
時
休
業
の
期
間
４
月
６
日
〜

５
月
６
日 

・
始
業
式
４
月
１４
日 

・
入
学
式
４
月
１５
日 

 

◆
中
学
校
： 

・
臨
時
休
業
の
期
間
４
月
７
日
〜

５
月
６
日 

・
始
業
式
４
月
１４
日 

・
入
学
式
４
月
１６
日 

 

◆
「
小
学
校
預
か
り
教
室
」
４
月

６
日
〜
１３
日
：
９
時
〜
１５
時 

◆
「
留
守
家
庭
児
童
会
」
４
月
６

日
〜
：
８
時
〜
１８
時
３０
分 

 

（
２
）
施
設
の
休
館
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
市
の

一
部
施
設
を
４
月
４
日
〜
５
月
７

日
ま
で
休
館
と
し
て
い
ま
す
。
主

な
施
設
と
し
て
。 

中
央
図
書
館
（
北
部
・
中
部
分
室
）
、

北
部
・
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
三

山
木
福
祉
会
館
、
田
辺
中
央
体
育

館
、
中
央
公
民
館
、
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
な
ど
。 

 

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
伴
う
京
田
辺
市
中
小

企
業
経
済
対
策 

新
型
肺
炎
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
市
内
で
も
多
く
の
事
業
者
に

影
響
が
出
て
い
る
た
め
、
業
況
が

悪
化
し
て
い
る
市
内
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
次
の
施
策
が
行
わ

れ
ま
す
。 

 ①
返
戻
保
証
料
の
返
還
全
額
免
除 

京
都
府
制
度
融
資(

小
規
模
企

業
お
う
え
ん
資
金
ベ
ー
ス
枠
・
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
枠
、
一
般
資
金
、

開
業
資
金)

利
用
者
に
保
証
料
補

給(

補
助
率
２
分
の
１
、
上
限
１０

万
円)

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
繰
上

償
還
し
た
場
合
に
発
生
す
る
返
戻

保
証
料
に
つ
い
て
、
補
助
率
を
上

回
っ
た
分
の
差
額
を
市
へ
返
還
し

て
い
ま
す
が
、
下
記
の
期
間
中
の

返
戻
保
証
料
に
つ
い
て
は
「
全
額

返
還
免
除
」
と
な
り
ま
す
。 

《
適
用
期
間
》：
令
和
２
年
２
月
１

日
〜
令
和
３
年
３
月
３１
日 

 

②
無
利
子
化(

新
型
肺
炎
対
策
マ

ル
経
融
資)

 

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
３
月
１７

日
か
ら
制
度
開
始
し
た
「
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資(

通

称
：
マ
ル
経)

の
特
例
措
置
」
に
基

づ
き
融
資
を
受
け
た
事
業
者
に
も

利
子
を
補
給
す
る
こ
と
で
、
３
年

間
実
質
的
な
無
利
子
化
が
行
わ
れ

ま
す
。 

 

③
中
小
企
業
成
長
支
援
事
業
補
助

金
等
の
拡
充 

新
製
品
開
発
や
展
示
会
出
展
、

人
材
育
成
な
ど
、
が
ん
ば
る
事
業

者
の
新
た
な
事
業
展
開
を
支
援
す

る
た
め
、
補
助
率
を
２
分
の
１
〜

３
分
の
２
へ
と
拡
充
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

３
月
議
会
の
総
務
常
任
委
員
会

の
主
な
審
議
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

▼
国
保
税
５
％
引
上
げ
の
条
例
改

正
案 

 

２０
年
度
の
国
保
税
を

１９
年
度

比
で
約
５
％
引
き
上
げ
る
条
例
改

正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
１９
年

度
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
２
年

連
続
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。 

市
当
局
が
示
し
た
モ
デ
ル
世
帯
の

国
保
税
額
で
は
、 

※
６５
歳
以
上
の
単
身
者
で
年
金

収
入
１
０
０
万
円
の
世
帯
で

は
、
年
間
１
９
１
０
０
円
が
２

０
０
０
０
円
。 

※
６５
歳
以
上
の
夫
婦
２
人
で
年

金
収
入
２
０
０
万
円
の
世
帯

で
、
８
８
７
０
０
円
か
ら
９
２

９
０
０
円
。 

※
４０
代
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
で

所
得
３
０
０
万
円
の
世
帯
で
、

４
６
８
１
０
０
円
か
ら
４
９
０

２
０
０
円
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

《
背
景
に
高
額
な
府
納
付
金
》 

 

国
保
税
引
上
げ
の
背
景
に
は
、

京
都
府
が
京
田
辺
市
に
提
示
し
た

国
保
納
付
金
が
余
り
に
高
額
な
事

が
あ
り
ま
す
。
２０
年
度
の
府
納
付

金
の
額
は
約
１６
億
４
６
０
０
万

円
に
も
な
り
、
制
度
開
始
１
年
目

の
１８
年
度
納
付
金
よ
り
も
３
千

万
円
近
く
も
増
額
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
府
内
各
市
町
村
と
の
比
較

で
も
、
加
入
者
一
人
あ
た
り
の
納

付
金
額
で
は
京
田
辺
市
は
１８
年

度
以
降
、
３
年
連
続
で
府
平
均
を

上
回
り
、
２０
年
度
は
府
内
で
も
５

番
目
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
左

記
参
照
） 

                

国
保
制
度
は
１８
年
度
か
ら
都

道
府
県
化
と
い
う
制
度
変
更
を
は

さ
ん
で
い
ま
す
が
、
１７
年
度
の
加

入
者
一
人
あ
た
り
の
国
保
税
額
で

は
、
京
田
辺
市
は
高
い
方
か
ら
１７

位
で
低
い
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
府
納
付
金
制
度
に
な
っ
て

急
上
昇
し
て
い
ま
す
。
住
民
負
担

水
準
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
京

田
辺
市
は
１７
年
度
の
１７
位
か
ら
、

１８
年
度
８
位
、
１９
年
度
５
位
、
２０

年
度
５
位
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

審
議
で
は
こ
れ
ら
の
実
態
を
示

し
て
、
京
都
府
に
対
し
て
納
付
金

算
定
方
式
を
抜
本
的
に
見
直
す
よ

う
求
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
国

保
税
負
担
軽
減
の
た
め
に
府
独
自

の
財
政
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
、

京
田
辺
市
も
強
く
要
望
す
べ
き
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

《
子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
は
２
１

０
０
万
円
で
廃
止
で
き
る
》 

 

市
民
の
国
保
税
負
担
軽
減
の
た
め

に
、 

①
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
国
保
税
均

等
割
分
の
廃
止
、 

②
国
保
税
を
払
う
こ
と
で
収
入
が
生

活
保
護
基
準
を
下
回
る
場
合
に
減
額

す
る
「
境
界
層
措
置
」
の
実
施
、 

③
市
独
自
の
減
免
制
度
の
拡
充
、
の

３
点
を
要
求
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
、
１５
歳
未
満
の
子

ど
も
の
国
保
税
均
等
割
分
の
税
収

は
、
１８
年
度
は
２
１
０
０
万
円
、
１９

年
度
見
込
み
は
２
１
０
０
万
円
、
と

答
弁
が
あ
り
、
廃
止
に
つ
い
て
は
「
国

で
の
制
度
改
正
が
望
ま
し
い
。
国
へ

要
望
し
て
い
く
。」
と
い
う
態
度
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
年
間
２
１
０

０
万
円
の
予
算
措
置
で
子
ど
も
の
国

保
税
均
等
割
を
廃
止
す
る
事
は
可
能

で
あ
り
、
例
え
ば
子
育
て
支
援
策
と

し
て
２
１
０
０
万
円
を
投
入
す
る
な

ど
、
市
長
の
判
断
で
十
分
で
き
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。 

 

２
点
目
の
「
境
界
層
措
置
」
に
つ

い
て
は
、「
入
院
時
の
一
部
経
費
を
負

担
し
た
場
合
に
、
生
活
保
護
基
準
を

下
回
っ
た
場
合
は
減
免
す
る
な
ど
一

部
だ
が
導
入
さ
れ
た
。
」
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

３
点
目
の
独
自
減
免
に
つ
い
て

は
、「
他
の
国
保
加
入
世
帯
の
負
担
増

に
な
る
面
も
あ
り
、
財
源
確
保
も
難

し
い
。」
と
否
定
的
な
答
弁
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２５４号  ２０２０年４月２６日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

政
府
は
４
月
１６
日
、
緊
急
事
態
宣
言

の
対
象
地
域
を
全
国
に
拡
大
し
、
京
田

辺
市
を
含
む
京
都
府
は
「
特
別
警
戒
都

道
府
県
」
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
京
田
辺
市
で
も
新
た

な
対
応
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
４
月
２０
日
、

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団

は
、
京
田
辺
市
長
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
緊
急
の

申
し
入
れ
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
申
入

れ
内
容
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

（
１
）
市
と
し
て
、
市
民
の
健
康
と
暮

ら
し
を
守
り
、「
市
民
生
活
に
関
す
る
相

談
を
大
い
に
受
け
る
」
と
い
う
姿
勢
を

明
確
に
打
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
影
響

は
広
範
囲
に
及
び
、
店
舗
休
業
な
ど
に

よ
る
直
接
的
な
経
済
的
困
難
や
、
不
便

さ
の
増
大
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
福

祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
っ
て
利

用
で
き
ず
に
生
活
に
支
障
が
出
る
事
例

な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
は
、

市
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
責
務
で
す
。

２０
日
以
降
、
市
職
員
の
勤
務
体
制
を
大

幅
に
変
更
し
庁
舎
勤
務
の
職
員
数
を
お

よ
そ
半
減
さ
せ
る
こ
と
は
、
感
染
拡
大

防
止
の
面
か
ら
必
要
で
あ
り
、
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
下

で
、
一
定
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
市
民
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど

の
相
談
に
市
が
親
身
に
な
っ
て
対
応
す

る
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ

と
は
、
今
の
困
難
な
事
態
を
市
民
と
と

も
に
乗
り
越
え
る
上
で
も
大
切
で
す
。 

 

こ
の
点
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市

長
か
ら
の
お
願
い
」
に
４
月
１７
日
に
掲

載
さ
れ
た
「
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
（
４

月
１７
日
）」
の
中
で
、「
市
民
の
み
な
さ

ん
に
は
大
変
な
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
出
生
届
や
死
亡

届
な
ど
や
む
を
得
な
い
手
続
き
を
除
い

て
、
来
庁
を
お
控
え
い
た
だ
く
と
と
も

に
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
市
に
相
談

し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
「
や
む
を
得
な

い
手
続
き
を
除
き
、
市
役
所
へ
来
な
い

よ
う
に
」
と
だ
け
言
わ
れ
て
は
、
市
民

は
途
方
に
暮
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
回
の
事
態
を
受
け
て
、
京

田
辺
市
と
同
様
に
職
員
の
勤
務
体
制

を
大
幅
に
変
更
し
て
い
る
自
治
体
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
首

長
が
「
だ
か
ら
来
庁
を
控
え
る
よ
う

に
」
と
市
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
る
自
治
体
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
を
是
正
さ
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。 

 

（
２
）
保
育
に
つ
い
て
、
京
都
府
の
「
緊

急
事
態
措
置
」
方
針
に
沿
っ
た
対
応
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

京
田
辺
市
は
保
育
に
つ
い
て
「
家
庭

保
育
を
原
則
と
し
、
保
育
所
等
に
お
い

て
は
真
に
保
育
が
必
要
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
限
っ
て
受
け
入
れ
を
行
う
」

と
し
、
４
月
２２
日
か
ら
５
月
６
日
の
保

育
を
必
要
と
す
る
保
護
者
に
対
し
「
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
う
保
育
所

利
用
届
」
の
提
出
を
求
め
、
そ
の
中
で

保
護
者
に
対
し
て
「
社
会
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
勤
務
が
必
要
で
、
か

つ
、
家
庭
で
児
童
を
保
育
す
る
者
が
い

な
い
場
合
」
又
は
「
そ
の
他
、
家
庭
で

の
保
育
が
特
に
困
難
な
事
情
が
あ
る

場
合
」
の
ど
ち
ら
に
該
当
す
る
か
を
選

択
さ
せ
た
上
で
、
そ
の
「
勤
務
先
名
称
」

ま
で
記
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
行
き
過
ぎ
た
対
応
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
「
社
会
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
勤
務
が
必
要
」
と
は
一

体
、
ど
う
い
う
勤
務
先
を
示
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
提
示
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
京
都
府
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け

た
「
緊
急
事
態
措
置
」
方
針
で
は
、「
社

会
生
活
を
維
持
す
る
上
で
必
要
な
施

設

休
業

要
請

設
」
に
は
休
業
を
要
請
し
な
い
と
し

て
、
そ
の
対
象
を
生
活
必
需
物
資
販
売

施
設
や
食
事
提
供
施
設
、
交
通
機
関
、

工
場
な
ど
、
具
体
的
に
挙
げ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
示
す
の
か
も
不
明
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
「
緊
急
事
態
措
置
」
方
針
で
は
、

保
育
所
は
休
止
を
要
請
し
な
い
と
し

た
上
で
「
必
要
な
保
育
等
を
確
保
し
た

上
で
適
切
な
感
染
防
止
対
策
の
協
力

を
要
請
※
通
所
又
は
短
期
間
の
入
所

の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
の
対

応
が
可
能
な
限
り
、
利
用
の
自
粛
を
要

請
」
と
あ
り
ま
す
が
、
保
護
者
の
勤
務

先
に
よ
っ
て
保
育
の
受
入
れ
を
選
別

す
る
方
針
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

仮
に
京
田
辺
市
と
し
て
、
京
都
府
の

指
定
と
は
別
に
、
独
自
に
「
社
会
機
能

を
維
持
す
る
に
必
要
」
な
業
務
な
ど
を

定
義
し
、
休
業
を
要
請
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
補
償
も
含
め
た
方
針
を
示
す

必
要
も
あ
り
ま
す
。 

 

従
っ
て
、
保
護
者
の
勤
務
先
に
よ
っ

て
保
育
受
入
れ
を
選
別
す
る
方
針
は

是
正
さ
れ
る
よ
う
、
要
望
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
議
会
の
総
務
常
任
委
員
会

の
主
な
審
議
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

▼
幼
稚
園
教
諭
が
市
長
部
局
の
所

属
に 

 

１２
月
議
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
・
文
化
財
の
事
務
が
教
育
委
員

会
か
ら
市
長
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と

と
、
幼
稚
園
の
事
務
補
助
を
市
長

が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

う
関
係
条
例
整
備
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
で
は
、
幼
稚
園
の
事
務
補

助
に
伴
っ
て
幼
稚
園
教
諭
の
任
命

権
者
が
教
育
委
員
会
か
ら
、
市
長

へ
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
に
も
と

づ
く
教
育
施
設
で
あ
り
、
そ
の
教

育
課
程
編
成
権
は
教
育
委
員
会
に

あ
る
。
こ
の
点
で
、
幼
稚
園
教
諭

の
任
命
権
者
が
市
長
に
な
り
勤
務

評
価
や
、
非
違
行
為
の
場
合
の
処

分
権
限
が
教
育
委
員
会
か
ら
市
長

に
移
る
こ
と
は
教
育
の
独
立
性
確

保
の
点
か
ら
み
て
問
題
で
は
な
い

か
。
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

教
育
部
長
か
ら
「
幼
稚
園
の
教

育
の
根
幹
は
教
育
委
員
会
が
担

う
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
他
、「
心
配

が
あ
る
と
い
う
指
摘
だ
と
思
う
。

教
育
委
員
会
の
併
任
と
い
う
形
も

含
め
て
、
教
育
の
考
え
に
も
と
づ

い
て
や
っ
て
い
く
。
」
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

▼
審
議
会
に
諮
ら
ず
に
所
管
変
更

を
強
行 

 

あ
わ
せ
て
文
化
財
保
護
審
議
会

（
元
は
文
化
財
保
護
委
員
会
で
今

回
、
審
議
会
へ
名
称
を
変
更
）
、
市

史
編
さ
ん
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
審
議
会
、
の
所
管
を
教
育
委
員

会
か
ら
市
長
へ
変
更
す
る
内
容
も

あ
り
ま
す
。 

 

審
議
で
は
、
こ
れ
ら
３
つ
の
諮

問
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
諮
問
・

答
申
先
が
教
育
委
員
会
か
ら
市
長

に
変
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各
審

議
会
等
で
報
告
、
議
論
な
ど
を
さ

れ
た
の
か
質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
の
答
弁
は
「
議
論
は
し

て
い
な
い
。
決
定
さ
れ
た
こ
と
を

伝
え
て
い
く
。」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
再
度
、「
そ
う
い
う
や
り
方
で

市
民
参
画
と
言
え
る
の
か
」
と
き

び
し
く
指
摘
し
、
各
審
議
会
で
経

過
や
市
の
方
針
な
ど
を
き
ち
ん
と

説
明
し
、
各
委
員
の
意
見
を
聞
く

べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。
市
当
局

か
ら
は
「
議
員
の
意
見
と
し
て
受

け
と
め
る
。
」
と
い
う
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

▼
市
政
協
力
員
制
度
を
廃
止 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
非
常
勤
特
別
職
の
要

件
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
市
内
４２
の
自
治
会
・
区

に
置
か
れ
て
い
た
「
市
政
協
力
員
」

制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

委
員
会
審
議
で
は
、
廃
止
に
伴

う
財
政
支
出
の
増
減
に
つ
い
て
と

り
上
げ
ま
し
た
。
廃
止
に
伴
っ
て

市
政
協
力
員
へ
の
報
酬
も
な
く
な

り
年
間
約
２
１
０
０
万
円
の
支
出

減
と
な
り
ま
す
。
他
方
で
、
新
た

な
支
出
増
と
し
て
、
市
広
報
・
議

会
だ
よ
り
の
配
布
を
業
務
委
託
す

る
こ
と
に
よ
る
経
費
、
年
間
約
１

２
９
５
万
円
、
そ
し
て
自
治
会
・

区
へ
運
営
強
化
の
た
め
の
補
助
金

増
額
分
と
し
て
年
間
約
１
７
１
０

万
円
が
あ
り
、
合
計
で
約
３
０
５

０
万
円
の
支
出
増
と
な
り
ま
す
。 

財
政
支
出
で
は
差
し
引
き
年
間

９
０
５
万
円
の
増
加
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
、
行
政
改
革
な
ど
で
支

出
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
市
の

取
り
組
み
と
の
整
合
性
な
ど
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
、
質
し
ま
し

た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
法
改
正
で
や

む
な
く
市
政
協
力
員
を
廃
止
す
る

が
、
こ
の
増
額
は
行
政
と
し
て
必

要
な
経
費
と
見
て
い
る
。
全
体
と

し
て
増
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
行

政
に
と
っ
て
必
要
だ
。
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、「
行
政
に
と
っ

て
住
民
の
利
益
の
た
め
に
は
当

然
、
恒
常
的
な
支
出
増
と
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
も
や
っ
て
い
く
べ

き
だ
。
こ
れ
ま
で
各
種
補
助
金
に

つ
い
て
、
市
は
行
政
改
革
と
し
て

一
律
１０
％
削
減
を
実
施
し
、
そ
れ

は
今
も
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
伝
統
芸
能
の
保
存
、

継
承
に
取
り
組
む
団
体
で
も
い
ま

だ
に
補
助
金
を
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ま

ま
で
運
営
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
実

態
も
あ
る
。
今
回
の
事
例
を
踏
ま

え
れ
ば
、
今
後
、
各
団
体
や
事
業

の
実
態
も
よ
く
見
て
補
助
金
の
見

直
し
も
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
」
と
提
起
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
は
「
補
助
金
に
つ
い
て

は
行
政
改
革
で
見
直
し
た
。
そ
の

後
も
継
続
し
て
検
討
し
て
い
る
。

各
団
体
の
実
情
な
ど
踏
ま
え
て
対

応
し
て
い
く
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
に
拡

大
さ
れ
、
京
都
府
も
「
特
別
警
戒

都
道
府
県
」
の
一
つ
に
指
定
さ
れ

る
中
で
、
市
民
の
暮
ら
し
へ
の
影

響
も
広
が
り
、
様
々
な
困
難
も
生

じ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団
は

４
月
２０
日
に
、
京
田
辺
市
長
に
対

し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
緊
急
の
申
し
入

れ
」
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
他
に

も
「
市
民
と
と
も
に
歩
む
女
性
議

員
の
会
」
「
自
民
一
新
会
」
「
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
京
田
辺
」「
公
明
党
」
の
各
会

令和２年４月２７日 
京田辺市 
市長 上村 崇様 

京田辺市議会 
議長 松村 博司 
 

新型コロナウイルス対策に対する要望書 
 
 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策が閣議決定され、感染拡大防止に
留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に各家庭への支援を行うため、特
別定額給付金（仮称）事業が実施されることとなり、総務省に特別定額給付
金実施本部が設置されました。 
 これらを踏まえ、京田辺市議会でも（各会派）議員より、上村市長宛に新
型コロナウイルス感染症対策に関する緊急の申し入れがされているところで
あります。 
 
１．本市では、市民全ての人々に可能な限り迅速かつ的確に給付金（１０万
円）をお届けできるよう、本庁では早急な住民基本台帳に係るシステム改
修等の事前準備に着手していただくとともに、専決処分してでも令和２年
度の補正予算の早期執行いただくようお願い申し上げます。 

  また、市内各企業（商店）の営業自粛や収入減による市民の生活困窮者
などを市独自の支援策として、住民基本台帳に記録されている国と同等に、
市民一人につき市の支援給付金（２万円）を、同時に支給することを求め
ます。 

 
２．学校休業への対応策について、小・中学校の臨時休業による、児童生徒
の学力低下の防止等に対し、本市が実施する事業の経費については、十分
な財政措置を講ずること。及び、児童生徒向け端末と高速ネットワーク環
境の実現を目指す「ＧＩＧＡスクール構想」を力強く推進するとともに、
遠隔授業や在宅学習が可能となる環境を迅速に整備されることを求めま
す。 

 
３．商工・観光を含め地域経済への影響について、風評被害防止など積極的
に対策を講じるとともに、市が行う各種対策に要する費用に対し十分な財
政支援を講じること。また、国の責任のもと、休業した事業者への損出補
償を行うとともに、感染拡大の影響を受ける事業者に対する救済措置を講
じることを求めます。 

派
も
そ
れ
ぞ
れ
京
田
辺
市
長
に
対

し
、
京
田
辺
市
と
し
て
市
民
生
活
を

守
る
た
め
に
独
自
の
施
策
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
等
を
申
し
入
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
２７
日

に
は
京
田
辺
市
議
会
議
員
全
員
の

賛
同
を
え
た
議
会
の
総
意
と
し
て
、

市
議
会
議
長
及
び
副
議
長
が
そ
ろ

っ
て
市
長
に
対
し
、
国
の
１０
万
円
の

特
別
定
額
給
付
金
に
市
独
自
に
２

万
円
を
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
こ

と
な
ど
を
申
し
入
れ
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
対
す
る
要
望

書
」（
別
掲
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
議
会
の
予
算
特
別
委
員

会
に
は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
か

ら
、
増
富
理
津
子
議
員
が
所
属

し
、
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

▼
暮
ら
し
応
援
、
施
策
の
実
施
を 

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
市
民
の

暮
ら
し
や
景
気
、
経
済
状
況
に
つ

い
て
の
市
長
の
認
識
を
問
う
質

問
に
「
国
や
京
都
府
の
経
済
動
向

報
告
に
基
づ
き
、
全
体
と
し
て
緩

や
か
な
上
向
き
基
調
に
あ
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

１０
〜
１２
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
大
幅
な

マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
、
今
後
も

緊
迫
す
る
経
済
状
況
の
中
で
、
市

長
の
認
識
と
予
算
は
暮
ら
し
・
営

業
を
守
る
姿
勢
が
極
め
て
不
十

分
で
緊
迫
感
に
か
け
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
市
独
自
で

も
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る

施
策
や
市
内
の
中
小
零
細
企
業

を
応
援
す
る
施
策
の
実
施
を
求

め
ま
し
た
。 

 

▼
増
税
の
影
響
が
市
民
生
活
に 

予
算
審
議
の
中
で
、
消
費
税
増

税
の
影
響
に
つ
い
て
市
長
は
「
消

費
税
を
も
と
に
社
会
保
障
の
手

当
て
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ベ

ー
ス
の
中
で
、
制
度
と
し
て
の
仕

組
み
が
作
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
」
と
答
弁
。
し
か
し
消

費
税
増
税
後
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
売
り
上
げ
が
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
、
閉
店
や
倒
産
が

相
次
ぎ
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
消
費
税
増
税
の
影
響
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
商
店
の

閉
店
や
買
い
控
え
、
趣
味
や
娯
楽

へ
の
消
費
控
え
が
起
き
て
い
ま

す
。 消

費
税
が
１０
％
に
増
税
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
上
下
水
道
料
金

は
２
０
１
９
年
度
後
半
分
で
１
４

７
０
万
円
、
２
０
２
０
年
度
で
は

年
間
で
２
９
０
０
万
円
以
上
の
負

担
増
が
市
民
に
押
し
つ
け
ら
れ
ま

す
。
市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
を
し

っ
か
り
見
る
べ
き
で
、
住
民
生
活

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
水
道
料
金

の
消
費
税
外
税
方
式
の
廃
止
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 ▼
国
保
税
軽
減
の
た
め
の
施
策
へ 

国
民
健
康
保
険
会
計
の
審
議
で

は
、
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
の

中
で
、
市
は
納
付
金
の
不
足
の
た

め
国
保
税
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
市

独
自
の
「
激
変
緩
和
措
置
」
を
実

施
す
る
と
し
て
、
２
０
１
８
年
度

に
は
、
１
億
円
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
し
て
国
保
税
を
据

え
置
き
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
段

階
的
に
４
年
間
で
毎
年
５
％
ず
つ

引
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
計
画
の

中
で
、
１９
〜
２３
年
度
に
か
け
て
も

一
般
会
計
か
ら
１
．
５
億
円
を
投

入
す
る
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
保
財
政
支
援
分
と
し
て
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
２
０
１

９
年
度
、
２
０
２
０
年
度
で
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
に
基
づ

き
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
う
べ
き
で
す
。 

 

国
保
税
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
国

や
府
に
財
政
支
援
の
い
っ
そ
う
の

充
実
を
求
め
る
と
と
も
に
、
市
独
自

の
財
政
努
力
を
行
う
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。 

 

▼
基
金
を
活
用
し
、
負
担
の
軽
減
を

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
２
０

１
９
年
度
末
で
基
金
残
高
が
約
４

億
６
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
お
い
て
も
、
基
金
の
取
り

崩
し
額
は
７
６
０
０
万
円
と
さ
れ

て
お
り
、
年
度
末
で
も
３
億
９
０
０

０
万
円
の
基
金
が
残
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

基
金
を
活
用
し
、
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
の
軽
減
策
の
拡
充
な
ど
を
進
め
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▼
高
齢
者
い
じ
め
の
政
策
や
め
よ 

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
で
は
、

２
０
２
０
年
度
に
は
、
２
年
ご
と

の
保
険
料
見
直
し
で
、
一
人
当
た

り
の
保
険
料
が
、
一
気
に
年
額
９

５
９
３
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

低
所
得
者
の
た
め
の
特
例
軽
減

の
見
直
し
で
、
８０
万
円
未
満
の
年

金
し
か
な
い
方
が
２
０
１
９
年
度

は
２
０
１
８
年
度
の
２
倍
の
保
険

料
、
２
０
２
０
年
度
は
３
倍
に
な

り
ま
す
。 

被
保
険
者
の
多
く
は
年
金
が
主

な
収
入
で
あ
り
、
年
金
も
実
質
的

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
保

険
料
負
担
増
は
後
期
高
齢
者
の
安

心
と
は
逆
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
高
齢
者
い
じ
め
の
政
策
を

改
め
る
よ
う
国
へ
要
望
す
る
よ
う

に
求
め
ま
し
た
。 

 

▼
北
陸
新
幹
線
予
算
計
上
を
指
摘 

北
陸
新
幹
線
駅
設
置
に
か
か
わ

る
歳
出
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
京
都
府
北
陸
新
幹
線
南
部
ル

ー
ト
建
設
促
進
同
盟
会
は
、
今
年

度
も
設
立
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
負
担
金
は
２
年
続
け
て

予
算
計
上
し
な
が
ら
執
行
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
２
０
２
０
年
度
当
初

予
算
へ
の
計
上
は
や
め
る
べ
き
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
Ｐ
Ｒ
補
助
金

と
し
て
、
田
辺
高
校
鉄
道
研
究
会

に
対
し
３
年
連
続
で
予
算
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
田
辺
高
校
と
連
携
協

定
を
結
び
、
そ
の
事
業
の
中
で
の

一
環
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た

が
、
北
陸
新
幹
線
の
た
め
な
ら
と
、

他
の
事
例
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う

な
予
算
の
つ
け
方
は
改
め
る
べ
き

で
す
。 

【通行しにくい東住宅内のかまぼこ状道路】

▼
要
求
実
現
、
生
活
道
路
の
改
善 

生
活
道
路
改
善
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

市
か
ら
「
２
０
１
９
年
度
に
、
市

内
全
て
の
生
活
道
路
の
路
面
の
状

態
を
調
査
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
修
繕
箇
所
の
抽
出
及
び
優
先

順
位
を
定
め
た
修
繕
計
画
を
策
定

し
た
。
２
０
２
０
年
度
は
優
先
順
位

に
基
づ
い
て
、
責
谷
地
域
の
道
路
と

河
原
東
住
宅
内
の
、
か
ま
ぼ
こ
状
に

な
っ
て
通
行
し
に
く
い
道
路
の
改

善
工
事
を
実
施
し
て
い
く
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
多
く
の

方
か
ら
も
要
望
の
あ
っ
た
道
路
改

善
に
や
っ
と
着
手
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

            
▼
費
用
負
担
を
見
直
す
協
議
を 

本
市
と
枚
方
市
が
共
同
で
進
め

て
い
る
新
し
い
ゴ
ミ
焼
却
場
建
設

事
業
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

２
０
２
０
年
度
当
初
予
算
へ
環
境

施
設
整
備
費
で
５
６
０
０
万
円
、
道

路
整
備
事
業
５
０
０
０
万
円
の
計

上
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

審
議
の
中
で
現
在
、
完
成
目
標
年

が
２
年
間
先
送
り
に
な
る
こ
と
で

の
大
き
な
財
政
面
で
の
影
響
は
な

い
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
枚
方
市
と

の
基
本
協
定
で
「
協
定
事
項
に
つ
い

て
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、
両
市
協

議
の
上
、
決
定
す
る
も
の
と
す
る
」

と
の
補
則
に
基
づ
き
、
用
地
取
得
な

ど
の
経
費
が

２６
億
円
に
も
な
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
下
で
は
、
そ

の
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
見
直
す
た

め
の
協
議
を
引
き
続
き
枚
方
市
と
行

う
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

▼
安
心
し
て
働
け
る
体
制
を 

２
０
２
０
年
度
か
ら
会
計
年
度
任

用
職
員
の
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
有

給
休
暇
の
取
得
方
法
の
改
善
や
期
末

手
当
の
支
給
な
ど
前
進
面
も
あ
り
ま

す
が
、
結
局
最
低
賃
金
に
限
り
な
く

近
い
低
い
報
酬
額
で
い
つ
で
も
人
数

調
整
弁
に
さ
れ
る
不
安
定
な
働
き
方

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

本
市
で
は
正
規
職
員
６
５
８
人
に

対
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
８

１
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

各
地
か
ら
職
員
の
削
減
や
非
正
規
化

で
災
害
緊
急
時
の
対
応
が
十
分
と
れ

な
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
十
分
に
対
応
で
き
る
体

制
が
と
れ
る
の
か
。 

地
方
公
務
員
法
の
原
則
に
従
っ

て
、
安
心
し
て
働
き
、
そ
の
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
正
職
員
を

ふ
や
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京
田
辺
市
と
枚
方
市
が
共
同
で

進
め
る
新
ご
み
焼
却
場
建
設
事
業

に
お
い
て
、
事
業
主
体
の
枚
方
京

田
辺
環
境
施
設
組
合
は
、
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
第
３
段
階
の
手
続

き
と
な
る
「
準
備
書
」
を
４
月
に

京
都
府
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

 

京
都
府
は
こ
れ
を
受
け
て
、
５

月
８
日
（
金
）か
ら
６
月
８
日
（
月
）

ま
で
の
一
ヶ
月
間
、「
準
備
書
」
を

住
民
に
公
表
す
る
縦
覧
期
間
を
設

け
る
と
と
も
に
、「
準
備
書
」
に
つ

い
て
の
住
民
か
ら
の
意
見
募
集
を

５
月
８
日
か
ら
６
月
２２
日
（
月
）

ま
で
の
期
間
、
受
け
付
け
ま
す
。 

 

「
準
備
書
」
は
、
京
都
府
公
式

Ｈ
Ｐ
（「
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組

合
可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設
整
備

事
業
」
で
検
索
）
や
、
枚
方
京
田

辺
環
境
施
設
組
合
の
公
式
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
だ
け
で
な
く
概

要
や
要
約
書
、
本
編
な
ど
も
所
定

の
縦
覧
場
所
、
京
田
辺
市
内
で
は
、

京
都
府
田
辺
総
合
庁
舎
総
合
案

内
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
京
田
辺
市

役
所
ご
み
広
域
処
理
推
進
課
、
甘

南
備
園
、
の
３
ヶ
所
と
、
京
都
府

庁
、
宇
治
市
に
あ
る
山
城
北
保
健

所
、
枚
方
市
内
で
は
枚
方
市
役
所

や
支
所
な
ど
５
箇
所
で
、
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

「
準
備
書
」
に
対
す
る
住
民
意

見
の
提
出
先
は
、
京
都
府
府
民
環

境
部
環
境
管
理
課
（
〒
６
０
２
‐

８
５
７
０ 

京
都
市
上
京
区
下
立

売
通
新
町
西
入
薮
ノ
内
町
）
に
な

っ
て
お
り
、
郵
送
か
、
電
子
申
請

に
よ
る
提
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
、
メ
ー
ル
に
よ

る
提
出
は
不
可
） 

 

ま
た
「
準
備
書
」
段
階
の
手
続

き
で
は
縦
覧
期
間
中
に
、
そ
の
住

民
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
事

業
者
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
枚

方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
で
は
、

６
月
１１
日
１９
時
・
６
月
１３
日
１０

時
か
ら
、
い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
。

ま
た
枚
方
市
で
は
、
６
月
１２
日

１９
時
・
６
月
１３
日
１４
時
か
ら
、

枚
方
市
立
氷
室
小
学
校
体
育
館
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

た
だ
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
影
響
で
、
予
定
し
て
い
た

会
場
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
の
で
、
予
定
通
り
開
催
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
不
透
明
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

  

な
お
、「
準
備
書
」
で
は
、
予
定

周
辺
地
域
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
た

オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て
も
調
査
を
行

い
、
そ
の
環
境
保
全
措
置
な
ど
も

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
要
約
書
で
は
結
論
で
あ
る

「
環
境
影
響
に
係
る
総
合
的
な
評

価
」
の
部
分
で
、「
本
事
業
は
、
事

業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
で
で
き

る
限
り
（
環
境
影
響
は
）
回
避
又

は
低
減
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
必
要

に
応
じ
て
環
境
の
保
全
及
び
創
造

に
つ
い
て
の
配
慮
が
適
正
に
な
さ

れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
」
と

結
論
付
け
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
に
対
す
る
住
民
の
率
直

な
疑
問
や
意
見
な
ど
に
し
っ
か
り

応
え
て
い
く
た
め
に
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
影
響
を
考

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

慮
し
、
住
民
の
意
見
募
集
や
説
明

会
な
ど
に
つ
い
て
も
柔
軟
な
対
応

が
必
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２５７号  ２０２０年５月２４日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

 

５
月
１１
日
、総
務
常
任
委
員
協
議
会

が
開
か
れ
、
市
当
局
か
ら
国
保
に
関
連

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
、

２０
年
度
の
税
制
改
正
を
受
け
た
条
例

改
正
の
専
決
処
分
、
京
田
辺
市
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
の
策
定
や
、
行
政
改
革

実
行
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
国
保

に
傷
病
手
当 

 

傷
病
手
当
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
際

に
、
そ
の
期
間
の
収
入
の
一
定
部
分
を

加
入
す
る
医
療
保
険
か
ら
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
が
、
国
保
に
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
又
は
発
熱

な
ど
で
疑
わ
れ
る
場
合
に
安
心
し
て

仕
事
な
ど
を
休
め
る
よ
う
に
、
国
が
国

保
に
つ
い
て
も
傷
病
手
当
を
設
け
る

よ
う
に
３
月
上
旬
に
通
知
を
出
し
、
そ

れ
を
受
け
て
京
田
辺
市
で
も
国
保
加

入
者
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
そ
の
疑
い
で
仕
事
を
休
ん
だ
人

に
傷
病
手
当
を
支
給
で
き
る
よ
う
に
、

条
例
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
国
の
通
知
で
は
今
回
の
傷

病
手
当
の
支
給
対
象
を
す
べ
て
の
国

保
加
入
者
と
せ
ず
に
「
被
用
者
（
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
）
」
に
限

定
し
て
い
る
他
、
支
給
対
象
も
あ
く
ま

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

係
だ
け
（
発
熱
等
で
感
染
が
疑
わ
れ
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
陰
性
の
場
合
で

も
支
給
さ
れ
ま
す
）
と
さ
れ
、
他
の
ケ

ガ
や
病
気
は
対
象
外
と
な
り
、
適
用
期

間
も
２０
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

質
疑
で
は
、
傷
病
手
当
を
導
入
す
る

事
は
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
の
対
象
を

「
被
用
者
」
に
限
定
せ
ず
、
自
営
業
や

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
加
入
者
も
対
象
に

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
、「
被
用
者
に
つ
い
て

は
国
の
特
別
調
整
交
付
金
が
で
き
た
の

で
財
源
が
あ
る
が
、
市
の
財
源
で
の
対

応
は
き
び
し
い
。
国
保
税
も
引
き
上
げ

て
い
る
中
で
、
独
自
に
対
象
拡
大
は
厳

し
い
。
傷
病
手
当
の
拡
大
は
財
源
が
ネ

ッ
ク
に
な
り
、
国
の
財
源
が
あ
れ
ば
で

き
る
が
、
現
状
で
は
被
用
者
の
み
だ
。」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
市

当
局
に
対
し
京
田
辺
市
と
し
て
も
国
に

対
し
て
傷
病
手
当
の
対
象
拡
大
や
そ
の

財
政
支
援
を
要
望
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
な
お
９
月
３０
日
ま
で
と
し
た
実
施

期
間
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
で
延
長

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
国
保

税
の
減
免
を
早
急
に 

 

国
保
制
度
に
関
連
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
収
入
減
と
な
っ
た

加
入
世
帯
へ
の
国
保
税
の
減
免
制
度
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題

で
は
政
府
も
国
保
を
運
営
す
る
市
町
村

に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
収
入
が
減
少
し
た
国
保
加
入
者

の
１９
、
２０
年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て

減
免
す
る
よ
う
通
知
を
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
政
府
の
通
知
も
示
し
て
京
田

辺
市
の
対
応
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
政
府
の
通
知
の
事

は
承
知
し
て
い
る
。
減
免
規
定
の
改
正

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
２０
年
２
／
１

以
降
に
納
期
が
あ
る
国
保
税
の
分
ま
で

対
象
で
、
減
免
が
遡
及
で
き
る
の
で
、

早
々
に
改
正
を
行
っ
て
減
免
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
財
源
は
国
の
方

か
ら
お
り
て
く
る
。」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

▼
国
保
税
軽
減
の
拡
大
と
と
も
に
最
高

限
度
額
も
引
上
げ
に 

 

２０
年
度
の
地
方
税
法
等
の
改
正
に

も
と
づ
く
国
保
税
条
例
改
正
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
改
正
に
は
住
民
の
負
担
軽
減
か
ら
見

て
増
減
両
面
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
負
担
軽
減
の
方
で
は
、
低
所
得
世

帯
へ
の
法
定
軽
減
（
加
入
世
帯
ご
と
に
課

税
さ
れ
る
平
等
割
と
、
加
入
者
１
人
ご
と

に
課
税
さ
れ
る
均
等
割
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、

２
割
ま
た
は
５
割
を
減
額
す
る
も
の
）
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
（
全
体
で
約
４

０
０
万
円
の
負
担
軽
減
） 

 
負
担
増
で
は
、
国
保
税
の
最
高
限
度
額

の
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
３
万

円
の
引
上
げ
で
９６
万
円
か
ら
９９
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
２
０
０
９
年
の
最

高
限
度
額
は
６９
万
円
で
し
た
が
、
こ
の

間
、
毎
年
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

国
保
税
に
は
加
入
世
帯
や
加
入
者
一

人
あ
た
り
に
、
同
額
が
課
税
さ
れ
る
平
等

割
と
均
等
割
が
あ
る
た
め
、
例
え
ば
子
ど

も
二
人
が
い
る
世
帯
で
は
そ
れ
ほ
ど
所

得
が
多
く
な
く
て
も
、
「
最
高
限
度
額
」

に
達
す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

例
え
ば
２０
年
度
の
京
田
辺
市
の
国
保

税
で
、
４０
代
夫
婦
２
人
と
未
成
年
の
子

ど
も
２
人
の
４
人
家
族
だ
と
、
年
間
所
得

７
１
０
万
円
く
ら
い
で
最
高
限
度
額
の

９９
万
円
の
国
保
税
に
な
り
ま
す
。
子
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
１５
日
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。 

 

（
１
）
経
済
対
策
《
詳
細
は
市
の
Ｈ

Ｐ
参
照
》 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
関
係
補
正
予
算
（
第
１
号
）

ア
、
特
別
定
額
給
付
金
事
業
：
給
付

金
実
施
本
部
設
置
（
５
／
１
）
、

申
請
書
発
送
（
５
／
２５
〜
２９
）

イ
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
事

 

業 

ウ
、
休
業
支
援
金
給
付
事
業 

エ
、
中
小
企
業
継
続
支
援
金
給
付
事

 

業 

 

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
関
係
補
正
予
算
（
第
２
号
）

《
詳
し
く
は
５
月
１９
日
以
降
の

各
常
任
委
員
協
議
会
で
報
告
さ

れ
ま
す
》 

ア
、
京
田
辺
市
く
ら
し
継
続
応
援
事

 
業 

イ
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
サ
ポ

ー
ト
給
付
事
業 

ウ
、
水
道
料
金
免
除
（
４
月
、
５
月

分
） 

エ
、
中
小
企
業
相
談
窓
口
充
実
事
業 

オ
、
中
小
企
業
事
業
継
続
支
援
金
給

付
事
業 

カ
、
中
小
企
業
緊
急
応
援
補
助
事
業 

キ
、
図
書
館
予
約
図
書
配
送
事
業 

 

③
税
徴
収
猶
予
の
「
特
例
制
度
」 

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
わ
る
融
資
制
度
に
必
要
な

課
税
証
明
書
・
住
民
票
の
写
し
等

の
発
行
手
数
料
免
除(

無
料
交

付)
 

⑤
同
志
社
大
学
及
び
同
志
社
女
子

大
学
留
学
生
へ
の
生
活
支
援 

⑥
同
志
社
公
友
会
ク
ー
ポ
ン
利
用

に
よ
る
学
生
生
活
支
援 

 

（
２
）
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の

再
開
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て 

・
幼
稚
園 

始
業
式
及
び
入
学
式
６

月
３
日 

・
小
学
校 

始
業
式
６
月
１
日
・
入

学
式
６
月
２
日 

・
中
学
校 

始
業
式
６
月
１
日
・
入

学
式
６
月
２
日 

・
再
開
に
先
立
ち
５
月
２
５
日
の
週

に
各
小
中
学
校
で
分
散
登
校
日

を
設
け
る
。 

 

（
３
）
就
学
援
助
世
帯
へ
の
臨
時
休

業
期
間
中
の
給
食
費
相
当
額
の
支

給
に
つ
い
て 

就
学
援
助
世
帯
（
準
要
保
護
）
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
臨
時
休
業
の
期
間
が

長
期
に
及
び
、
家
庭
で
の
昼
食
負
担

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊

急
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
給

食
費
相
当
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
要
保
護
世
帯
は
生
活
保
護

費
と
し
て
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

も
が
３
人
の
場
合
だ
と
、
６
７
０
万
円

の
所
得
で
最
高
限
度
額
に
達
し
ま
す
。

子
ど
も
に
ま
で
均
等
割
を
課
税
す
る

国
保
税
制
度
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

子
育
て
世
代
や
中
間
層
に
も
重
い
税

負
担
を
課
す
こ
と
に
な
る
、
最
高
限
度

額
の
引
上
げ
で
す
。 

 

▼
寡
婦
控
除
の
適
用
拡
大
な
ど
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
支
援
が
前
進 

 

２０
年
度
の
地
方
税
法
改
正
で
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
家
庭
を
は
じ
め
、
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
支
援
が
前
進
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

し
て
も
寡
婦
控
除
の
適
用
が
実
現
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
女
性
の
ひ
と
り
親

家
庭
で
あ
っ
て
も
婚
姻
暦
の
有
無
に

よ
っ
て
寡
婦
控
除
の
適
用
に
差
が
あ

り
、
同
じ
年
収
で
も
税
額
が
異
な
り
税

負
担
や
保
育
料
負
担
に
格
差
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
是
正
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
男
性
ひ
と
り
親
で
も
、
女
性
ひ

と
り
親
と
同
様
に
所
得
が
１
３
５
万

円
以
下
な
ら
住
民
税
非
課
税
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
、
婚
姻
暦
の

有
無
や
性
別
に
関
係
な
く
「
ひ
と
り

親
」
へ
の
支
援
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
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６月議会 日程 

６月５日（金）開会本会議     午後１時半～ 

１０日（水）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１２日（金）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１５日（月）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１７日（水）総務常任委員会   午前１０時～ 

１８日（木）文教福祉常任委員会 午前１０時～ 

２２日（月）建設経済常任委員会 午前１０時～ 

２４日（水）議会運営委員会   午後１時半～ 

２６日（金）議会運営委員会   午後１時半～ 

３０日（火）閉会本会議     午後１時半～ 

岡
本 

亮
一 

 
 

１２
日
２
番
目 

増
富
理
津
子 

 

１０
日
５
番
目 

（
１
）
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
自
然

災
害
時
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
に
つ
い
て 

感
染
症
と
自
然
災
害
に
よ
る
複

合
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
従

来
の
防
災
計
画
の
見
直
し
と
充
実

が
早
急
に
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

認
識
と
具
体
的
対
策
を
問
う
。 

①
避
難
の
在
り
方
、
避
難
所
で
の
感

染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
の
具

体
的
対
策
を
。 

②
防
災
用
の
備
品
の
拡
充
を
。 

③
熱
中
症
へ
の
対
策
も
視
野
に
入

れ
て
の
取
り
組
み
を
。 

④
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
へ

の
支
援
の
具
体
化
を
。 

 

（
２
）
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て 

平
成
２８
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
基
づ

き
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
に
関
し
て
職
員
が
適
切
に
対

応
す
る
た
め
の
事
項
を
定
め
た
、
京

田
辺
市
職
員
対
応
要
領
が
策
定
さ

れ
た
。 

 

①
要
領
で
謳
わ
れ
て
い
る
理
念
が

活
か
さ
れ
た
職
員
対
応
が
さ
れ

て
い
る
の
か
問
う
。 

②
市
と
し
て
、
対
応
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

③
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
の
情
報

提
供
や
給
付
金
申
請
な
ど
へ
の

配
慮
が
な
さ
れ
た
の
か
。 

④
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
と
取
り
組
み

の
現
状
を
問
う
。 

 

（
３
）
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
に
つ

い
て 

①
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」(

略
称 

食
品
ロ
ス
削

減
推
進
法)

が
、
２
０
１
９
年
５

月
３１
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
１０

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。
本
市
の

認
識
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
問

う
。 

②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
携
を
。 

③
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
と
の

協
同
の
取
り
組
み
を
。 

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

疑
い
の
あ
る
人
が
、
速
や
か
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
よ
う
各
地

域
に
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
予
算
や
人
員
体

制
、
医
療
機
器
を
国
の
責
任
で
確

保
す
る
よ
う
求
め
よ
。 

 

②
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
営
業
と

暮
ら
し
を
守
る
支
援
策
に
つ
い

て
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

ア
、
家
賃
な
ど
の
固
定
費
補
助
に
も

使
え
る
国
の
「
持
続
化
給
付
金

（
法
人
２
０
０
万
円
、
個
人
１
０

０
万
円
）
」
に
つ
い
て
、
給
付
対

象
を
「
前
年
同
月
比
で
事
業
収
入

が
５０
％
以
上
減
少
し
た
月
が
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
木
綱
次
郎 

１５
日
３
番
目 

る
こ
と
」
を
条
件
に
し
て
い
る

が
、
損
失
を
受
け
た
事
業
者
が
幅

広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問

う
。 

イ
、
本
市
の
「
中
小
企
業
事
業
継
続

支
援
金
（
１０
万
円
）
」
に
つ
い

て
、
支
援
金
制
度
の
継
続
と
条
件

緩
和
を
求
め
る
。 

 

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
経
済
危
機
へ
の
対

応
と
し
て
、
消
費
税
減
税
を
国
へ

求
め
よ
。 

 

④
少
人
数
学
級
の
実
施
に
つ
い
て
、

以
下
の
点
を
問
う
。 

ア
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
３
密

（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）
の
回
避

が
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
学
校
は

３
密
を
回
避
し
に
く
い
場
所
で

あ
る
。
感
染
拡
大
防
止
を
は
じ

め
、
教
員
が
子
ど
も
達
一
人
ひ
と

り
と
丁
寧
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
少
人
数
学
級
の
実
施
を
求

め
る
。 

イ
、
教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
長

時
間
労
働
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

小
・
中
学
校
の
教
員
数
を
増
や
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
認

識
を
問
う
。 

 

（
１
）
京
田
辺
市
行
政
改
革
実
行
計

画
に
関
し
て 

 

２
０
２
０
年
３
月
に
、
２０
〜
２３

年
度
を
期
間
と
し
た
「
京
田
辺
市

行
政
改
革
実
行
計
画
」
を
策
定
さ

れ
た
が
、
同
計
画
に
つ
い
て
問
う
。 

 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
踏
ま
え
て
、
計
画
全
体

の
見
直
し
を
す
べ
き
。 

ア
、
医
療
、
保
健
体
制
の
充
実
強

化
を
は
じ
め
、
様
々
な
災
害
に

備
え
た
余
裕
の
あ
る
職
員
体
制

の
整
備
を
進
め
る
べ
き
。 

イ
、
京
都
府
に
対
し
、
保
健
所
の

配
置
を
見
直
し
、
京
田
辺
市
の

保
健
所
分
室
を
「
田
辺
保
健
所
」

と
し
て
復
活
さ
せ
る
よ
う
に
要

望
す
べ
き
。 

ウ
、
受
益
者
負
担
の
見
直
し
や
、

補
助
金
等
見
直
し
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
情
勢

か
ら
み
て
相
応
し
く
な
く
、
廃

止
す
べ
き
。 

②
「
透
明
性
の
高
い
行
政
の
推
進
」

に
関
し
て 

 
 

様
々
な
審
議
会
等
の
情
報
公

開
に
つ
い
て
、
そ
の
議
事
録
や

提
出
資
料
の
公
開
な
ど
に
大
き

な
差
が
あ
る
。
原
則
と
し
て
、

個
人
情
報
に
関
わ
る
も
の
以
外

の
す
べ
て
の
議
事
録
、
資
料
な

ど
を
公
開
す
べ
き
で
あ
る
。
と

り
わ
け
教
育
委
員
会
部
局
で

は
、
教
育
委
員
会
の
議
事
録
も

公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
早
急
に

改
善
を
求
め
る
。 

（
２
）
中
学
校
給
食
基
本
計
画
策
定

に
関
し
て 

①
中
学
校
給
食
基
本
計
画
策
定
に

つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
と
、

現
時
点
で
の
概
要
な
ど
に
つ
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
計
画
の
策
定
段
階
か
ら
、
中
学

校
に
お
け
る
食
育
の
充
実
、
及

び
地
産
地
消
の
積
極
的
推
進
の

観
点
を
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え

る
が
、
教
育
委
員
会
の
見
解
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

（
３
）
大
住
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
つ
い
て 

 

大
住
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

（
４
）
防
賀
川
、
吉
原
川
改
修
の
見

通
し
に
つ
い
て 

①
防
賀
川
、
吉
原
川
改
修
の
現
状

と
、
改
修
完
了
の
見
通
し
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
出
水
期
を
迎
え
る
が
、
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
の
大
雨
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 
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５
月
１９
日
に
開
か
れ
た
文
教
福

祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
、(

第
２
号)

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
中
で
、
文

教
福
祉
常
任
員
会
で
所
管
さ
れ
る

に
補
正
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

今
回
の
２
件
の
補
正
予
算
は
、

市
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
か
っ
た
た
め
、
第
１
号
（
４

月
３０
日
）
、
第
２
号
（
５
月
１５
日
）

付
で
専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で

す
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。 

 （
１
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
） 

◎
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
（
１
億
８
１
０
万
円
） 

 

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
」
に
基
づ
き
、

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、

「
児
童
手
当
」
を
受
給
す
る
世
帯

に
対
し
、
児
童
一
人
あ
た
り
１
万

円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。 

支
給
対
象
者
は
１
万
２
０
０
人

の
見
込
み
、
６
月
末
頃
に
支
給
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
４
月
分
（
３

月
分
含
む
）
の
児
童
手
当
登
録
銀

行
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
改

め
て
の
申
請
は
不
要
で
す
。 

（
２
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
） 

◎
京
田
辺
市
く
ら
し
継
続
応
援
事

業
（
５
０
０
０
万
円
） 

 

京
田
辺
市
独
自
の
支
援
策
で
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
休
業
や
失
業
に
よ
り
、
生

活
が
大
変
に
な
っ
た
方
へ
、
京
都

府
社
会
福
祉
協
議
会
が
無
利
子
、

保
証
人
不
要
で
、
１
年
据
置
き
２

年
以
内
返
済
で
、
最
大
２０
万
円
ま

で
を
生
活
資
金
と
し
て
貸
し
付
け

る
「
緊
急
小
口
資
金
」
の
利
用
者

に
対
し
、「
緊
急
小
口
資
金
」
と
し

て
借
り
入
れ
た
額
の
１
／
２
（
上

限
は
１０
万
円
）
を
補
助
金
と
し
て

支
給
し
ま
す
。 

補
助
対
象
は
５
０
０
件
を
想

定
、
申
請
期
間
は
３
月
２５
日
〜
７

月
３１
日
ま
で
。 

 ◎
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
サ
ポ

ー
ト
給
付
金
事
業
（
１
５
０
０
万

円
） 

 

京
田
辺
市
独
自
の
支
援
策
で
、

「
児
童
扶
養
手
当
」
を
受
給
し
て

い
る
世
帯
を
対
象
に
、
生
活
支
援

と
し
て
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
を

支
給
し
ま
す
。
支
給
対
象
は
３
０

０
世
帯
の
見
込
み
。
申
し
込
み
方

式
で
６
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
支
給
が

始
ま
る
予
定
で
す
。 

◎
図
書
館
予
約
図
書
配
送
事
業

（
１
０
０
万
円
） 

 

現
在
、
京
田
辺
市
の
図
書
館
は

す
べ
て
臨
時
休
館
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
貸
し
出
し
予
約
の
あ
る
書

籍
な
ど
を
無
料
で
配
送
し
ま
す
。

１
２
０
０
名
予
定
で
６
月
９
日
ま

で
の
期
間
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
た
建

設
経
済
常
任
委
員
協
議
会
で
、
主

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
・
第
２
号
）
に

つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

 （
１
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
） 

◎
休
業
支
援
金
給
付
事
業
（
６
８

０
０
万
円
） 

京
都
府
緊
急
事
態
措
置
に
基

づ
く
休
業
要
請
等
に
協
力
さ
れ

た
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
に
対

し
て
、
京
都
府
と
連
携
し
て
支
援

給
付
金
（
中
小
企
業
２０
万
円
、
個

人
事
業
主
１０
万
円
）
を
給
付
す

る
。 京

田
辺
市
内
４
８
０
社
が
対

象
で
、
現
在
１２
社
が
申
請
し
て
い

る
。 

 

◎
中
小
企
業
事
業
継
続
支
援
金

給
付
事
業
（
３
０
０
０
万
円
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
特
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に
対

し
て
、
事
業
の
継
続
を
下
支
え
す

る
た
め
、
事
業
全
般
に
使
え
る
支

援
金
（
１
事
業
者
１０
万
円
）
を
給

付
す
る
。 

（
２
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
） 

◎
中
小
企
業
相
談
窓
口
充
実
事
業

（
５
０
０
０
万
円
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
伴
う
市
内
事
業
者

の
経
営
相
談
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
商
工
会
に
中
小
企
業
診
断
士

の
資
格
等
を
持
つ
対
策
支
援
員
を

配
置
す
る
。 

中
小
企
業
診
断
士
２

名
、
行
政
書
士
１
名
の
計
３
名
が
配

置
さ
れ
る
。 

 

◎
中
小
企
業
緊
急
応
援
補
助
事
業

（
２
０
０
０
万
円
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
と
し
て
行
う
設
備
投
資
や
事
業

継
続
・
売
上
向
上
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
対
し
、
「
京
都
府
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
企
業
等
緊
急
応
援

補
助
金
」
を
利
用
し
た
市
内
事
業
者

に
上
乗
せ
補
助
補
を
行
う
。 

・
府
補
助
額:

中
小
企
業(

上
限

３０
万
円
、
補
助
率
２
分
の
１)

、
小

規
模
企
業(

上
限
２０
万
円
、
補
助
率

３
分
の
２)

 

・
市
補
助
額:

上
限
１０
万
円
、
補

助
率
３
分
の
１
。 

 

◎
水
道
料
金
の
免
除
（
６
５
０
０
万

円
） 市

民
生
活
や
事
業
者
の
経
済
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
水
道
料
金
の

基
本
料
金
を
２
カ
月
分
免
除
す
る
。

免
除
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
０
年
年
６
月
〜
７
月
に
請
求

す
る
水
道
料
金
の
う
ち
、
基
本
料
金

（
２
カ
月
分
）
で
す
。 

ま
た
、
水
道
料
金
は
、
口
径
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
「
基
本
料
金
」
と
、

使
用
水
量
に
応
じ
た
「
従
量
料
金
」

の
合
計
額
で
す
。 

 

こ
の
う
ち
、
「
基
本
料
金
」
２
カ

月
分
を
免
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
水

道
料
金
の
全
額
が
無
料
と
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の

免
除
に
か
か
る
手
続
き
は
不
要
で

す
。 

 

（
３
）
そ
の
他 

①
京
田
辺
市
市
営
住
宅
の
長
期

滞
納
者
対
応
に
つ
い
て
、
②
「
第
２

次
京
田
辺
市
環
境
基
本
計
画
改
定

版
（
素
案
）
中
間
見
直
し
」
に
係
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結

果
の
報
告
に
つ
い
て
、
③
可
燃
ご
み

の
広
域
処
理
施
設
整
備
事
業
に
係

る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
手
続
の

開
始
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 
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５
月
１１

日
の
総
務
常
任
委
員
協
議

会
報
告
の
続
き
で
す
。 

 

▼
疑
問
の
多
い
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

 

５
／
２０
か
ら
一
ヶ
月
間
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
市
民
か
ら
の
意
見
を
募

集
す
る
「
京
田
辺
市
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
」
案
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

こ
れ
は
１３
年
に
成
立
し
た
国
土
強

靭
化
法
に
も
と
づ
い
て
、
平
素
か
ら
災

害
対
策
、
防
災
対
策
を
す
す
め
る
た
め

に
策
定
し
た
「
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
」

の
地
方
版
に
あ
た
り
ま
す
が
、
地
方
自

治
体
に
は
策
定
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
国
は
２１
年
度
か
ら
、
国

土
強
靭
化
の
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
る

た
め
と
称
し
て
、
各
地
方
自
治
体
が
「
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
そ
の

計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
で
あ
る
か
な

い
か
を
、
国
の
補
助
金
・
交
付
金
事
業

の
対
象
要
件
に
加
え
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
全
国
の
地
方
自

治
体
が
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
い

っ
せ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
」
の
策
定
を
始
め
て
い
ま
す
。

 

国
の
補
助
金
獲
得
の
条
件
の
よ
う
な

形
で
す
す
め
ら
れ
た
た
め
、「
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」
に
は
、
こ
れ
が
防
災
対

策
な
の
か
と
思
う
よ
う
な
事
業
ま
で
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
基
本
的
方
針
の
中
に
「
効

率
的
な
施
策
の
推
進
」
と
し
て
「
限
ら

れ
た
資
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た

め
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
民
間
資

金
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
議
会
で
こ
の
点

に
つ
い
て
、「
民
間
企
業
の
資
金
で
公
共

施
設
を
建
設
し
、
施
設
の
運
営
な
ど
す

べ
て
そ
の
民
間
企
業
に
丸
投
げ
す
る
の

が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
だ
。
こ
の
方
式
は
、

実
際
に
は
財
政
効
率
と
い
う
点
か
ら
も

効
果
が
薄
い
と
し
て
見
送
ら
れ
て
い
る

例
も
あ
る
。
だ
い
た
い
、
こ
の
方
式
が

防
災
に
役
立
つ
と
い
う
根
拠
は
あ
る
の

か
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
国
の
国
土

強
靭
化
基
本
計
画
で
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
活
用
は
入
っ
て
い
る
の
で
入
れ

た
。
実
際
の
事
業
へ
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
そ
の
事
業
の
特
性
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。」
と
い
う
答
え

で
し
た
。 

 

ま
た
「
国
土
強
靭
化
の
推
進
方
針
」

と
し
て
、
災
害
発
生
時
の
被
害
や
そ
の

対
策
を
２７
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
ご
と
の
対
策
方
針
や
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
事
業
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
建
物
被
害
や

水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
に
備
え
た
各
種

の
耐
震
化
事
業
や
消
防
体
制
の
拡
充
、

河
川
改
修
や
内
水
排
除
対
策
、
ま
た
道

路
整
備
事
業
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

し
か
し
そ
れ
以
外
に
も
、
日
常
的
な

健
康
維
持
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、「
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業
」
や
「
老
人

医
療
費
助
成
事
業
」
が
入
っ
て
い
た
り
、

災
害
時
の
市
行
政
機
能
の
低
下
を
防
ぐ

と
し
て
「
新
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
財
政
収
支
の
均
衡
」
と
か
「
市
税
の

適
正
課
税
と
収
納
率
の
向
上
」
ま
で
入

っ
て
き
ま
す
。 

 

京
田
辺
市
の
「
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
」
は
８０
頁
近
く
あ
り
、
そ
の
中
に
は

災
害
対
策
、
防
災
対
策
と
し
て
重
要
で

あ
り
必
要
な
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
上
に
述
べ
た
よ

う
に
、
国
の
補
助
金
を
得
る
た
め
な
の

か
、
お
よ
そ
災
害
対
策
と
は
思
え
な
い

事
業
ま
で
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

協
議
会
で
こ
れ
ら
に
対
し
て
「
国
の

補
助
金
確
保
と
い
う
面
が
あ
る
に
し
て

も
、
こ
う
い
う
計
画
の
策
定
の
仕
方
は

返
っ
て
計
画
の
信
頼
性
を
損
ね
る
の
で

は
な
い
か
。」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
国
も

補
助
金
を
「
エ
サ
」
に
し
て
地
方
自
治

体
を
誘
導
す
る
よ
う
な
や
り
方
は
改
め

る
べ
き
で
す
。 

▼
市
民
の
た
め
の
行
政
改
革
を 

 

昨
年
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
「
新
行
政

改
革
プ
ラ
ン
」
の
取
組
結
果
と
、
２０
〜
２３

年
度
の
４
年
間
に
取
り
組
む
と
さ
れ
る

「
京
田
辺
市
行
政
改
革
実
行
計
画
」
に
つ

い
て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
「
行
革
実
行
計

画
」
で
は
、
２０
〜
２３
年
度
の
市
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
４
億
７
９
０
０

万
円
の
累
積
赤
字
に
な
る
と
し
て
、
行
政

改
革
の
必
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
は
今
後
の
普
通
建
設
事
業
費
を
年

平
均
３５
億
円
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点

に
関
連
し
て
「
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
な

ら
、
２６
億
円
も
の
費
用
負
担
が
想
定
さ

れ
る
新
ご
み
焼
却
場
建
設
の
粗
造
成
費

用
負
担
に
つ
い
て
行
政
改
革
の
見
地
か

ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
具
体
的
に

は
京
田
辺
市
が
す
べ
て
負
担
す
る
の
で

は
な
く
枚
方
市
に
も
応
分
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
が
行
政
改
革
の
課
題
で
は
な

い
か
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

「
行
革
実
行
計
画
」
で
は
引
き
続
き
、

「
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
」
「
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
」「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
」

を
計
画
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
点
で
「
透
明
性
の
高
い
行
政
と
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
な
ら
、
ま
ず
教
育
委
員
会
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
の
行
政
委
員
会
や
審
議

会
の
議
事
録
や
、
そ
こ
へ
提
出
さ
れ
た

資
料
等
の
公
開
を
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
。
い
ろ
い
ろ
な
審
議
会
が
あ
る

が
、
議
事
録
や
提
出
資
料
の
公
開
と
い

う
点
で
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
積

極
的
に
議
事
録
や
資
料
を
公
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
公

開
を
し
て
い
な
い
部
局
も
あ
る
。
教
育

委
員
会
で
は
、
政
策
決
定
過
程
を
住
民

に
知
ら
せ
る
と
い
う
点
で
も
そ
の
議

事
録
の
公
開
は
重
要
だ
と
思
う
が
、
非

常
に
遅
れ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま

ず
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
が
行
政
改

革
で
は
な
い
か
。」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

 

市
当
局
か
ら
「
情
報
公
開
条
例
で
の

対
応
が
あ
る
。
ま
た
各
部
局
で
の
取
り

組
み
に
ま
か
せ
て
い
る
。
」
と
説
明
が

あ
り
、
そ
れ
に
は
「
情
報
公
開
請
求
を

し
な
い
と
議
事
録
す
ら
住
民
に
知
ら

せ
な
い
と
い
う
の
が
問
題
で
は
な
い

の
か
。
そ
れ
で
は
透
明
性
が
高
い
と
は

と
て
も
言
え
な
い
。
ま
た
各
部
局
に
任

せ
る
と
い
う
の
な
ら
、
い
っ
た
い
何
の

た
め
に
市
を
挙
げ
て
こ
う
い
う
行
革

実
行
計
画
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の

か
。」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

  

ま
た
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
の

中
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用

等
を
含
め
た
窓
口
の
利
便
性
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
点
で
は
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
京
田
辺
市
に
お
け
る
保
有
率
は
や

っ
と
１２
％
を
超
え
た
く
ら
い
で
、
大

半
の
市
民
は
保
有
し
て
い
な
い
。
そ
う

い
う
状
況
下
で
、
市
は
２０
年
度
か
ら

カ
ー
ド
所
持
が
条
件
と
な
る
コ
ン
ビ

ニ
交
付
導
入
を
口
実
に
、
時
間
外
窓
口

交
付
や
市
内
数
ヶ
所
あ
っ
た
取
次
所

廃
止
な
ど
進
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
カ

ー
ド
を
所
持
し
て
い
な
い
住
民
に
は

単
な
る
サ
ー
ビ
ス
後
退
で
し
か
な
い
。

改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
」
と
指
摘

し
ま
し
た
が
、
市
当
局
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
を
図
る
」
と

答
え
ま
し
た
。 

 

「
実
行
計
画
」
で
は
具
体
的
な
６３
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
練
習
な
ど

で
中
央
公
民
館
や
北
部
住
民
セ
ン
タ

ー
、
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
各
種
の
団
体
に
対
す
る
利
用
料

の
減
免
規
定
に
つ
い
て
、
団
体
数
が
多

く
な
っ
て
い
る
か
ら
見
直
し
を
図
る
、

と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

「
こ
れ
ら
の
施
設
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
こ
と
が
、
市
民
の
自
主
活
動
の
発

展
に
と
っ
て
も
重
要
だ
。
単
に
財
政
的

な
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
自
主

活
動
が
市
全
体
に
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
べ

き
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
財
政
健
全
化
と
し
て
、
人
間
ド

ッ
ク
助
成
制
度
の
見
直
し
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
の
「
京
田
辺
市

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
の
中
で
は

「
平
素
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
重
要
」

と
し
て
人
間
ド
ッ
ク
事
業
の
推
進
を

打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
、
市

の
計
画
と
し
て
整
合
性
が
と
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
も
し
て

お
き
ま
し
た
。 

 

他
に
も
介
護
保
険
を
利
用
し
て
車

椅
子
や
歩
行
具
な
ど
の
貸
与
を
受
け

て
い
る
方
で
身
体
障
害
者
手
帳
保
持

し
て
い
る
方
に
、
利
用
料
を
補
助
す
る

「
身
体
障
害
者
厚
生
援
助
費
支
給
事

業
」
の
見
直
し
も
打
ち
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
な
ぜ
見
直
し
が

必
要
な
の
か
、
そ
の
根
拠
は
？
」
と
聞

き
ま
し
た
が
、
市
当
局
か
ら
は
「
担
当

所
管
か
ら
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
な
ど
は
聞
い
て
い
な
い
。
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
事
業
の
必
要
性
や
実
態
な

ど
を
よ
く
把
握
し
な
い
ま
ま
で
利
用

者
へ
の
補
助
を
廃
止
し
よ
う
と
い
う

の
は
問
題
で
す
。 

 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
踏

ま
え
た
行
政
改
革
を 

 

「
京
田
辺
市
行
政
改
革
実
行
計
画
」

に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
計
画
の
策
定
が
す

す
め
ら
れ
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
拡
大
す
る
前
か
ら
で
あ

り
、
今
の
状
況
に
見
合
っ
て
い
な
い
部
分

も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
典
型
例
が
「
補
助
金
の
見
直
し
」

の
一
つ
と
し
て
「
中
小
企
業
支
援
事
業
の

見
直
し
」
を
掲
げ
て
、
中
小
企
業
向
け
の

補
助
金
等
の
減
額
や
、
融
資
支
援
策
で
あ

る
「
利
子
補
給
の
見
直
し
」
を
打
ち
出
し

た
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
「
い
く
ら
以
前
か
ら
策

定
を
す
す
め
て
い
た
計
画
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
今
の
時
期
に
打

ち
出
す
べ
き
な
の
か
。
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
も
多
く
の
中
小
企
業
か
ら
大
変
だ
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
当
に
困

っ
て
い
る
事
業
者
が
市
の
こ
の
行
革
実

行
計
画
を
見
た
ら
怒
る
の
で
は
な
い

か
。」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
が
、
市
独
自
の
中
小
企
業
支
援

策
を
縮
小
、
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
背

景
に
は
、
今
年
２
月
の
施
政
方
針
で
市
長

が
打
ち
出
し
た
経
済
認
識
の
問
題
、
「
景

気
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
」
と
い

う
認
識
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
支
援
策

の
縮
小
を
打
ち
出
し
、
ま
た
今
の
状
況
下

で
も
そ
の
ま
ま
で
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
、
市
当
局
が
策
定
し
た
行
革
実
行

計
画
で
は
全
部
で
６３
の
項
目
が
あ
り
ま

す
が
、
少
な
く
と
も
中
小
企
業
支
援
事
業

の
見
直
し
は
直
ち
に
撤
回
す
べ
き
で
す
。

 

ま
た
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

問
題
で
は
、
あ
ら
た
め
て
医
療
や
社
会
保

障
の
予
算
を
き
り
縮
め
、
自
己
責
任
ば
か

り
を
強
調
し
て
き
た
政
治
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
期
に
、

行
政
の
あ
り
方
を
見
直
す
行
政
改
革
計

画
を
策
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
計
画
作
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 
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◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

疑
い
の
あ
る
人
が
、
速
や
か
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
よ
う
各

地
域
に
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
予
算
や
人

員
体
制
、
医
療
機
器
を
国
の
責

任
で
確
保
す
る
よ
う
求
め
よ
。 

             

健
康
福
祉
部
長 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で

検
体
を
採
取
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を
調
べ
る

「
京
都
府
・
医
師
会
京
都
検
査

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
府

内
５
カ
所
に
順
次
設
け
ら
れ
る

予
定
で
、
現
在
、
京
都
市
内
２

カ
所
で
運
用
が
始
ま
っ
て
お

り
、
４
月
２９
日
か
ら
５
月
中
旬

現
在
で
１
２
８
人
の
検
査
が
実

施
さ
れ
た
。
山
城
地
域
で
は
山

城
北
保
健
所
館
内
に
お
い
て
、

運
用
の
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。 

 
 

第
２
波
に
備
え
て
、
一
般
の
診

療
と
は
別
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
特

化
し
た
検
査
セ
ン
タ
ー
の
早
期

開
設
や
人
員
体
制
、
衛
生
資
材
な

ど
の
整
備
も
含
め
て
府
に
要
望

し
て
い
る
。 

 

②
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
営
業
と

暮
ら
し
を
守
る
支
援
策
に
つ
い

て
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

ア
、
家
賃
な
ど
の
固
定
費
補
助
に
も

使
え
る
国
の
「
持
続
化
給
付
金

（
法
人
２
０
０
万
円
、
個
人
１
０

０
万
円
）
」
に
つ
い
て
、
給
付
対

象
を
「
前
年
同
月
比
で
事
業
収
入

が
５０
％
以
上
減
少
し
た
月
が
あ

る
こ
と
」
を
条
件
に
し
て
い
る

が
、
損
失
を
受
け
た
事
業
者
が
幅

広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問

う
。 

 

経
済
環
境
部
長 

国
の
「
持
続
化
給

付
金
」
に
つ
い
て
は
、
原
則
、「
売

上
が
前
年
同
月
比
で
５０
％
以
上

減
少
し
た
月
が
あ
る
こ
と
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
前
年
同
月
で
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
「
創

業
特
例
」
や
「
季
節
性
収
入
特
例
」

「
事
業
継
承
特
例
」
な
ど
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、

新
た
に
「
特
別
家
賃
支
援
給
付

金
」
も
創
設
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け

た
事
業
者
に
幅
広
く
ご
利
用
い

た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

イ
、
本
市
の
「
中
小
企
業
事
業
継
続

支
援
金
（
１０
万
円
）
」
に
つ
い
て
、

支
援
金
制
度
の
継
続
と
条
件
緩

和
を
求
め
る
。 

          

経
済
環
境
部
長 

本
市
の
「
中
小
企

業
事
業
継
続
支
援
金
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
売
上
が
半
減
し
た
事
業
者
の

経
営
を
下
支
え
す
る
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
、
補
正
予
算
第
１
号

及
び
、
第
２
号
で
総
額
６
０
０
０

万
円
を
予
算
措
置
し
た
も
の
で

あ
り
、
早
急
に
支
援
が
必
要
と
考

 
 
 
 
 
 
 
 
 

え
、
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
。 

 
 

本
市
と
し
て
は
、
緊
急
事
態

宣
言
解
除
後
の
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
の
対
応
と
し
て
、
支
援
金
制

度
の
継
続
で
は
な
く
、
市
内
事

業
者
の
売
上
向
上
に
つ
な
が
る

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
」
な
ど
の
経
費
を
補
正
予
算

に
計
上
し
て
い
る
。 

 
 

今
後
に
お
い
て
も
、
社
会
経

済
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、
真

に
支
援
が
必
要
な
事
業
者
へ
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

 

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
経
済
危
機
へ
の
対

応
と
し
て
、
消
費
税
減
税
を
国

へ
求
め
よ
。 

 

市
長 

消
費
税
率
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
全
て
の
世
代
が
安
心
で

き
る
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に

向
け
て
、
国
民
生
活
に
大
き
く

関
わ
る
子
育
て
や
医
療
、
介
護
、

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
に
充
て

る
た
め
の
必
要
な
財
源
と
し

て
、
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
介
護
保
険
料
の
軽
減
な

ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
の
財
源
に
充
て
ら
れ
て
い

る
。 

 
 

本
市
と
し
て
は
、
市
内
の
経

済
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
国

や
府
に
お
け
る
経
済
対
策
に
合

わ
せ
て
効
果
的
な
取
組
を
進
め

て
い
く
。 

 

④
少
人
数
学
級
の
実
施
に
つ
い

て
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

ア
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
３

密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）
の
回

避
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
学
校

は
３
密
を
回
避
し
に
く
い
場
所
で

あ
る
。
感
染
拡
大
防
止
を
は
じ
め
、

教
員
が
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
と

丁
寧
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
少

人
数
学
級
の
実
施
を
求
め
る
。 

                       

教
育
部
長 

本
市
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

よ
り
詳
し
く
把
握
し
、
個
々
の
実

態
に
即
し
た
指
導
を
推
進
す
る
た

め
に
、
京
都
式
少
人
数
教
育
制
度

を
活
用
し
た
少
人
数
指
導
を
行
っ

て
い
る
。 

 
 

今
後
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

児
童
生
徒
の
間
隔
を
１
メ
ー
ル
を

目
安
に
学
級
内
で
最
大
限
の
間
隔

を
と
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い

く
。 

イ
、
教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
長

時
間
労
働
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
小
・

中
学
校
の
教
員
数
を
増
や
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
認
識
を

問
う
。 

                 

教
育
部
長 

教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
本
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
や
出

退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

き
た
。 

そ
の
結
果
、
校
務
の
軽
減
や
教

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
な
が
り
、

時
間
外
勤
務
も
減
少
傾
向
に
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
、
小
学

校
に
お
け
る
専
科
教
員
の
配
置

や
、
教
職
員
の
事
務
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、

京
都
府
に
対
し
て
適
切
な
教
職
員

の
配
置
や
専
門
・
支
援
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
。 
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（
１
）
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
自
然

災
害
時
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て 

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
大
雨
・
猛

暑
・
台
風
な
ど
に
よ
る
気
象
災
害
が

全
国
的
に
多
発
す
る
季
節
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
５
月
に
入
り
全
国
各
地

で
地
震
も
相
次
い
で
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
自
然
災
害
に

よ
る
複
合
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

中
で
、
特
に
避
難
所
で
の
防
災
計
画

の
見
直
し
と
充
実
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。 

政
府
は
、
４
月
、
５
月
に
出
し
た

４
度
に
わ
た
る
通
知
や
資
料
で
、
①

ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
も
活
用
す
る
等

で
き
る
だ
け
多
く
の
避
難
所
を
開
設

す
る
こ
と
。
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
時
の
避
難
所
全
体
の

レ
イ
ア
ウ
ト
や
動
線
を
示
し
、
せ
き

や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
の

個
室
ス
ペ
ー
ス
と
専
用
ト
イ
レ
を
確

保
す
る
こ
と
。
③
災
害
発
生
前
に
、

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
の
マ

ス
ク
、
消
毒
液
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
物
資
や
資
材

に
つ
い
て
交
付
金
の
活
用
も
検
討
の

上
、
備
蓄
を
進
め
る
こ
と
。
④
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
自
宅
療
養

し
て
い
る
軽
症
者
の
避
難
場
所
の
確

保
や
避
難
所
で
感
染
者
が
出
た
時
の

対
応
も
事
前
に
検
討
し
て
お
く
、
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。 

 問 

こ
れ
ら
の
通
知
を
受
け
て
避
難

所
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た

め
の
市
と
し
て
の
具
体
的
対
策

は
。 

              

危
機
管
理
監 

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
の
確
保
、
手
洗
い
や
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
消
毒
の
徹
底
な
ど
に

よ
り
す
べ
て
の
避
難
者
に
対
す
る

感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
る
。
受

付
時
に
検
温
、
発
熱
な
ど
の
諸
症

状
が
あ
る
方
は
中
央
公
民
館
に
避

難
し
て
い
た
だ
く
。 

 

問 

防
災
用
備
品
の
具
体
的
備
蓄
に

つ
い
て
現
状
と
計
画
は
。
避
難
所

用
テ
ン
ト
の
備
蓄
拡
充
を
。 

危
機
管
理
監 

体
温
計
、
消
毒
液
、

マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
数
量
の
確
保

が
で
き
て
い
る
。
避
難
所
用
の
簡

易
テ
ン
ト
や
間
仕
切
り
に
つ
い
て

も
拡
充
を
し
て
い
く
。
今
後
も
必

要
な
備
蓄
内
容
に
つ
い
て
検
討
す

る
。 

 

問 

こ
の
夏
は
平
年
よ
り
気
温
が
高

く
な
る
と
い
う
予
報
が
出
さ
れ
て

お
り
、
熱
中
症
対
策
は
。 

危
機
管
理
監 

避
難
所
の
換
気
と
あ

わ
せ
て
、
大
型
扇
風
機
や
経
口
補
水

液
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

 

問 

高
齢
者
や
障
害
者
の
避
難
場
所

と
し
て
の
福
祉
避
難
所
や
備
蓄
の

拡
充
な
ど
支
援
の
具
体
化
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

福
祉
避
難
所
の
具

体
的
な
運
営
に
つ
い
て
の
３
月
の

研
修
が
、
中
止
に
な
っ
た
ま
ま
の
状

況
。
早
急
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

 

（
２
）
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て 

２
０
１
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た

め
に
行
政
機
関
等
に
は
、
障
害
を
理
由

と
す
る
不
当
な
差
別
の
禁
止
と
と
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
法
の
理
念
に
基
づ
き
、

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

に
関
し
て
職
員
が
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
事
項
を
定
め
た
京
田
辺

市
職
員
対
応
要
領
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 問 

要
領
で
謳
わ
れ
て
い
る
理
念

が
生
か
さ
れ
た
職
員
対
応
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。 

健
康
福
祉
部
長 

全
職
員
を
対
象

に
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

毎
年
、
新
任
管
理
職
や
新
採
用

職
員
を
対
象
に
研
修
。
不
適
切

な
対
応
が
あ
っ
た
場
合
は
、
状

況
の
確
認
、
当
該
職
員
へ
の
指

導
を
行
い
、「
職
員
対
応
要
綱
」

の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。 

 

問 

市
と
し
て
、対
応
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

条
例
を
制
定
す

る
ま
で
も
な
く
、
市
全
体
と
し

て
、
取
り
組
み
を
行
え
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
苦
情
や
要
望

つ
い
て
は
、
健
康
福
祉
部
障
が

い
福
祉
課
が
窓
口
に
な
る
。 

 

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
の
情
報
提
供
や
給
付

金
申
請
な
ど
へ
の
配
慮
が
な
さ

れ
た
の
か
。 

危
機
管
理
監 

情
報
の
提
供
と
し

て
、
読
み
上
げ
機
能
を
利
用
さ

れ
る
方
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

特
設
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
掲
載

し
、
声
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。 

総
務
部
長 

給
付
金
申
請
・
受
給

に
お
け
る
配
慮
と
し
て
、
施
設

入
所
の
場
合
で
は
代
理
申
請
が
可

能
と
し
、
単
身
居
住
の
障
が
い
者

に
対
し
て
は
職
員
が
個
別
に
訪
問

し
て
支
援
。
ま
た
、
事
業
所
に
対

し
て
も
、
施
設
入
所
や
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
さ
ん
へ
の
周
知
や
配
慮
で

の
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。 

 

問 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
つ
い
て
、
市
の
認
識
と
取
り
組

み
の
現
状
を
問
う
。 

健
康
福
祉
部
長 

障
が
い
の
あ
る
人

が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
こ
と

で
充
実
感
や
生
き
が
い
を
感
じ

る
と
共
に
、
社
会
参
加
の
促
進
や

交
流
を
図
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。 

市
民
部
長 

今
後
、
ど
こ
で
ど
れ
だ

け
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
の
か
把
握
に
努
め

た
い
。 

 

（
３
）
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
に
つ

い
て 

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」(

略
称 

食
品
ロ
ス
削
減

推
進
法)

が
、
２
０
１
９
年
５
月
３１

日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
１０
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

            

問 

本
市
の
認
識
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
。 

経
済
環
境
部
長 

２
０
１
８
年
度

の
調
査
結
果
か
ら
、
家
庭
か
ら
出

さ
れ
た
燃
や
す
ご
み
の
約
４１
％

が
食
品
の
残
菜
で
、
そ
の
２０
％

が
包
装
し
た
ま
ま
の
食
料
品
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

問 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
携
を
。 

経
済
環
境
部
長 

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
を
中
心
に
実
施
さ
れ

て
い
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に

つ
い
て
、
周
知
し
、
協
力
し
て
い

く
。 

 

問 

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
と

の
協
働
の
取
り
組
み
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

教
育
分
野
で
の

食
品
ロ
ス
問
題
の
取
り
組
み
は

こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
。 
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▼
京
田
辺
市
に
保
健
所
の
再
設
置
を 

 

２
０
２
０
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
行
政
改
革
実
行
計
画
」
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
い
う

新
し
い
状
況
が
、
策
定
時
期
の
関
係
で

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
感
じ

ら
れ
る
問
題
を
と
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

全
国
的
に
は
１
９
９
２
年
に
は
８

２
５
ヶ
所
あ
っ
た
保
健
所
が
２
０
１

９
年
に
は
４
７
２
ヶ
所
に
減
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
京
田
辺
市
で
も
、
２
０
０
４
年
４

月
ま
で
、
京
都
府
の
田
辺
保
健
所
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
京
都
府
は
２
０

０
４
年
５
月
か
ら
府
の
出
先
機
関
の

再
編
統
廃
合
で
、
そ
れ
ま
で
京
都
市
を

除
く
府
内
１２
ヶ
所
あ
っ
た
保
健
所
を

７
ヶ
所
に
減
ら
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
京
田
辺
市
な
ど
２
市
２

町
を
管
轄
と
す
る
田
辺
保
健
所
は
、
宇

治
市
に
あ
っ
た
宇
治
保
健
所
と
統
合

さ
れ
、
４
市
３
町
を
管
轄
と
す
る
山
城

北
保
健
所
に
な
り
、
管
轄
内
の
人
口
は

４
３
万
１
千
人
に
な
り
ま
し
た
。
京
都

市
を
除
く
府
内
に
あ
る
他
の
６
つ
の

保
健
所
は
、
１２
〜
１３
万
人
程
度
で
、

異
常
に
多
い
と
言
え
ま
す
。 

 

ま
た
保
健
所
再
編
の
時
期
は
、
世
界

的
に
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｚ
（
重
症
急
性
呼
吸
器

症
候
群
）
が
流
行
し
て
お
り
、
当
時
の

京
都
府
は
、
保
健
所
の
再
編
統
廃
合
に

よ
っ
て
「
保
健
所
の
高
度
検
査
機
能
等

の
集
約
化
」
を
進
め
る
と
打
ち
出
し
、

福
知
山
市
の
中
丹
西
保
健
所
で
「
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
」
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
京
都
府
の
こ
の
方
針
は

そ
の
後
、
放
置
さ
れ
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
も
、
今
年
５
月

ま
で
中
丹
西
保
健
所
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
さ
れ
ず
、
５
月
の
京
都
府
の
補
正

予
算
で
よ
う
や
く
府
内
５
ヶ
所
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
体
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
一
つ
の
拠
点
と
し
て
中
丹
西

保
健
所
が
入
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
実
態
を
示
し
、
市
当
局
に

京
田
辺
市
と
し
て
京
都
府
に
対
し
て
、

京
田
辺
市
に
保
健
所
を
改
め
て
設
置
す

る
よ
う
要
望
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し

た
。
し
か
し
市
当
局
は
「
保
健
所
機
能

は
山
城
北
保
健
所
と
市
町
村
が
連
携
し

て
果
た
し
て
い
る
。
保
健
所
本
体
で
は

な
く
、
市
町
と
連
携
し
て
指
揮
機
能
を

果
た
し
て
い
る
。
マ
ン
パ
ワ
ー
に
つ
い

て
も
市
町
か
ら
も
応
援
に
行
く
体
制
を

と
っ
て
い
る
。」
と
答
弁
し
、
市
長
も
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
府
と
連

携
し
て
き
た
。
保
健
所
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
人
口
比
だ
け
で
な
く
、
北
部
で

は
面
積
的
な
も
の
も
あ
る
。」
と
し
て
後

向
き
の
姿
勢
で
し
た
。 

 

▼
補
助
金
削
減
な
ど
の
行
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
廃
止
を 

 

「
行
政
改
革
実
行
計
画
」
で
は
具
体

的
に
６３
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
掲
げ
ら
れ
、

そ
の
中
に
は
、
受
益
者
負
担
の
見
直
し

と
し
て
使
用
料
等
の
引
上
げ
を
打
ち
出

す
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
特
に
問
題
を
感

じ
た
の
は
「
財
政
健
全
化
の
推
進
」
と

し
て
、
「
中
小
企
業
支
援
事
業
の
見
直

し
」
な
ど
補
助
金
等
の
削
減
、
縮
小
を

打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
向
け
補
助

金
の
減
額
や
利
子
補
給
の
縮
小
、
車
イ

ス
や
歩
行
器
な
ど
を
利
用
さ
れ
る
身
体

障
害
者
向
け
の
補
助
金
の
縮
小
廃
止
、

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
へ
の
助
成
見

直
し
、
な
ど
で
す
。 

 

中
小
企
業
向
け
の
補
助
金
削
減
の
背

景
に
は
、「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ

つ
あ
る
」
と
い
う
市
の
経
済
認
識
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
済
認
識
自
体
、

昨
年
秋
の
消
費
税
１０
％
増
税
の
影
響
を

見
な
い
誤
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

広
が
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
そ
の
前
提

条
件
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
を
指
摘
し
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
積
極
的
な
財
源
確
保
や

既
存
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と

で
、
第
４
次
総
計
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

の
諸
施
策
を
推
進
し
、
複
雑
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
に
行
革
は
必
要
。
感
染
症
や
自
然
災

害
の
リ
ス
ク
に
も
対
応
で
き
る
市
役
所

の
体
制
を
構
築
す
る
。
受
益
者
負
担
の

見
直
し
な
ど
、
直
接
市
民
に
影
響
の
出

る
も
の
は
、
今
後
の
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
、
実
施
時
期
に
も
配
慮
し
な
が
ら
進

め
た
い
。」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
市
も
市
内
事
業
者
の
支
援
策
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
、
改
め
て
市
内
の
業
者
の
実
態
を

踏
ま
え
て
対
応
す
べ
き
だ
と
求
め
ま

し
た
。
市
当
局
も
こ
れ
ら
の
指
摘
に

対
し
て
「
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
を

見
て
総
合
的
に
判
断
し
、
実
施
時
期

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
」
と
言
わ

ざ
る
え
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
中

止
す
る
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

▼
教
育
委
員
会
の
議
事
録
を
公
表
へ 

 

行
政
改
革
実
行
計
画
の
基
本
方
針

で
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
透
明
性
の

高
い
行
政
を
め
ざ
す
」
と
掲
げ
た
こ

と
に
関
連
し
、
そ
の
た
め
に
教
育
委

員
会
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
委
員
会

や
各
種
の
審
議
会
等
の
議
事
録
や
提

出
資
料
の
公
表
等
の
情
報
公
開
の
徹

底
を
す
る
よ
う
に
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

教
育
委
員
会
か
ら
は
、「
今
年
度
か

ら
教
育
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
で
議
事
録
を

公
開
し
て
い
く
」
と
、
す
っ
き
り
と

し
た
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
重
要

な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
各
種
の
審
議
会
等
に
つ

い
て
は
、「
審
議
会
等
の
会
の
公
開
に

関
す
る
指
針
に
基
づ
い
て
対
応
し
て

お
り
、
市
政
の
透
明
性
の
向
上
と
公

平
性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
再
質
問
で
は
、

「
各
部
署
で
取
組
み
に
差
が
あ
る
の

は
、
議
事
録
公
開
な
ど
の
た
め
に
必

要
な
職
員
体
制
が
と
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
」
と
指
摘
し
ま
し
た

が
、
市
当
局
か
ら
は
「
人
が
足
り
な

い
か
ら
出
来
て
い
な
い
と
は
見
て
い

な
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

▼
中
学
校
給
食
基
本
計
画
策
定
に
つ

い
て 

 

「
中
学
校
給
食
基
本
計
画
」
策
定

作
業
の
進
捗
状
況
を
聞
き
、
あ
わ
せ

て
計
画
策
定
段
階
か
ら
、
中
学
校
に

お
け
る
食
育
の
充
実
や
地
産
地
消
の

積
極
的
な
観
点
を
盛
り
込
む
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

 

教
育
委
員
会
か
ら
「
現
在
、
実
施
方

式
、（
給
食
セ
ン
タ
ー
の
）
立
地
場
所
、

施
設
整
備
・
運
営
の
手
法
を
盛
り
込
ん

だ
基
本
計
画
の
策
定
を
、
２０
年
９
月
中

の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
。
中

学
校
給
食
に
つ
い
て
も
、
小
学
校
給
食

と
同
様
、
生
徒
、
教
職
員
、
栄
養
教
諭

や
農
業
従
事
者
な
ど
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
実
施
に
あ
わ
せ
て
検
討
を
す
す
め

て
い
く
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

 

再
質
問
で
は
、
立
地
場
所
の
選
定
作

業
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
他
、
計
画
案

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
に
つ
い
て
も
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
「
立
地
場
所
、
運
営
方
式
な
ど
関
連

が
あ
り
一
体
的
に
検
討
し
て
い
る
の

で
、
具
体
的
に
は
言
え
な
い
。
計
画
案

が
で
き
た
段
階
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
実
施
す
る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
具
体
的
に
言
う
の
は
難
し
い
。」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

な
お
食
育
や
地
産
地
消
に
つ
い
て
、

小
学
校
で
は
自
校
調
理
方
式
の
給
食
で

あ
る
の
で
、
各
学
校
に
調
理
師
さ
ん
も

い
て
そ
の
方
た
ち
と
の
連
携
も
と
れ
る

し
、
食
材
の
調
達
も
学
校
ご
と
の
量
で

済
み
ま
す
が
、
市
の
計
画
で
は
給
食
セ

ン
タ
ー
方
式
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
調

理
師
さ
ん
と
の
連
携
や
、
食
材
調
達
も

量
が
多
く
な
る
こ
と
な
ど
の
課
題
を
指

摘
し
て
、
そ
れ
ら
へ
対
応
す
る
こ
と
も

求
め
ま
し
た
。 

 

▼
大
住
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
２１

年
度
着
工
予
定
に 

 

大
住
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
と
り
上
げ
、
市
当
局
か
ら
、「
今
年
３

月
に
国
の
補
正
予
算
で
対
象
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
た
事
か
ら
、
今
後
、
設
計

業
務
、
工
事
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
具
体
的
な
予
定
を
聞
い
た

と
こ
ろ
「
２０
年
度
に
設
計
業
務
を
終
わ

ら
せ
、
来
年
度
に
は
工
事
に
か
か
り
た

い
」
と
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
担

当
者
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
京
田
辺
市
や
ＪＲ
西
日
本

な
ど
関
係
者
に
よ
る
打
合
せ
な
ど
が
滞

っ
て
い
る
こ
と
や
、
工
事
へ
の
影
響
も

予
想
さ
れ
る
、
と
い
う
心
配
が
あ
る
そ

う
で
す
。 

 

▼
吉
原
川
、
防
賀
川
改
修
工
事
の
状
況

 

松
井
地
域
を
流
れ
る
吉
原
川
と
防
賀

川
の
河
川
改
修
工
事
に
関
し
て
、
こ
れ

ら
の
河
川
改
修
工
事
完
了
時
期
の
見
通

し
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
出
水
期
に
入

り
、
大
雨
や
台
風
な
ど
も
考
え
ら
れ
る

中
で
、
そ
れ
ら
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も

聞
き
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
防
賀
川
改
修
工
事
で
は

出
水
期
の
対
策
も
と
ら
れ
て
い
る
。
府

の
工
事
が

２１
年
３
月
ま
で
に
完
成
す

る
の
で
、
そ
の
後
に
吉
原
川
の
工
事
を

し
て
い
く
。」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
吉
原
川
の
合
流
部
に
つ

い
て
、「
工
事
中
は
虚
空
蔵
谷
川
へ
流
れ

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
虚
空
蔵

谷
川
の
水
位
が
上
が
る
と
、
吉
原
川
の

水
が
虚
空
蔵
谷
川
に
流
れ
込
ま
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。」
と
対
策
を
聞
き
ま

し
た
。
市
当
局
か
ら
は
「
虚
空
蔵
谷
川

の
水
位
が
上
昇
し
た
場
合
に
備
え
て
、

吉
原
川
か
ら
防
賀
川
へ
の
流
れ
込
み
が

で
き
る
よ
う
に
臨
時
の
対
策
が
施
し
て

あ
る
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２６４号  ２０２０年７月１２日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

６
月
１８
日
に
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
が
開
か
れ
、
文
教
福
祉
常

任
員
会
で
所
管
さ
れ
る
令
和
２
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）、(

第
４
号)

の
審
議
と
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

（
１
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
） 

◎
小
・
中
学
校
感
染
症
対
策
事
業

（
３
０
０
万
円
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
学
校
活
動
の
再
開
及
び
定
期

健
康
診
断
の
実
施
に
あ
た
り
、
必

要
と
な
る
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・
手

袋
等
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。 

審
議
の
中
で
、「
児
童
が
帰
っ
て

か
ら
、
教
員
が
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す

り
、
棚
な
ど
の
消
毒
を
し
て
い
る
」

「
ト
イ
レ
掃
除
に
つ
い
て
は
、
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
児
童
・
生

徒
が
行
っ
て
い
る
が
、
感
染
防
止

の
た
め
児
童
に
は
、
ほ
う
き
で
掃

く
な
ど
の
清
掃
活
動
の
み
に
し
て

い
る
。
水
を
使
っ
て
の
便
器
の
清

掃
は
教
員
が
行
っ
て
い
る
」
と
教

育
部
か
ら
説
明
が
あ
り
、
教
員
の

負
担
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
増
富
議
員
か
ら
は
「
茅
ヶ

崎
市
な
ど
ト
イ
レ
清
掃
を
業
者
へ

委
託
に
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
毎
日
の
教
室
内
外
の
消
毒
や

ト
イ
レ
清
掃
な
ど
、
教
職
員
の
感

染
予
防
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
人
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
学

校
教
育
環
境
整
備
へ
の
根
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。 

 

（
２
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
） 

◎
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付

事
業
（
６
１
７
９
万
円
） 

こ
の
事
業
は
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
世
帯
に
５
万
円

に
加
え
て
、
第
２
子
以
降
１
人
に

つ
き
３
万
円
を
支
給
す
る
他
、
一

定
額
以
上
の
所
得
が
あ
り
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
ひ
と
り
親
世
帯
で
も
、
前
年

度
よ
り
収
入
が
減
っ
て
い
る
な
ど

の
条
件
を
満
た
せ
ば
支
給
対
象
と

な
り
ま
す
。
な
お
こ
の
財
源
は
、

す
べ
て
国
の
補
助
金
で
ま
か
な
わ

れ
ま
す
。 

審
議
の
中
で
、「
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
へ
の
支
給
は
早
急
に
で

き
そ
う
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
ひ
と

り
親
世
帯
等
は
申
請
と
審
査
が
必

要
で
、
支
給
に
は
そ
れ
よ
り
も
時

間
が
か
か
る
」
と
の
説
明
が
健
康

福
祉
部
よ
り
あ
り
ま
し
た
。 

 

◎
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
促
進

事
業
（
５
億
９
７
２
０
万
円
） 

 

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

は
、
国
が
各
小
中
学
校
で
校
内
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
児
童
生
徒

に
１
人
１
台
の
情
報
機
器
端
末
を

配
備
し
よ
う
と
す
す
め
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
の
国
の
構
想
に
も
と

づ
い
て
、
京
田
辺
市
で
は
２
０
１

９
年
度
予
算
で
約
３
億
５
千
万
円

（
国
の
交
付
金
と
し
て
１
／
２
に

あ
た
る
約
１
億
７
６
６
０
万
円
、

残
り
は
独
自
財
源
）
を
か
け
て
、

市
内

１２
の
小
中
学
校
で
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
４
次
の
補
正
予
算
で
は
、
こ

れ
に
加
え
て
全
児
童
生
徒
数
分
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
、
今
年
度
中

に
購
入
し
、
学
校
に
配
備
す
る
と

い
う
計
画
で
６
７
０
０
台
分
の
５

億
９
７
２
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。 

財
源
に
つ
い
て
は
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
か
ら
約
２
億
２
６

７
万
円
、
国
の
情
報
機
器
整
備
費

補
助
金
と
し
て
約
１
億
９
１
３
８

万
円
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
市
の

財
政
調
整
基
金
約
２
億
３
１
４
万

円
を
取
り
崩
し
て
充
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

審
議
の
中
で
、
議
員
か
ら
業
者

選
定
の
在
り
方
や
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
り
ま

 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

し
た
。
ま
た
、
家
庭
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
状
況
を
つ
か
む
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、「
集
計
途
中
で
あ
る
が
、
傾
向

と
し
て
思
っ
た
よ
り
ネ
ッ
ト
環
境

は
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
端
末
は
家
族
や

兄
弟
と
共
用
の
場
合
が
多
い
」
と

教
育
担
当
課
よ
り
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。 

増
富
議
員
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

推
進
す
る
と
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、「
密
」
を
解
消
で
き
る
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

生
活
で
き
る
よ
う
に
学
級
定
数
の

見
直
し
、
教
員
の
増
員
な
ど
へ
の

予
算
措
置
も
拡
充
す
べ
き
で
あ

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

（
３
）
所
管
事
務
調
査 

「
不
登
校
及
び
引
き
こ
も
り
問

題
に
つ
い
て
」
「
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
施
設
整
備
に
つ
い
て
」

の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
は
、
１
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
現
地
視
察
を
行

っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
連
し

て
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
担
当
部

へ
の
質
問
調
査
し
、
そ
の
後
、
今

後
の
進
め
方
も
含
め
委
員
間
討
議

を
行
い
ま
し
た
。
９
月
議
会
と
１２

月
議
会
で
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。 
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６
月
２２
日
に
建
設
経
済
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
同
常
任
委

員
会
で
所
管
さ
れ
る
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

の
審
議
と
所
管
事
務
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

（
１
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
） 

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

（
９
０
０
０
万
円
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
厳
し
い
経
営
環
境
の

中
、
市
内
消
費
の
拡
大
に
よ
る
地

域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実

施
す
る
も
の
で
す
。 

◇
内
容
：
１
万
３
千
円
分
の
商
品

券
を
１
万
円
で
販
売
（
最
大
１

人
２
冊
ま
で
） 

◇
発
行
部
数
：
２
万
冊 

◇
購
入
申
込
の
応
募
期
間
：
７
月

１
日
〜
１９
日
ま
で 

◇
販
売
期
間
：
８
月
３
日
〜
２１
日

ま
で 

◇
使
用
期
間
：
８
月
３
日
〜
１２
月

３１
ま
で 

 

審
議
で
は
、
委
員
か
ら
「
前
回
、

同
事
業
が
実
施
さ
れ
た
時
は
抽
選

と
な
っ
た
が
、
今
回
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
、「
前

回
、
平
成
２７
年
度
は
抽
選
だ
っ

た
。
抽
選
に
な
れ
ば
１
人
１
冊
と

な
る
。
３
密
を
避
け
る
た
め
に
、

ｗ
ｅ
ｂ
と
ハ
ガ
キ
で
事
前
申
し
込

み
を
行
い
、
市
内
の
複
数
個
所
で

販
売
を
行
う
。
も
し
抽
選
と
な
れ

ば
、
公
平
な
立
場
で
実
施
す
る
」

と
、
産
業
振
興
課
長
か
ら
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
委
員
か
ら
「
周
知
方
法

と
経
済
効
果
、
及
び
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
事
務
費
３
０
０
０
万
円

の
内
訳
は
」
と
の
質
疑
に
、「
７
月

に
市
民
へ
広
報
で
知
ら
せ
、
参
加

店
舗
も
募
集
す
る
。
経
済
効
果
は
、

前
回
３０
％
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

当
て
は
め
る
と
３
億
３
８
０
０
万

円
の
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
事

務
費
の
内
訳
は
、
Ｈ
Ｐ
作
成
料
、

店
舗
ビ
ラ
募
集
、
印
刷
代
、
銀
行

換
金
手
数
料
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
設
置
費
用
な
ど
で
あ
る
」
と
、

産
業
振
興
課
長
か
ら
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

◎
が
ん
ば
る
地
域
農
業
担
い
手
支

援
給
付
事
業
（
９
３
５
万
円
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
農
作
物
の
需
要
の

減
少
及
び
価
格
の
下
落
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
農
業
の
担

い
手
を
支
援
す
る
た
め
給
付
金
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。（
法
令
認
定

農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
：
１０

万
円
、
市
認
定
農
業
者
：
５
万
円
） 

申
請
要
件
は
、
令
和
２
年
４
月

１
日
時
点
の
法
令
認
定
農
業
者
、

認
定
新
規
就
農
者
、
市
認
定
農
業

者
で
す
。
ま
た
申
請
受
付
期
間
は
、

令
和
２
年
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

◎
ス
マ
ー
ト
農
業
実
装
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
（
１
８
９
万
２
千
円
） 

 

限
ら
れ
た
労
働
力
で
効
率
的
に

経
営
を
維
持
・
拡
大
す
る
た
め
ス
マ

ー
ト
農
業
を
導
入
す
る
農
業
者
・
団

体
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
（
令
和

元
年
度
京
都
府
新
規
事
業
） 

 
補
助
対
象
経
費
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
等
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

を
活
用
し
た
農
業
機
械
及
び
、
設
備

を
導
入
す
る
初
期
費
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

本
市
で
は
、
京
田
辺
市
農
業
振
興

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、

府
の
補
助
率
に
あ
わ
せ
て
上
乗
せ

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

◇
具
体
的
内
容
：
本
市
事
業
者
の
ト

マ
ト
栽
培
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
温
室
の
統
合
環

境
制
御
技
術
の
導
入
。
事
業
費
４

７
３
万
円
。 

◇
補
助
率
（
額
）
：
京
都
府
３
／
１０

（
１
４
１
万
９
千
円
）
、
京
田
辺

市
１
／
１０
（
４７
万
３
千
円
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

（
２
）
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

１
つ
目
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
「
農
業
振
興
に
つ
い
て
」
、

執
行
部
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
、
本

市
の
状
況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報
告
で
は
「
特
に
イ
チ
ゴ
農
家

の
売
上
が
３
〜
４
割
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
タ
ケ
ノ
コ
や
エ
ン

ド
ウ
が
１
割
減
少
。
お
茶
や
玉
露

は
１
〜
２
割
減
少
。
甜
茶
な
ど
抹

茶
に
な
る
も
の
は
２
〜
３
割
の

価
格
下
落
し
て
い
る
」
と
、
農
政

課
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

 

２
つ
目
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
「
交
通
安
全
対
策
（
車
・
自

転
車
・
歩
行
者
）
に
つ
い
て
」
は
、

昨
年
１１
月
に
現
地
調
査
を
行
っ

た
１３
箇
所
（
危
険
箇
所
）
の
改
善

状
況
や
、
本
市
の
「
交
通
安
全
計

画
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。 

執
行
部
か
ら
は
、
資
料
が
配
布

さ
れ
、
過
去
に
対
策
済
み
の
箇
所

や
、
完
了
済
み
の
箇
所
な
ど
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

２
年
度
京
田
辺
市
交
通
安
全
計

画
の
資
料
が
配
布
さ
れ
、
説
明
の

後
、
市
内
事
故
件
数
に
つ
い
て

「
２
０
１
０
年
に
は
３
０
５
件

だ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
は
８３
件

で
、
▲
７２
％
減
少
し
て
い
る
」
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
こ
の
２
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
委
員
間
討
議
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
「
農
業
振
興
に

つ
い
て
」
は
年
末
を
目
途
に
、「
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
」
は
、
９

月
議
会
を
目
途
に
報
告
を
ま
と

め
る
予
定
で
す
。 
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▼
矛
盾
の
多
い
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度 

職
員
服
務
宣
誓
条
例
改

正 

 

２
０
２
０
年
度
か
ら
、
再
任
用

職
員
以
外
の
非
正
規
の
市
職
員

を
、
最
大
で
も
年
度
末
ま
で
の
１

年
間
の
任
期
と
す
る
「
会
計
年
度

任
用
職
員
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
毎
年
度
末
で
任
期
が
切
れ
る

た
め
、
次
年
度
も
継
続
し
て
採
用

さ
れ
て
勤
め
る
職
員
で
も
、
改
め

て
服
務
の
た
め
の
宣
誓
（
日
本
国

憲
法
を
尊
重
し
、
擁
護
す
る
と
と

も
に
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
職

務
を
遂
行
す
る
旨
の
宣
誓
）
を
行

う
と
さ
れ
ま
し
た
。（
正
職
員
は
採

用
時
の
最
初
の
１
回
の
み
） 

 

今
回
の
条
例
改
正
は
、
そ
れ
を

改
め
会
計
年
度
任
用
職
員
が
年
度

を
ま
た
い
で
継
続
勤
務
す
る
場
合

に
、
毎
年
毎
年
、
宣
誓
を
し
な
く

て
も
よ
い
と
す
る
も
の
で
、
合
理

的
と
言
え
ま
す
。 

 

一
方
で
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
本
人
が
継
続
勤
務
を
希
望
し

て
も
３
年
ご
と
に
、
改
め
て
職
員

募
集
に
応
募
し
て
試
験
を
受
け
て

合
格
、
採
用
さ
れ
な
い
と
継
続
勤

務
で
き
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

質
疑
で
は
こ
の
点
を
指
摘
し
、

毎
年
の
服
務
宣
誓
だ
け
で
な
く
、

３
年
ご
と
の
再
応
募
・
試
験
と
い

う
手
続
き
も
見
直
す
べ
き
だ
と
提

起
し
ま
し
た
が
、
市
当
局
は
「
３

年
に
一
度
、
広
く
人
材
を
募
る
意

味
が
あ
る
。
３
年
後
の
更
新
の
手

続
き
は
大
変
で
は
あ
る
が
や
っ
て

い
く
。
」
と
い
う
答
弁
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。 

 

▼
中
央
体
育
館
に
空
調
設
備
を
設

置
へ 

 

中
央
体
育
館
大
規
模
改
修
等
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。 

 

大
規
模
改
修
工
事
の
中
身
は
、

中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
や
２
階
の

観
覧
席
に
空
調
設
備
を
設
置
、
ア

リ
ー
ナ
床
面
の
全
面
改
修
、
洋
式

便
器
の
設
置
な
ど
ト
イ
レ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
と
い
う
も
の
で
す
。

工
事
期
間
は
、
来
年
１
月
１２
日
か

ら
３
月
３１
日
ま
で
の
予
定
で
、
こ

の
期
間
は
、
ア
リ
ー
ナ
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。 

 

質
疑
で
「
利
用
中
止
期
間
中
は

近
隣
の
施
設
を
借
り
る
こ
と
に
な

る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
域
外
の
利

用
者
の
料
金
が
高
額
に
な
る
こ
と

も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
に
、

市
中
央
体
育
館
と
の
利
用
料
金
の

差
額
を
補
填
す
る
よ
う
な
補
助
制

度
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。」
と
聞

き
ま
し
た
が
、
市
当
局
か
ら
は
「
差

額
の
助
成
は
考
え
て
な
い
。」
と
い

う
答
弁
で
し
た
。
関
連
し
て
「
中

央
体
育
館
の
利
用
料
金
の
改
定
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
の
か
？
」
と

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
９
月
議
会

に
料
金
改
定
の
た
め
の
条
例
改
正

案
を
提
案
す
る
予
定
だ
。
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
地
元
業
者
の
仕
事
に
つ
な
が
る

発
注
の
工
夫
を 

 

中
央
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事

契
約
は
、「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
」
で
行
わ
れ
、
大
阪
の
大
手

企
業
（
三
菱
重
工
冷
熱
株
式
会
社
）

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
と
契
約

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
私
は
そ
れ
ら
を
示
し

て
、
今
回
の
発
注
方
式
に
つ
い
て
、

な
ぜ
応
募
方
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
し
た
の
か
、
地
元
業
者
に
仕
事

が
回
る
よ
う
に
市
と
し
て
工
夫
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
問
い
ま
し

た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
企
画
や
工
事

の
維
持
管
理
に
優
れ
た
技
術
を
持

ち
、
民
間
の
創
意
工
夫
や
コ
ス
ト

削
減
、
限
ら
れ
た
工
期
で
や
る
実

行
力
を
求
め
る
た
め
に
、
提
案
型

の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

し
た
。
全
体
と
し
て
ア
リ
ー
ナ
床

の
全
面
改
修
、
空
調
工
事
、
ト
イ

レ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
３
つ
の
工

 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
を
同
一
期
間
で
や
る
必
要
も
あ

る
。
」
と
説
明
す
る
と
と
も
に
、
「
ト

イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
地
元
の

下
請
け
に
発
注
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

中
央
体
育
館
へ
の
空
調
設
置
な
ど

技
術
力
が
必
要
な
事
業
は
と
も
か

く
、
ト
イ
レ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
は
別
工
事
と
し
て
発
注
す
れ

ば
、
市
内
事
業
者
で
も
直
接
、
受
注

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
市
当
局
か
ら
「
で
き
る
だ
け

地
元
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
に
し
た

い
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

な
お
事
業
費
の
約
２
億
６
千
万
円

の
財
源
は
、
国
や
京
都
府
の
補
助
金

な
ど
も
活
用
し
、
京
田
辺
市
の
実
質

的
な
負
担
は
約
１
億
２
千
万
円
程
度

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

▼
性
の
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
所

管
事
務
調
査 

 

「
性
の
多
様
性
に
対
応
し
た
社
会

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
所
管

事
務
調
査
で
は
、
京
田
辺
市
の
取
組

み
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
が
昨
年
１２
月
議
会
の
折

に
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
へ
の
市
民
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
を
聞
き

ま
し
た
。
市
当
局
か
ら
は
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
や
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
な
ど
の
用
語
の
説
明

な
ど
を
含
め
て
９
月
完
成
予
定
で
進

め
て
い
る
。
多
く
の
市
民
に
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
な
ど
の
人
た
ち
が
困
っ
て
い
る

問
題
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

う
。
法
務
省
の
人
権
相
談
室
な
ど
の

相
談
先
も
紹
介
し
た
い
。」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
市
民
向
け
だ
け
な
く
企
業
な

ど
事
業
者
向
け
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
「
ま

ず
市
民
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

り
、
そ
れ
を
事
業
者
に
も
配
布
し

た
い
。」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。 

 

ま
た
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
、
京
田
辺
市
で
も

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
起

し
ま
し
た
。
市
当
局
か
ら
は
「
性

的
少
数
者
へ
の
社
会
的
理
解
は
ま

だ
少
な
い
。
国
に
お
い
て
の
法
整

備
が
望
ま
し
い
。
ま
ず
は
市
民
向

け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
市
民
の

理
解
を
深
め
て
い
く
。
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

市
当
局
へ
の
質
疑
の
後
は
、
今

後
の
調
査
活
動
の
す
す
め
方
に
つ

い
て
議
員
間
で
意
見
交
換
し
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
の
方
を
招
い
て

総
務
常
任
委
員
と
の
懇
談
を
も
つ

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 
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７
月
２２
日
以
降
に
開
催
さ
れ

た
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
会
議
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
記
事

に
つ
い
て
は
８
月
４
日
現
時
点

の
も
の
で
す
。 

 

（
１
）
市
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
に
つ
い
て 

 

７
月
２２
日
、
市
職
員
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
者
が

発
生
し
た
こ
と
で
、
緊
急
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
、
「
７
月
２１
日
に
体
調

の
悪
い
市
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ

簡
易
検
査
（
唾
液
検
査
）
を
受
け

た
と
こ
ろ
、
陽
性
反
応
が
あ
っ

た
」
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２３
日
〜
２５
日
に
か

け
て
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
か

ら
２
名
、
安
心
ま
ち
づ
く
り
室
か

ら
１
名
、
合
計
４
名
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
２
）
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
つ

い
て 京

田
辺
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市

職
員
４
名
を
含
め
た
計
２６
名
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
７
月

２６
日
ま
で
に
、
当
該
職
員
の
執
務

フ
ロ
ア
の
集
中
的
な
消
毒
作
業

を
含
め
た
庁
舎
全
体
の
消
毒
作

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
保
健
所
の
指
導
に
よ
る

濃
厚
接
触
者
と
な
る
職
員
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
加
え
て
、
市
の
自
主

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
７
月
２７

日
か
ら
本
庁
舎
勤
務
の
職
員
全

員
（
４
７
６
人
）
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
全
員
陰
性
で
あ
る
と
確
認
が
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
感
染
し
た
４
名
が
勤
務
す

る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
、

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
と
、
隣
接
す
る

市
民
参
画
課
、
人
権
啓
発
推
進
課
、

管
財
情
報
課
、
監
査
委
員
事
務
局
に

お
い
て
も
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
８
月
５
日
ま
で
業
務
を
停
止

（
他
の
職
員
が
電
話
応
対
し
ま
す
）

し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
６
日
か
ら

業
務
を
再
開
す
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。 

今
後
は
、
全
職
員
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
感
染
防
止
の
意
識
を

徹
底
さ
せ
た
上
で
、
執
務
時
間
中
の

マ
ス
ク
着
用
の
再
徹
底
と
、
健
康
観

察
記
録
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
感
染

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ

と
で
す
。 

 

（
３
）
市
職
員
の
感
染
者
発
生
を
受

け
て
の
議
会
対
応
に
つ
い
て 

 

７
月
２７
日
、
市
職
員
の
感
染
者

発
生
を
受
け
て
の
議
会
対
応
に
つ

い
て
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
会
議
の
委

員
及
び
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委

員
長
、
広
報
編
集
特
別
委
員
会
委
員

長
を
加
え
て
会
議
が
開
か
れ
ま
し

た
。 

 

内
容
と
し
て
は
、
当
面
（
約
２
週

間
程
度
）
の
会
議
開
催
の
可
否
に
つ

い
て
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
の

結
果
、
感
染
防
止
対
策
の
観
点
か

ら
、
８
月
５
日
ま
で
に
予
定
さ
れ
て

い
る
委
員
会
や
協
議
会
な
ど
、
す
べ

て
の
会
議
を
延
期
す
る
こ
と
で
決

定
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
議
員
及
び
家
族
等
の

感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
や
、
本

人
が
濃
厚
接
触
者
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
受
診
し
た
場
合
の
報
告
に

つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、
本
人
・
同

居
家
族
が
陽
性
の
場
合
や
、
本
人

が
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合

は
、
各
常
任
委
員
長
を
通
じ
て
議

長
に
報
告
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
議
員
も
本
庁
舎
勤
務
の

職
員
と
同
様
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
る
こ
と
や
、
登
庁
時
に
は
検
温

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

６
月
議
会
で
、
議
会
改
革
の

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
日
本
共
産
党
市
議

団
か
ら
は
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議

員
が
委
員
と
し
て
所
属
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
議
会
で
は
、
こ
の

間
、
議
会
運
営
委
員
会
で
議
会

報
告
会
の
開
催
や
議
会
改
革
に

つ
い
て
議
論
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
が
、
３
月
議
会
で
各
会
派

か
ら
議
会
改
革
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
項
目
と
し
て
計
２８
項
目

が
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
来
年
３

月
末
を
メ
ド
に
集
中
的
に
議
論

す
る
た
め
に
新
た
に
議
会
改
革

特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
も
の

で
す
。 

 

６
月
に
開
か
れ
た
特
別
委
員

会
で
は
、
各
会
派
か
ら
提
出
さ

れ
た
２８
項
目
を
、 

Ａ
：
議
会
の
透
明
性
の
向
上
と

開
か
れ
た
議
会
、 

Ｂ
：
議
会
機
能
の
強
化
、
審
議

の
活
性
化
・
効
率
化
、 

Ｃ
：
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
情
報

共
有
の
推
進
、 

と
大
き
く
３
つ
に
分
類
し
、
そ

れ
ぞ
れ
を
４
名
の
議
員
か
ら
な

る
小
グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
て
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
青
木

こ
う
じ
ろ
う
議
員
は
、
Ｃ
グ
ル

ー
プ
の
ま
と
め
役
と
な
る
と
と

も
に
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
も
所
属

し
て
議
会
報
告
会
に
関
す
る
課

題
や
政
務
活
動
費
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま

す
。 

 

７
月
の
特
別
委
員
会
で
は
、
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え

て
議
論
し
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
検
討

し
て
提
案
し
た
「
委
員
会
審
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
実
施
」

の
課
題
に
つ
い
て
、
導
入
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
委
員
会
全
体
で

合
意
し
、
そ
の
対
象
と
な
る
委
員

会
と
し
て
３
つ
あ
る
常
任
委
員
会

と
、
予
決
算
な
ど
の
特
別
委
員
会

と
す
る
こ
と
ま
で
確
認
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
上
で
、
中
継
の
具
体
的
な

方
法
や
設
備
、
費
用
な
ど
に
つ
い

て
、
ど
の
程
度
、
規
模
と
す
る
か

に
つ
い
て
、
委
員
会
と
し
て
議
論

し
て
方
向
性
を
決
め
た
ほ
う
が
良

い
と
話
し
合
い
、
引
き
続
き
特
別

委
員
会
な
ど
で
調
査
、
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ
ロー」をお願いします。 

日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２６９号  ２０２０年８月２３日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

１
月
２３
、
２４
日
に
議
会
運
営
委

員
会
の
管
外
視
察
研
修
で
、
神
奈
川

県
横
須
賀
市
、
同
県
藤
沢
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

 

（
１
）
横
須
賀
市
の
議
会
報
告
会
、

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化 

 

横
須
賀
市
は
人
口
約
３９
万
４
千

人
、
議
員
定
数
は
４０
人
で
、
同
市
の

議
会
報
告
会
と
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。 

 

横
須
賀
市
で
は
２
０
１
０
年
度

か
ら
、
議
会
報
告
会
の
取
り
組
み
を

開
始
さ
れ
、
１７
年
度
か
ら
方
法
な
ど

見
直
し
、
議
会
報
告
会
の
運
営
組
織

と
し
て
従
来
の
「
準
備
会
」
で
は
な

く
、
そ
れ
ま
で
の
議
会
広
報
編
集
委

員
会
を
「
広
報
広
聴
会
議
」
と
し
、

同
会
議
が
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
発

行
と
、
議
会
報
告
会
の
実
施
を
す
る

よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
１７
年
、
１８
年
と
市
内
の
高

校
生
を
対
象
と
し
た
議
会
報
告
会

も
開
催
さ
れ
、
議
会
か
ら
の
報
告
だ

け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
意
見

交
換
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
見
交

換
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

民
向
け
の
議
会
報
告
会
で
も
１８
年

度
よ
り
、
議
会
か
ら
の
報
告
を
第
１

部
と
し
、
第
２
部
と
し
て
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
そ
っ
て
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取

と
い
う
形
で
議
論
を
し
、
最
後
に
各

グ
ル
ー
プ
の
議
論
の
内
容
を
発
表

す
る
方
式
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
会
報
告
会
へ
の
参
加
者
は
、
１１

年
度
に
１
２
９
名
あ
り
、
そ
の
後
数

年
間
も
７０
〜
８０
名
で
推
移
し
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
１８
年
度
は
５０
名
を
割
り
込
み

１９
年
度
も
３１

名
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
１７
年
度

か
ら
方
法
を
変
更
す
る
な
ど
の
試

行
錯
誤
を
し
て
い
る
面
も
あ
る
よ

う
で
す
。
そ
し
て
２０
年
度
の
議
会

報
告
会
に
つ
い
て
は
４
月
開
催
を

延
期
し
て
、
方
法
や
内
容
を
ど
う
す

る
か
、
検
討
し
て
い
る
と
の
事
で
し

た
。 

 

変
更
の
中
に
は
、
従
来
か
ら
議
会

報
告
会
の
会
場
で
事
前
に
連
絡
が

あ
れ
ば
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者

の
手
配
も
す
る
よ
う
に
案
内
し
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
一
度
も
事
前
連

絡
が
な
か
っ
た
も
の
を
、
１７
年
度

か
ら
会
場
の
一
つ
に
あ
ら
か
じ
め

手
話
通
訳
者
な
ど
の
配
置
を
し
て

そ
の
こ
と
を
案
内
に
掲
載
し
た
と

こ
ろ
、
複
数
の
聴
覚
障
害
者
の
方
の

参
加
が
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
状
況

に
つ
い
て
も
研
修
し
ま
し
た
。
０２

年
よ
り
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
運
営
協
議

会
（
途
中
で
名
称
変
更
あ
り
）
を
設

置
し
て
、
取
り
組
み
を
さ
れ
て
お

り
、
０２
年
に
は
議
会
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築

と
本
会
議
・
委
員
会
審
議
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
な
ど
の
「
議
会
Ｉ
Ｔ

化
基
本
計
画
」
の
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
１６
年
８
月
に

は
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
基
本
計

画
」
を
策
定
さ
れ
、
①
市
民
へ
の
情

報
発
信
の
拡
充
、
②
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
向
上
の
促
進
、
③
議
員
出
退
掲

示
板
の
電
子
化
、
④
議
会
内
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
促
進
、
の
４
つ
の
柱

で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
運
営
員

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
開

始
な
ど
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス

の
一
種
で
あ
る
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会

議
シ
ス
テ
ム
（
文
書
共
有
シ
ス
テ

ム
）
」
の
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」（
富

士
ソ
フ
ト
株
式
会
社
）
と
契
約
を
結

び
、
議
員
全
員
に
２
ｉ
ｎ
１
パ
ソ
コ

ン
（
画
面
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が
取
り
外

し
可
能
で
画
面
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

し
て
も
使
用
で
き
る
）
を
貸
与
し

て
、
１８
年
度
か
ら
導
入
、
運
用
を
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
費
に
つ
い

て
、
初
期
経
費
が
４
．
５
万
円
で
、

そ
れ
以
降
の
運
用
経
費
、
富
士
ソ
フ

ト
株
式
会
社
に
支
払
う
保
守
業
務

委
託
料
と
し
て
年
間
約
２０
万
円
と

の
こ
と
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ

る
効
果
と
し
て
、
紙
削
減
枚
数
が
年

間
約
３２
．
５
万
枚
、
削
減
経
費
は
印

刷
経
費
や
作
業
効
率
化
で
年
間
約

 
 
 
 
 
 
 
 

１
９
０
万
円
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

（
２
）
藤
沢
市
の
市
民
に
資
す
る

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化 

 

藤
沢
市
は
人
口
約
４３
万
３
千

人
で
、
議
員
定
数
は
３６
人
で
す
。

同
市
で
は
１５
年
１０
月
に
議
会
改

革
検
討
会
の
下
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
検
討
部

会
」
を
設
置
し
、
検
討
さ
れ
て
き

ま
し
た
。 

               

こ
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
検
討
部
会
」
は

議
員
全
員
の
合
意
を
得
る
た
め
、

各
会
派
１
名
以
上
の
選
任
で
構
成

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
議

員
（
無
会
派
も
含
め
て
）
で
も
誰

で
も
会
議
に
参
加
し
て
意
見
が
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
と

の
事
で
す
。
ま
た
こ
の
検
討
部
会

で
は
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
っ

て
各
企
業
の
シ
ス
テ
ム
仕
様
や
価

格
な
ど
取
引
情
報
等
も
扱
う
た
め

原
則
非
公
開
と
さ
れ
た
そ
う
で

す
。 

 

「
検
討
部
会
」
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
あ
た
っ
て
「
市
民
利
益
に
資
す

る
取
り
組
み
」
と
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
そ
れ
を
議
会
活
動
（
会

議
運
営
の
効
率
化
な
ど
議
会
機

能
の
強
化
）
、
政
務
活
動
・
議
員

活
動
（
議
会
報
告
や
市
民
対
応
の

充
実
、
迅
速
化
）
、
非
常
事
態
時

の
活
用
（
災
害
時
の
情
報
処
理
な

ど
）
、
の
３
つ
面
か
ら
検
討
を
す

す
め
た
と
の
事
で
し
た
。
こ
の

「
検
討
部
会
」
は
１９
年
５
月
か
ら

議
会
運
営
員
会
委
員
か
ら
な
る

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
小
委
員
会
に
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

藤
沢
市
で
は
「
検
討
部
会
」
に

お
い
て
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
「
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
（
文
書

共
有
シ
ス
テ
ム
）
」
を
利
用
す
る

か
、
メ
ー
カ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
な
ど

も
受
け
な
が
ら
検
討
し
、
横
須
賀

市
と
同
じ
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
」
（
富
士
ソ
フ
ト
株
式
会
社
）

と
契
約
す
る
事
に
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
端
末
機
器
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
で
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
選
定
し
、
２
年

リ
ー
ス
契
約
で
結
ば
れ
た
そ
う

で
す
。 

 

経
費
に
つ
い
て
、
富
士
ソ
フ
ト

株
式
会
社
へ
支
払
う
保
守
委
託

料
は
年
間
約
３１
万
円
と
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
横
須
賀
市
の
年
間

約
２０
万
円
と
は
異
な
り
ま
す
が
、

デ
ー
タ
保
存
容
量
の
設
定
な
ど

に
よ
っ
て
契
約
金
額
が
異
な
る

そ
う
で
す
。
ま
た
こ
の
他
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
リ
ー
ス
代
と

し
て
年
間
約
２
３
０
万
円
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
整
備
の

通
信
費
で
２
〜
３
０
０
万
円
ほ

ど
か
か
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
費

用
削
減
で
は
、
紙
削
減
が
年
間
約

２２
万
枚
で
こ
れ
は
約
１
ｔ
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
が
見
込
め
る
と

の
事
で
し
た
。
ま
た
経
費
面
で

は
、
紙
代
や
印
刷
代
、
作
業
効
率

化
で
年
間
３
５
０
万
円
の
削
減

効
果
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

た
だ
一
方
で
課
題
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
横
須
賀
市
も
藤
沢
市

も
共
通
で
す
が
、
端
末
を
使
っ
た

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
議
会
の
取

り
組
み
な
の
で
、
行
政
執
行
部
の

側
で
は
依
然
と
し
て
紙
資
料
を

使
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。 

ま
た
横
須
賀
市
で
は
早
く
か

ら
議
会
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
、
藤
沢

市
で
は
２
年
前
に
新
庁
舎
が
完

成
し
た
の
で
そ
の
際
に
議
会
専

用
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
文
書
共
有
シ
ス
テ
ム
を

使
う
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
の
整
備
な
ど
も
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
し
た
。 
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青
木
綱
次
郎 

７
日
４
番
目 

９月議会 日程 

９月１日（火）開会本会議     午後１時半～ 

４日（金）本会議 一般質問  午前１０時～ 

７日（月）本会議 一般質問  午前１０時～ 

８日（火）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１０日（木）文教福祉常任委員会 午前１０時～ 

１１日（金）建設経済常任委員会 午前１０時～ 

１４日（月）総務常任委員会   午前１０時～ 

１７日（木）議会改革特別委員会 午前１０時～ 

２３日（水）議会運営委員会   午後１時半～ 

２５日（金）議会運営委員会   午後１時半～ 

２９日（火）閉会本会議     午後１時半～ 

岡
本 

亮
一 

 
 

７
日
１
番
目 

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
続
き
、
重
症
者
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
的
拡
充
及
び
、

医
療
機
関
の
減
収
補
填
な
ど
、

国
・
府
に
対
し
て
以
下
の
点
を
求

め
よ
。 

①
全
国
の
感
染
状
況
を
分
析
す
る

と
と
も
に
、
感
染
震
源
地
（
エ

ピ
セ
ン
タ
ー
）
を
明
確
に
し
、

そ
の
地
域
の
住
民
や
事
業
所
の

在
勤
者
全
体
に
対
し
て
、
大
規

模
で
網
羅
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

「
面
」
で
行
い
、
感
染
拡
大
を

抑
止
す
べ
き
。 

②
ど
こ
が
感
染
震
源
地
な
の
か

を
、
住
民
が
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
自
治
体
（
地
域
）

ご
と
の
感
染
状
況
（
新
規
感
染

者
数
・
検
査
数
・
陽
性
率
）
の

情
報
を
開
示
す
べ
き
。 

③
医
療
機
関
、
介
護
施
設
、
福
祉

施
設
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
学

校
な
ど
に
勤
務
す
る
職
員
等
へ

の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
べ
き
。 

④
検
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ

た
陽
性
者
を
保
護
・
治
療
す
る

体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を

は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
医
療
機
関
の
減
収
補
償

な
ど
、
財
政
的
支
援
を
国
の
責

任
で
行
う
こ
と
を
求
め
よ
。 

（
２
）
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア

に
つ
い
て 

①
２
０
１
９
年
３
月
、
文
科
省
か
ら

「
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
通
知

が
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
医
療
的

ケ
ア
の
基
本
的
な
考
え
方
や
医

療
的
ケ
ア
を
実
施
す
る
際
に
留

意
す
べ
き
点
等
が
示
さ
れ
た
。 

本
市
に
お
い
て
、
市
教
育
委
員

会
に
お
け
る
管
理
体
制
の
あ
り

方
、
及
び
学
校
に
お
け
る
実
施
体

制
の
あ
り
方
な
ど
、
支
援
体
制
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
問
う
。 

②
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
的
ケ

ア
児
が
普
通
学
校
に
通
え
る
よ

う
、
学
校
看
護
師
を
配
置
（
巡
回

制
度
）
す
べ
き
。 

 

（
１
）
北
陸
新
幹
線
京
都
延
伸
計
画

に
つ
い
て 

 

北
陸
新
幹
線
の
京
田
辺
市
松
井
山

手
周
辺
へ
の
新
駅
設
置
に
か
か
わ
っ

て
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

①
新
駅
設
置
に
関
わ
る
京
田
辺
市
の

費
用
負
担
の
見
通
し
に
つ
い
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
松
井
山
手
周
辺
へ
の
新
駅
設
置
に

つ
い
て
、
そ
の
周
辺
整
備
（
ア
ク

セ
ス
道
路
、
ロ
ー
タ
リ
ー
、
駅
前

広
場
等
）
の
見
通
し
と
、
そ
れ
ら

の
事
業
費
総
額
及
び
京
田
辺
市
の

独
自
負
担
の
見
通
し
に
つ
い
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③
松
井
山
手
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い

て
の
市
の
考
え
を
問
う
。 

④
新
幹
線
新
駅
設
置
に
よ
る
経
済
効

 
 
 
 
 
 
 
 

増
富
理
津
子 

 

８
日
３
番
目 

果
が
期
待
さ
れ
る
分
野
と
、
経
済

効
果
の
算
出
に
あ
た
っ
て
の
考

え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

⑤
北
陸
新
幹
線
（
敦
賀･

新
大
阪

間
）
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に

対
す
る
京
田
辺
市
長
の
意
見
の

公
表
な
ど
、
情
報
公
開
や
市
の

考
え
を
積
極
的
に
公
表
す
べ

き
。 

⑥
京
都
府
北
陸
新
幹
線
南
部
ル
ー

ト
建
設
促
進
同
盟
会
の
現
状
と

見
通
し
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

 

（
２
）
中
学
校
給
食
基
本
計
画
案
に

つ
い
て 

①
市
教
育
委
員
会
に
お
け
る
同
計

画
案
の
検
討
内
容
及
び
そ
の
経

過
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。
ま
た
そ
れ
ら
の
議
論
内

容
な
ど
を
積
極
的
に
公
開
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
教
育
委
員

会
の
見
解
を
問
う
。 

②
中
学
校
給
食
基
本
計
画
案
の
内

容
に
つ
い
て 

ア
、
感
染
症
対
策
、
事
故
・
災
害

対
策
な
ど
の
点
か
ら
共
同
調
理

方
式
は
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え

る
が
、
市
教
育
委
員
会
の
見
解

を
問
う
。 

イ
、
少
人
数
学
級
編
成
に
備
え
、

教
職
員
、
ク
ラ
ス
数
増
に
対
応

し
た
整
備
計
画
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
教
育
委
員
会
の
見

解
を
問
う
。 

 

（
３
）
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
を 

 

小
・
中
学
校
の
各
体
育
館
へ
の

ク
ー
ラ
ー
な
ど
空
調
設
備
の
設
置

は
、
学
校
教
育
条
件
の
改
善
及
び
、

災
害
時
の
避
難
所
環
境
の
整
備
と

い
う
面
か
ら
、
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
よ
っ
て
そ
の
設
置
を
求
め
る
が

市
の
見
解
を
問
う
。 

 

（
１
）
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
大

切
に
し
た
感
染
症
対
策
と
学
び
の

環
境
整
備
を 

①
現
場
の
声
に
応
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
教

育
条
件
を
改
善
し
、
子
ど
も
達

一
人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
授
業
環
境
確
立

の
た
め
に
も
、
先
生
を
増
や
し

て
少
人
数
学
級
拡
充
を
進
め
る

べ
き
。
全
国
市
長
会
で
も
求
め

て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
市
長
、

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。 

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
学
習
や
清
掃
・
消
毒
・
オ
ン

ラ
イ
ン
整
備
な
ど
の
た
め
の
支

援
員
の
配
置
状
況
に
つ
い
て
、

全
て
の
学
校
へ
の
配
置
実
現
へ

市
教
育
委
員
会
の
今
後
の
方
針

と
計
画
に
つ
い
て
問
う
。 

③
集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
学
校

教
職
員
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
国
の
責
任
で
行
う
こ
と
を

市
と
し
て
要
望
す
べ
き
。 

 

（
２
）
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用

者
と
事
業
者
を
公
的
支
援
で
支
え

る
仕
組
み
を 

①
介
護
報
酬
の
上
乗
せ
を
認
め
る

特
別
措
置
に
よ
る
利
用
料
加
算

の
実
態
に
つ
い
て
問
う
。 

②
介
護
事
業
所
で
は
、
感
染
を
恐

れ
た
利
用
者
の
「
サ
ー
ビ
ス
利

用
控
え
」
が
起
こ
り
、
経
営
難
が

広
が
っ
て
い
る
。も
と
も
と
深
刻

な
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
た

介
護
の
現
場
で
基
盤
崩
壊
が
起

こ
り
か
ね
な
い
。
市
内
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
問
う
。 

③
集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
介

護
・
福
祉
施
設
で
働
く
職
員
や

入
所
者
に
は
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
国
の
責
任
で
行
う
こ

と
を
市
と
し
て
要
望
す
べ
き
。 

 

（
３
）
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉

避
難
所
の
設
置
運
営
に
つ
い
て 

「
福
祉
避
難
所
」
と
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
う
ち
、
一
般
の

避
難
所
生
活
に
お
い
て
何
ら
か
の

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
「
災

害
時
要
配
慮
者
」
に
対
す
る
体
制

を
整
備
し
た
避
難
所
を
指
す
も
の

で
、
災
害
発
生
時
に
必
要
に
応
じ

て
開
設
さ
れ
る
二
次
的
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
。 

①
現
在
、
市
内
で
は
７
か
所
の
福

祉
避
難
所
の
設
置
が
可
能
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

計
画
は
。 

②
二
次
的
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
状
に
即
し
た
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。
市
の
考
え

を
問
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２７１号  ２０２０年９月６日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

８
月
２７
日
に
開
か
れ
た
文
教

福
祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、「
京
田

辺
市
中
学
校
給
食
基
本
計
画(

案)

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。 ※

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
９

月
７
日
〜

１０
月
６
日
ま
で
１
か

月
間
、
計
画
案
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
と
小
・
中
学
校
、
公
的
施

設
な
ど
１８
ヶ
所
に
置
か
れ
ま
す
。

ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
京
田
辺
市
中
学
校
給
食
基
本
計

画(

案)

の
概
要 

◆
基
本
理
念
：
学
校
給
食
法
・
食

育
基
本
法
、
中
学
校
給
食
等
検

討
委
員
会
・
中
学
校
給
食
実
施

の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
理
念
を

定
め
た
。 

①
成
長
期
に
あ
る
生
徒
の
心
身
の

健
全
な
発
達
の
為
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
給
食
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
の
保
持

増
進
、
体
位
の
向
上
を
図
る
。 

 

②
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し

て
活
用
し
な
が
ら
食
育
の
推
進

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
食

生
活
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
着
け

る
。 

 ◆
基
本
的
な
方
向
性
：
基
本
理
念

実
現
す
る
た
め
、
９
つ
の
基
本

方
針
を
示
す
。 

①
安
全
性
の
確
保
…
ド
ラ
イ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
衛
生
管
理
区
分

の
明
確
化
。 

 

②
お
い
し
い
給
食
の
提
供
…
適
温

で
の
提
供
・
旬
の
食
材
を
取
り

入
れ
た
給
食
。 

 

③
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
…
施

設
整
備
の
充
実
や
十
分
な
人
員

体
制
づ
く
り
。 

 

④
食
育
の
推
進
…
各
教
科
と
の
連

携
。 

 

⑤
地
産
地
消
の
推
進
…
田
辺
産

米
、
特
産
品(

田
辺
茄
子
・
え
び

い
も
・
玉
露
な
ど)

を
使
用
。 

 

⑥
調
理
環
境
の
充
実
…
機
能
的
な

厨
房
機
器
の
導
入
、
安
全
で
働

き
や
す
い
動
線
確
保
。 

 

⑦
環
境
負
荷
へ
の
配
慮
…
施
設
等

の
省
エ
ネ
化
、
廃
棄
物
の
減
量

と
再
資
源
化
に
取
り
組
む
。 

 

⑧
学
校
運
営
…
教
育
環
境
へ
の
影

響
を
軽
減
・
ゆ
と
り
を
持
っ
た

給
食
時
間
の
確
保
。 

 

⑨
災
害
対
応
…
災
害
発
生
時
の
対

応
・
受
水
槽
の
活
用
や
備
蓄
品

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
。 

 

◆
目
標
年
次
…
２
０
２
３
年(

令

和
５
年)

度
中
の
完
成
予
定 

 

 

◆
実
施
方
式
…
共
同
調
理
方
式
・

２
２
０
０
食
必
要
（
３
０
０
０
食

ま
で
調
理
可
能
の
も
の
に
す
る
） 

 

◆
建
設
候
補
地
の
選
定
…
中
部
住

民
セ
ン
タ
ー
西
側
用
地
（
３
３

０
０
㎡
） 

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

・
用
地
確
保
が
速
や
か
に
で
き
る
こ

と
。 

 

・
調
理
後
２
時
間
以
内
の
喫
食
が
可

能
な
配
送
が
で
き
る
こ
と
。 

 

・
電
気
、
ガ
ス
、
上
水
道
、
下
水
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
接
続
が
容

易
で
あ
る
こ
と
。 

 

・
大
規
模
な
造
成
工
事
を
要
さ
な
い

こ
と
。 

 

・
周
辺
整
備
や
各
種
手
続
き
の
時
間

を
要
さ
な
い
こ
と
。 

を
基
準
に
選
定
し
た
。 

 

◆
概
算
事
業
費
…
総
事
業
費
２１
億
８

千
万
円
、 

・
財
源
内
訳
…
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
１
億
８
千
万
円
、
地
方
債

１２
億
９
千
万
円
、
一
般
財
源
７
億

１
千
万
円
。 

 

質
疑
の
中
で
、「
な
ぜ
浸
水
想
定
地

域
に
決
め
た
の
か
。
他
に
な
か
っ
た

の
か
」
「
設
計
し
て
い
く
に
あ
た
っ

て
、
水
害
対
策
も
考
慮
し
た
も
の
を

考
え
て
い
る
の
か
」「
財
源
に
国
の
補

助
金
等
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
」「
給

食
時
間
に
ゆ
と
り
の
も
っ
た
運
営
に

し
て
い
け
る
の
か
」
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
提
出

で
、
多
く
の
市
民
の
意
見
を
、
設
計

や
運
営
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 
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８
月
２８
日
、
総
務
常
任
委
員
会

の
「
性
の
多
様
性
に
対
応
し
た
社

会
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

所
管
事
務
調
査
の
一
環
と
し
て
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し
た
性
的

少
数
者
の
当
事
者
の
方
、
今
回
は

大
阪
府
大
東
市
で
同
性
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
の
最
初
の
利
用
者

で
も
あ
る
井
上
鈴
佳
さ
ん
と
懇
談

し
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
養
護
教

諭
の
資
格
を
も
ち
、
中
学
・
高
校

の
保
健
室
の
先
生
と
し
て
も
勤
務

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２４
歳
の
時

に
自
ら
が
レ
ズ
ビ
ア
ン
で
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
き
、
そ
れ
以
来
、
大

東
市
で
人
権
擁
護
委
員
を
さ
れ
、

性
の
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
学

校
へ
の
出
張
授
業
や
、
同
市
で
の

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

入
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。 

             

大
東
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
井
上

さ
ん
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
人

権
啓
発
活
動
な
ど
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
小
学
校
時
の
同

級
生
な
ど
の
知
人
か
ら
「
私
も
そ

う
だ
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
な

ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
当
事
者
は

い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
性
的

少
数
者
」
と
一
口
に
言
っ
て
も
そ
の

内
容
は
と
て
も
多
様
で
あ
る
こ
と
、

井
上
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
は

Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
で
あ
る
こ
と

や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
に

も
様
々
な
タ
イ
プ
、
希
望
や
願
い
が

あ
る
こ
と
を
て
い
ね
い
に
話
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
性
的
少
数
者
は
１１
人
に
１

人
は
該
当
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

本
人
が
言
っ
て
い
な
い
、
隠
し
て
い

る
だ
け
で
見
え
な
い
だ
け
と
思
う

と
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
本
人
が
言
え
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
も
な
い
、
と
も
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。 

 

自
分
の
性
自
認
が
ど
う
で
あ
る

の
か
、
ま
た
、
自
分
が
ど
う
い
う
人

を
好
き
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
は
多
様
な
形
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
す
べ
て
に
大
切
な
問
題
と
し

て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
点
で
井
上
さ
ん
が
言
わ
れ

た
「
す
べ
て
の
人
が
、
い
ろ
ん
な
性

の
当
事
者
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
」
と
い
う
の
は
大
事
な
視
点
だ

と
思
い
ま
し
た
。 

 

◆
性
的
少
数
者
を
応
援
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を 

 

井
上
さ
ん
が
大
東
市
で
も
「
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
つ
く

っ
て
ほ
し
い
」
と
声
を
あ
げ
ら
れ
た

時
に
、
当
時
の
大
東
市
長
さ
ん
か
ら

「
制
度
だ
け
あ
っ
て
も
意
味
が
な

い
、
草
の
根
か
ら
や
っ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
性

の
多
様
性
に
か
ん
す
る
理
解
の
促

進
の
た
め
に
各
種
の
取
組
み
や
イ

ベ
ン
ト
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
づ
く
り
（
ダ
イ
ト
ン
と
い
う

そ
う
で
す
）
や
そ
の
シ
ー
ル
の
普

及
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

他
に
も
大
東
市
広
報
紙
で
の
当
事

者
の
座
談
会
の
掲
載
、
人
権
教
育

と
し
て
、
学
校
で
の
取
組
み
と
し

て
始
ま
り
、
そ
れ
ら
と
並
行
し
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
づ
く
り

が
進
ん
で
い
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。 

 

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
大

東
市
で
は
市
役
所
の
窓
口
で
の
対

応
を
は
じ
め
、
性
的
少
数
者
を
区

別
し
な
い
、
応
援
し
て
い
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
と

し
て
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
ダ
イ
ト
ン
）
の
シ
ー
ル
を
市
役

所
や
公
的
機
関
な
ど
い
た
る
と
こ

ろ
に
貼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
、
井
上
さ
ん
は
「
ダ
イ
ト
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
シ
ー
ル
を
見
る
と
、
自
分
が
応

援
さ
れ
て
い
る
、
変
な
目
で
見
ら

れ
な
い
の
だ
と
安
心
す
る
。
」
と
語

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

学
校
で
の
出
張
授
業
の
取
り
組

み
を
始
め
ら
れ
て
か
ら
、
性
的
少

数
者
の
問
題
が
具
体
的
な
問
題
と

し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
そ
う
で
、

教
師
か
ら
も
周
囲
、
身
近
な
と
こ

ろ
に
当
事
者
の
子
ど
も
が
い
る
と

い
う
声
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
井
上
さ
ん
は
「
当

事
者
が
な
か
な
か
声
を
あ
げ
ら
れ

な
い
中
で
も
、
学
校
現
場
の
声
は

教
師
が
一
番
良
く
つ
か
ん
で
い

る
。」
と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

懇
談
で
は
他
の
議
員
か
ら
「
お

話
を
聞
い
て
、
教
育
部
に
も
声
を

か
け
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
と
思
っ

た
。
市
民
啓
発
な
ど
は
ど
う
進
め

ら
れ
た
の
か
。」
な
ど
の
質
問
も
あ

り
、
井
上
さ
ん
は
「
人
権
講
座
な

ど
は
毎
年
あ
り
、
そ
こ
で
性
的
少

数
者
の
こ
と
を
毎
回
、
と
り
上
げ

て
い
る
。
た
だ
市
職
員
研
修
な
ど

は
２
〜
３
年
か
け
て
丁
寧
に
や
っ

た
方
が
い
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

◆
命
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て 

 

井
上
さ
ん
は
御
自
身
の
パ
ー
ト

ナ
ー
を
は
じ
め
知
人
な
ど
の
、
性

的
少
数
者
の
当
事
者
が
抱
え
る
悩

み
や
困
難
、
生
き
づ
ら
さ
な
ど
も
、

具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
お
話
さ

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
性
的
少
数

者
の
方
が
身
体
的
に
同
性
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て

も
、
男
女
の
夫
婦
と
同
様
の
権
利
、

様
々
な
社
会
保
障
な
ど
を
受
け
よ

う
と
思
え
ば
、
数
多
く
の
障
害
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
の
ト
イ
レ

使
用
で
の
悩
み
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
知
人
の
方
は
、
自
宅
以

外
で
は
ト
イ
レ
を
使
わ
な
い
と
決

め
外
出
時
も
水
を
飲
ま
ず
に
ず
ー

っ
と
我
慢
す
る
人
も
い
る
こ
と
な

ど
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
病
院
で
は
不
可
欠
な
「
保

険
証
」
に
も
性
別
欄
が
あ
る
た
め
、

「
保
険
証
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

性
と
見
た
目
の
性
が
違
う
た
め
、

お
医
者
さ
ん
か
ら
「
本
人
さ
ん
で

な
い
と
説
明
で
き
な
い
」
と
言
わ

れ
た
り
、
窓
口
で
保
険
証
を
返
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
の

で
、
い
ち
い
ち
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
が
負
担
に
な
る
た

め
「
救
急
車
で
担
ぎ
こ
ま
れ
る
以

外
で
は
病
院
に
か
か
り
た
く
な

い
」
と
話
さ
れ
る
方
も
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

大
東
市
で
は
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
た
際
に
市

職
員
が
市
内
の
不
動
産
屋
を
回
っ

て
制
度
を
説
明
し
、
同
性
カ
ッ
プ

ル
な
ど
の
部
屋
探
し
に
も
理
解
を

求
め
る
取
り
組
み
が
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
井
上
さ
ん
が

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
と
同
居
す
る
際

の
部
屋
探
し
に
は
特
に
苦
労
は
な

か
っ
た
が
、
大
東
市
か
ら
引
っ
越

し
て
大
阪
府
の
別
の
市
に
転
居
さ

れ
た
際
に
は
、
大
阪
府
と
し
て
同

性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
あ

る
も
の
の
、
不
動
産
屋
さ
ん
か
ら

「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
で
は
借
り
に

く
い
の
で
、
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
と
い

う
こ
と
で
」
と
言
わ
れ
て
部
屋
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。 

 

こ
の
点
で
井
上
さ
ん
か
ら
は

「
当
事
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
さ

の
課
題
は
自
治
体
に
よ
っ
て
違
う

と
思
う
。
自
身
で
は
そ
う
と
言
え

な
く
て
も
、
そ
の
町
の
姿
勢
と
し

て
応
援
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

こ
と
が
大
事
と
思
う
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
最
後
に
井
上
さ
ん
は
「
当

事
者
に
は
実
際
に
生
き
づ
ら
さ
が

あ
る
。
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
当
事
者
は
、
半
数
を
超

え
て
い
る
し
、
自
ら
命
を
絶
つ
事

例
も
あ
る
。
そ
の
点
で
命
に
か
か

わ
る
問
題
で
も
あ
る
、
そ
れ
だ
け

追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

単
に
本
人
の
好
き
に
し
た
ら
良
い

と
い
う
問
題
で
は
な
い
。」
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。 

 

井
上
さ
ん
は
と
て
も
明
る
く
快

活
な
方
で
、
最
初
の
お
話
や
懇
談

の
際
も
爽
や
か
な
お
話
し
ぶ
り

で
、
こ
の
問
題
に
前
向
き
に
希
望

を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
方
が
、

こ
の
問
題
が
命
に
か
か
わ
る
も
の

だ
と
率
直
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に

は
、
驚
き
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
の

こ
の
指
摘
も
含
め
た
、
懇
談
で
の

お
話
全
体
を
受
け
と
め
、
私
も
一

議
員
と
し
て
、
想
像
力
と
共
感
す

る
力
を
し
っ
か
り
働
か
せ
て
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。 
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（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
続
き
、
重
症
者
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
的
拡
充
及
び
、

医
療
機
関
の
減
収
補
填
な
ど
、

国
・
府
に
対
し
て
以
下
の
点
を
求

め
よ
。 

 

問 

全
国
の
感
染
状
況
を
分
析
す

る
と
と
も
に
、
感
染
震
源
地
（
エ

ピ
セ
ン
タ
ー
）
を
明
確
に
し
、

そ
の
地
域
の
住
民
や
事
業
所
の

在
勤
者
全
体
に
対
し
て
、
大
規

模
で
網
羅
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

「
面
」
で
行
い
、
感
染
拡
大
を

抑
止
す
べ
き
。 

              

健
康
福
祉
部
長 

全
国
の
感
染
状

況
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ボ
ー
ド
や
専
門
家
の
審

議
会
に
お
い
て
、
分
析
・
評
価

を
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
に
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後

の
対
策
を
検
討
さ
れ
公
表
さ
れ

て
い
る
と
こ
で
あ
る
。 

エ
ピ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
見
方

と
対
策
に
つ
い
て
は
、
考
え
方
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
出
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。 

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
府

と
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後

も
国
や
府
の
動
向
に
注
視
し
、
感

染
拡
大
防
止
に
協
力
し
て
い
く
。

 

問 

ど
こ
が
感
染
震
源
地
な
の
か

を
、
住
民
が
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
自
治
体
（
地
域
）

ご
と
の
感
染
状
況
（
新
規
感
染

者
数
・
検
査
数
・
陽
性
率
）
の

情
報
を
開
示
す
べ
き
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

感
染
症
対
策
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
単
位
で

の
取
り
扱
い
と
な
る
た
め
、
感

染
症
数
や
検
査
数
な
ど
府
の
状

況
を
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

問 

医
療
機
関
、
介
護
施
設
、
福

祉
施
設
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
に
勤
務
す
る
職
員
等

へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
べ
き
。 

             

健
康
福
祉
部
長 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
検
査

し
た
時
点
の
感
染
状
況
を
確
認

す
る
方
法
で
あ
り
、
現
在
、
検

査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
感
染

が
確
認
さ
れ
た
人
を
起
点
と
し

て
、
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
濃
厚

接
触
者
を
中
心
に
、
行
わ
れ
て

い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 

検
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な

っ
た
陽
性
者
を
保
護
・
治
療
す

る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

を
は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
医
療
機
関
の
減
収
補

償
な
ど
、
財
政
的
支
援
を
国
の

責
任
で
行
う
こ
と
を
求
め
よ
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

京
都
府
で
は
感

染
者
の
急
増
に
備
え
、
病
床
の

状
況
な
ど
の
情
報
共
有
や
入
院

先
の
調
整
を
担
う
「
入
院
医
療

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
陽
性
者
の

病
床
に
あ
わ
せ
て
適
切
な
医
療

や
療
養
の
調
整
を
さ
れ
て
い

る
。 ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
患
者
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
空
床
の
確
保
や
感

染
症
対
策
費
用
の
増
加
に
つ
い

て
は
「
指
定
感
染
症
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に

お
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

  

（
２
）
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア

に
つ
い
て 

問
① 

２
０
１
９
年
３
月
、
文
科

省
か
ら
「
学
校
に
お
け
る
医
療

的
ケ
ア
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
」
通
知
が
あ
り
、
学
校
に
お

け
る
医
療
的
ケ
ア
の
基
本
的
な

考
え
方
や
医
療
的
ケ
ア
を
実
施

す
る
際
に
留
意
す
べ
き
点
等
が

示
さ
れ
た
。 

本
市
に
お
い
て
、
市
教
育
委
員

会
に
お
け
る
管
理
体
制
の
あ
り

方
、
及
び
学
校
に
お
け
る
実
施
体

制
の
あ
り
方
な
ど
、
支
援
体
制
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
問
う
。 

問
② 

い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療

的
ケ
ア
児
が
普
通
学
校
に
通
え

る
よ
う
、
学
校
看
護
師
を
配
置

（
巡
回
制
度
）
す
べ
き
。 

                

教
育
部
長
①
② 

学
校
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
平
成

３１
年
３
月
の
文
部
科
学
省
の
通

知
で
、
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
の
実
施
に
よ
る
教
育
面
・
安
全

面
で
の
意
義
が
示
さ
れ
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
や
運
営
委
員
会

の
設
置
・
運
営
等
が
教
育
委
員
会

の
役
割
と
し
て
示
さ
れ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の

医
療
的
ケ
ア
の
範
囲
は
広
く
、
求

め
ら
れ
る
対
応
も
様
々
で
、
京
都

府
教
育
委
員
会
や
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

管
理
体
制
・
支
援
体
制
が
望
ま
し

い
か
な
ど
を
研
究
す
る
。 

ま
た
、
看
護
師
の
配
置
等
に
つ

い
て
も
、
他
府
県
の
状
況
等
も
見

つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
研
究
す

る
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 
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▼
北
陸
新
幹
線
新
駅
設
置
に
伴
う
巨

額
負
担 

 

２
０
２
３
年
春
の
北
陸
新
幹
線
金

沢
敦
賀
間
開
業
に
伴
っ
て
新
た
に
新

幹
線
新
駅
が
設
置
さ
れ
る
福
井
県
あ

わ
ら
市
で
は
、
新
駅
建
設
の
地
元
負

担
や
、
芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業

で
あ
わ
せ
て

６８
億
円
の
事
業
費
と

な
る
こ
と
、
ま
た
富
山
県
高
岡
市
で

は
新
幹
線
新
駅
設
置
に
伴
う
周
辺
整

備
事
業
に
１
０
０
億
円
（
他
に
高
岡

駅
周
辺
整
備
も
あ
わ
せ
た
区
画
整
理

事
業
全
体
で
は
２
５
０
億
円
）、
敦
賀

市
で
も
新
幹
線
駅
周
辺
の
区
画
整
理

事
業
で
は
９０
億
円
の
費
用
が
投
ぜ

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
新
幹

線
新
駅
が
設
置
さ
れ
る
と
な
る
と
地

元
自
治
体
は
巨
額
の
財
政
負
担
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
重
み

を
ど
う
考
え
る
の
か
と
迫
り
ま
し

た
。 

 

市
当
局
は
「
巨
額
の
負
担
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
ど
う
い
う
整
備
か
、

明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
あ
る
程
度

の
支
出
は
見
て
い
る
。
本
市
と
し
て

は
明
か
り
区
間
（
地
上
路
線
）
で
の

通
過
で
あ
り
、
そ
の
事
へ
の
懸
念
も

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
市
長
意
見
書

を
通
じ
て
表
明
し
て
い
る
。」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

 

▼
松
井
山
手
周
辺
の
ま
ち
壊
し
に
な

り
か
ね
な
い
新
幹
線
新
駅 

 

質
問
時
に
松
井
山
手
駅
周
辺
の
航

空
写
真
に
、
新
幹
線
新
駅
の
大
き
さ

と
同
じ
長
方
形
を
赤
色
で
加
え
た
画

像
を
示
し
ま
し
た
。
新
幹
線
新
駅
の

大
き
さ
は
長
さ
が
ホ
ー
ム
と
同
じ
３

１
２
ｍ
、
幅
は
４
線
に
な
る
こ
と
も

あ
り
え
る
の
で
４０
ｍ
に
な
り
、
現
在

の
松
井
山
手
駅
の
ほ
ぼ
倍
の
大
き
さ

に
な
り
ま
す
。【
別
途
画
像
参
照
】 

               

山
手
幹
線
を
南
の
端
に
す
る
と
松

井
ヶ
丘
保
育
園
の
手
前
く
ら
い
ま
で

の
大
き
さ
に
な
り
、
さ
ら
に
新
駅
の
両

側
に
ロ
ー
タ
リ
ー
と
駅
前
広
場
を
整

備
し
、
南
北
方
向
に
は
新
た
に
新
幹
線

の
線
路
も
建
設
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

そ
の
上
で
、
「
新
幹
線
新
駅
は
今
の

松
井
山
手
周
辺
の
ま
ち
の
ス
ケ
ー
ル

に
全
然
あ
っ
て
い
な
い
。
新
駅
設
置
と

周
辺
整
備
を
進
め
れ
ば
住
民
生
活
に

多
大
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
、
そ
れ
は

『
ま
ち
壊
し
』
と
も
言
え
る
よ
う
な
事

態
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
深

刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
の
で
は
と

危
惧
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
市
長
の

見
解
を
質
し
ま
し
た
。 

 

市
長
か
ら
は
「
新
幹
線
新
駅
の
場
所

は
松
井
山
手
周
辺
で
と
決
定
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
仮
に
で
き
る
の
な
ら
と

い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
述

べ
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
新
駅
は
府
南 

部
全
体
の
発
展
に
資
す
る
べ
き
で
、
駅

の
位
置
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
「
松
井
山

手
へ
の
新
駅
の
設
置
は
決
ま
っ
て
い
な

い
と
言
う
の
な
ら
、
巨
額
に
な
る
地
元

負
担
や
住
民
生
活
へ
の
多
大
な
影
響
な

ど
、
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
新
幹

線
新
駅
は
、
松
井
山
手
に
は
必
要
な
い

と
き
っ
ぱ
り
表
明
す
べ
き
だ
。」
と
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

▼
北
陸
新
幹
線
南
部
ル
ー
ト
建
設
促
進

同
盟
会
を
め
ぐ
っ
て 

 

「
京
都
府
北
陸
新
幹
線
南
部
ル
ー
ト

建
設
促
進
同
盟
会
」
の
現
状
に
つ
い
て

も
と
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
団
体
は
ま

だ
結
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
母

体
は
、
２
０
１
６
年
９
月
に
山
城
地
域

１２
市
町
村
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
北

陸
新
幹
線
京
都
府
南
部
ル
ー
ト
誘
致
促

進
同
盟
会
」
で
、
南
部
ル
ー
ト
決
定
後

に
今
度
は
「
早
期
建
設
」
を
掲
げ
て
、
１２

市
町
村
に
京
都
府
と
京
都
市
が
加
わ
っ

て
発
足
し
よ
う
と
京
都
府
が
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京
都
府
の
呼
び
か
け
を
受
け
京
田
辺

市
は
１８

〜

２０

年
度
の
当
初
予
算
に
、

「
建
設
促
進
同
盟
会
」
分
担
金
と
し
て

１０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ

に
発
足
し
て
お
ら
ず
１８
、
１９
年
度
の
分

担
金
予
算
は
不
用
額
と
し
て
処
理
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

市
当
局
の
答
弁
は
「
京
都
府
と
京
都

市
の
間
で
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
、
必
ず
し

も
順
調
に
進
ん
で
い
な
い
事
を
示
す
も

の
で
、
北
陸
新
幹
線
京
都
南
伸
計
画
の

矛
盾
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 

な
お
一
般
質
問
で
は
、
１８
年
度
以
降

「
建
設
促
進
同
盟
会
」
の
分
担
金
の
予

算
が
２
年
連
続
で
不
用
費
と
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
２０
年
度
も
当
初
予

算
に
計
上
さ
れ
た
こ
と
を
、
規
律
あ
る

財
政
と
は
言
え
な
い
と
批
判
し
、
仮
に

２０
年
度
も
不
用
費
に
な
る
の
で
あ
れ
ば

２１
年
度
は
当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き
で

は
な
い
と
求
め
ま
し
た
。 

 

▼
北
陸
新
幹
線
に
か
か
わ
る
情
報
公
開

を
積
極
的
に 

 

北
陸
新
幹
線
京
都
南
伸
計
画
に
か
か

わ
る
一
般
質
問
で
は
、
事
前
の
通
告
で

「
北
陸
新
幹
線
（
敦
賀･

新
大
阪
間
）
環

境
影
響
評
価
方
法
書
に
対
す
る
京
田
辺

市
長
の
意
見
な
ど
、
情
報
公
開
や
市
の

考
え
を
積
極
的
に
公
表
す
べ
き
。」
と
求

め
ま
し
た
。
通
告
は
８
月
２５
日
が
締
切

で
、
そ
の
数
日
後
に
は
京
田
辺
市
Ｈ
Ｐ

に
、
京
都
府
Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク
を
紹
介

す
る
形
で
、
京
田
辺
市
長
が
京
都
府
に

提
出
し
た
意
見
書
が
公
表
さ
れ
、
通
告

し
た
だ
け
で
実
現
し
た
事
例
と
な
り
ま

し
た
。 

 

一
般
質
問
で
は
、
京
田
辺
市
長
が
意

見
書
を
提
出
し
て
か
ら
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
公
表
で
き
る
よ
う
、
市
Ｈ
Ｐ
に

独
自
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
今
後
お

そ
ら
く
京
田
辺
市
長
が
、
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
、
い
ろ
ん
な
形
で
北
陸
新
幹
線

京
都
南
伸
計
画
に
つ
い
て
、
様
々
な
見

解
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
発
信
す
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
公
開
し
て
い

く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

▼
市
教
委
の
中
学
校
給
食
基
本
計
画

案
の
議
論
の
公
開
を 

 

８
月
１８
日
に
開
か
れ
た
京
田
辺
市

教
育
委
員
会
定
例
会
で
は
、
「
中
学
校

給
食
基
本
計
画
案
」
が
議
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
同
計
画
案
は
ま
だ
市

議
会
に
報
告
前
の
段
階
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
開
す
る
と
教
育
行
政
に
支
障

が
で
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
し
て
、
会

議
が
非
公
開
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
一
般
質
問
で
は
、
議
事
録
の
公
開
な

ど
を
求
め
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会

で
の
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
す
る
よ
う
求
め
、
市
当
局
か
ら

「
議
事
録
に
つ
い
て
は
作
成
出
来
次

第
、
公
開
し
て
い
く
。」
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
基
本

計
画
案
で
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
共
同

調
理
方
式
を
打
ち
出
し
て
い
る
事
に

つ
い
て
、
感
染
症
対
策
や
災
害
対
応
な

ど
リ
ス
ク
対
応
の
面
か
ら
も
問
題
で

は
な
い
か
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
計

画
案
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
場

所
は
、
木
津
川
に
近
く
市
が
作
成
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
木
津
川
が
増

水
、
氾
濫
な
ど
し
た
場
合
に
は
３
〜
５

ｍ
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
域
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
の
か
、
質
す
と
と
も
に
、
少
な
く
と

も
基
本
計
画
案
に
こ
れ
ら
の
対
策
を

盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
求
め

ま
し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
災
害
対
策
は
基
本

設
計
、
実
施
設
計
で
検
討
し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
の
議
論
で
は
候
補
地
が

浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
が
、
国
の
河
川
整
備
計
画
な
ど

を
説
明
し
理
解
を
得
た
。
浸
水
想
定
地

域
で
あ
る
こ
と
は
基
本
計
画
案
に
は

表
記
し
て
い
な
い
が
、
市
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
で
市
民
に
は
知
ら
せ
て

い
る
。
周
辺
の
河
川
整
備
計
画
は
国
、

府
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
木
津
川
の
堤

防
改
修
工
事
は
国
の
計
画
で
は
２
１

年
度
中
に
完
了
と
聞
い
て
い
る
。
京
都

府
に
よ
る
樋
門
整
備
も
進
ん
で
い

る
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

▼
小
中
学
校
体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー
を 

 

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
に
つ
い
て
と
り
上
げ
、
お
隣
の
八

幡
市
で
は
１２
の
小
中
学
校
の
う
ち
２

校
で
す
で
に
設
置
、
今
年
度
中
に
４
校

に
新
た
に
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
国
の
「
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
」
や
環
境
省
の
補
助
金
な
ど
有
利

な
財
政
支
援
策
を
活
用
し
て
、
市
の
財

政
負
担
を
抑
え
て
い
る
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。
八
幡
市
で
は
１
校
あ

た
り
の
設
置
経
費
は
５
〜
６
千
万
円

で
、
国
の
有
利
な
補
助
金
が
活
用
で
き

れ
ば
独
自
負
担
は
そ
の
１
／
３
、
１
５

０
０
〜
２
千
万
円
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

市
当
局
か
ら
「
来
年
度
か
ら
小
中
学

校
の
長
寿
命
化
計
画
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
く
。
財
政
課
題
も
あ
り
、
長

期
的
な
計
画
の
中
で
考
え
て
い
く
。」

と
答
弁
が
あ
り
、
国
の
「
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
」
な
ど
の
地
方
自
治
体
に

有
利
な
財
政
支
援
策
が
２０
年
度
ま
で

の
予
定
で
各
地
の
地
方
自
治
体
か
ら

そ
の
延
長
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
京
田
辺
市
と
し

て
も
国
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
支
援
策

の
延
長
を
求
め
て
い
く
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。 
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９
月
議
会
で
日
本
共
産
党
議
員

団
は
、
消
費
税
減
税
求
め
る
意
見

書
案
と
、
地
方
自
治
体
の
防
災
事

業
を
国
が
財
政
的
に
支
援
す
る
制

度
の
期
間
延
長
を
求
め
る
意
見
書

案
の
二
つ
を
提
案
し
ま
し
た
。
消

費
税
減
税
を
求
め
る
意
見
書
案
は

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

緊急防災・減災事業債の期間延長等を求める意見書 

 

 地震、津波、台風、豪雨等の自然災害は、近年、大規模化、多様化、複雑化する傾向にあ

り、家屋の倒壊、堤防の決壊や河川の氾濫、道路の寸断や橋梁の崩壊、土砂崩れなど、各地

で甚大かつ深刻な被害をもたらしている。 

 こうした災害リスクから国民の生命と財産を守り、我が国の社会・経済活動を将来にわた

って維持、発展させるためには、国と地方が一体となり、防災、減災の取り組みをはじめ、

もとの生活に早期に復旧するための対策が不可欠となっている。本市においても、様々な防

災対策を実施しているが、そのために必要な財源をいかに確保するのかという課題に直面し

ている。 

 この点で、国の緊急防災・減災事業債は、起債充当率が１００％で、そのうち元利償還金

の７０％が地方交付税措置となっており、地方自治体にとって極めて重要な財源である。ま

た、指定避難所となる小・中学校体育館へのエアコン設置やトイレの洋式化など多くの事業

に活用することが可能となっている。 

 しかし、この制度は令和２年度をもって終了予定とされており、今後の地方自治体の防災、

減災の事業をすすめる上で大きな不安材料となっている。 

 よって国におかれては、地方自治体が防災・減災対策にスピード感をもって取り組むこと

を可能にするため、緊急防災・減災事業債を令和３年度以降も継続することの措置を講じる

よう強く求める。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和２年９月２９日 

京都府京田辺市議会 

 

【提出先】 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、

国土交通大臣、内閣府特命担当大臣（防災） 

 

 

も
う
一
つ
の
意
見
書
案
に
つ
い

て
は
、
会
派
間
協
議
の
中
で
自
民

一
新
会
か
ら
同
様
の
趣
旨
の
意
見

書
案
を
提
案
す
る
と
表
明
が
あ

り
、
そ
れ
が
日
本
共
産
党
を
は
じ

め
ほ
と
ん
ど
の
会
派
の
共
同
提
案

と
な
っ
て
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
【
左
記
参
照
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
２５

日
に
開
か
れ
た
文
教
福
祉

常
任
委
員
協
議
会
で
、「
京
田
辺
市
学
校

施
設
長
寿
命
化
計
画
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て
」
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
１０
月
２１

日
〜
１１
月
２０
日
ま
で
１
か
月
間
、
閲
覧

場
所
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
教
育
委

員
会
、
中
央
図
書
館
、
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
、
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
三
山
木

福
祉
会
館
で
す
。
ご
意
見
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 

 

◆
京
田
辺
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

(

案)

の
概
要 

〇
計
画
の
背
景 

①
学
校
施
設
の
約
８

割
が
建
築
後
３０
年
超
え
る
。
京
田
辺

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
具
体
的
な
取
り
組
み
の
実
施
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
②
年
少
人
口

は
２
０
２
０
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が

続
く
と
予
想
。
大
規
模
開
発
が
行
わ

れ
た
南
部
地
域
は
２
０
２
５
年
ま
で

増
加
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
２
０
１

５
年
以
降
減
少
が
続
い
て
い
る
。 

 

〇
計
画
の
期
間 

２
０
２
１
年
度
〜
２

０
６
０
年
度
ま
で
の
４０
年
間 

(

約

５
年
お
き
に
見
直
し
を
実
施
） 

〇
計
画
の
目
的 

①
学
校
施
設
に
関
す

る
維
持
管
理
、
改
修
等
の
施
設
整
備

に
関
す
る
中
長
期
方
針
を
示
す
。
②

整
備
コ
ス
ト
の
縮
減
や
財
政
コ
ス
ト

の
平
準
化
を
図
る
。
③
安
全
・
安
心

で
継
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
施

設
の
実
現
。 

 

〇
計
画
の
対
象
施
設 

中
学
校
３
校
、

小
学
校
９
校
、
幼
稚
園
８
校 

計
２０

校
園 

〇
施
設
整
備
の
基
本
方
針 

①
規
模･

配
置
：
大
規
模
校
に
つ
い
て
は
現
状

維
持
、
過
大
規
模
校(

三
山
木
小
・

田
辺
中)

と
小
規
模
校
に
つ
い
て
は

対
策
を
検
討
。
幼
稚
園
は
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
を
検
討
。
②
維
持
管

理
：
定
期
的
な
点
検
や
計
画
的
な
修

繕
の
実
施
、
維
持
管
理
記
録
に
よ
る

情
報
管
理
。
③
運
営
の
効
率
化
：
長

寿
命
化
に
よ
り
運
営
経
費
の
削
減
、

財
政
負
担
の
平
準
化
の
改
修
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
。
小
学
校
プ
ー
ル
、
給
食

室
の
あ
り
方
検
討
。 

 

〇
目
標
使
用
年
数
８０
年
、
改
修
周
期

２０
年
を
基
本
と
す
る
。 

〇
長
寿
命
化
に
よ
る
コ
ス
ト
試
算
の
比

較 

            

〇
今
後
５
年
間
に
お
け
る
改
修
等
の
実

施
計
画 

 

〇
今
後
の
課
題
と
改
善
策 

課
題
：
①
維
持
・
更
新
コ
ス
ト
の
削

減
。
②
地
域
状
況
に
応
じ
た
対
応
。

③
更
新
時
期
を
迎
え
る
小
学
校
プ
ー

ル
へ
の
対
応
。
④
施
設
や
設
備
機
器

の
老
朽
化
が
進
む
小
学
校
給
食
室
へ

の
対
応
。 

改
善
策
：
①
小
規
模
校
や
過
大
規
模

校
に
お
け
る
施
設
の
適
正
化
。
②
小

学
校
の
プ
ー
ル
の
あ
り
方
検
討
。
③

小
学
校
の
給
食
室
の
あ
り
方
検
討
。

 

質
疑
の
中
で
、「
改
善
策
と
し
て
小
学

校
の
プ
ー
ル
の
あ
り
方
検
討
と
あ
る

が
、
無
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
」

「
小
学
校
の
給
食
室
の
あ
り
方
検
討
と

は
共
同
調
理
に
し
て
い
く
こ
と
な
の

か
」
の
問
い
に
「
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

実
質
利
用
が
１
年
間
で
数
日
と
い
う
中

で
管
理
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
プ

ー
ル
授
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
か
ら
検

討
し
た
い
」「
給
食
室
に
つ
い
て
は
、
老

朽
が
進
む
中
で
大
規
模
改
修
と
合
わ
せ

て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。 

そ
の
他
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

閲
覧
場
所
に
つ
い
て
、
も
っ
と
市
民
の

人
が
見
や
す
い
場
所
を
増
や
す
べ
き
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
提
出
で
、

多
く
の
市
民
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ

せ
ま
し
ょ
う
。 
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（
１
）
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

大
切
に
し
た
感
染
症
対
策
と
学
び

の
環
境
整
備
に
つ
い
て 

文
部
科
学
省
が
５
月
に
公
表
し

た
「
学
校
現
場
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え

た
学
校
で
の
身
体
的
距
離
の
指
標

を
示
し
、
ゆ
と
り
あ
る
空
間
で
の

授
業
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
密
集

回
避
の
目
安
と
し
て
、
感
染
レ
ベ

ル
２
・
３
で
は
「
２
ｍ
程
度
」
の

間
隔
で
２０
人
学
級
を
例
示
し
、
レ

ベ
ル
１
で
も
「
１
ｍ
」
の
間
隔
が

必
要
で
４０
人
学
級
で
は
必
要
な

間
隔
を
空
け
ら
れ
な
い
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。 

          

問 

現
場
の
声
に
応
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

教
育
条
件
を
改
善
し
、
子
ど
も

達
一
人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
授
業
環
境
確

立
の
た
め
に
も
、
先
生
を
増
や

し
て
少
人
数
学
級
拡
充
を
進
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
全
国
市

長
会
で
も
求
め
て
い
る
が
、
あ

ら
た
め
て
市
長
、
教
育
長
の
考
え

を
聞
く
。 

教
育
指
導
監 

コ
ロ
ナ
の
こ
と
も

含
め
、
今
後
新
し
い
時
代
に
向
け

た
教
育
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
少
人
数
学
級
、
少
人
数
教

育
の
充
実
は
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
る
。
現
在
、
専
科
教
員
あ
る

い
は
教
科
担
任
制
、
小
・
中
連
携

加
配
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
実
態
に
応
じ
た
教
育

方
法
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

問 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
清
掃
・
消
毒
・
オ
ン
ラ
イ
ン
整

備
な
ど
の
た
め
の
支
援
員
の
配

置
状
況
に
つ
い
て
、
全
て
の
学
校

へ
の
配
置
実
現
へ
市
教
育
委
員

会
の
今
後
の
方
針
と
計
画
に
つ

い
て
問
う
。 

教
育
指
導
監 

未
配
置
校
は
現
在

３
校
。
う
ち
１
校
は
地
域
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
。
あ

と
１
校
は
近
日
中
に
決
ま
る
。
残

る
１
校
は
京
都
府
教
育
委
員
会

の
講
師
登
録
か
ら
の
紹
介
で
、
面

談
を
し
て
進
め
て
い
く
。
今
後
、

全
て
の
学
校
に
配
置
が
可
能
に

な
る
。 

問 

集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
学
校

教
職
員
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
国
に
市
と
し
て
要
望
す
べ

き
。 

教
育
部
長 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
現
在
、

濃
厚
接
触
者
を
中
心
に
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
感
染
予

防
対
策
、
教
職
員
の
健
康
観
察
を

引
き
続
き
励
行
し
て
い
く
。 

 

（
２
）
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用

者
と
事
業
者
を
公
的
支
援
で
支
え
る

仕
組
み
を 

厚
労
省
の
「
特
例
措
置
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
る
減
収
対
策
と
し
て
、
介
護
保
険

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
事
業
者
に
介
護
報
酬
の
上
乗
せ
を

認
め
る
「
特
例
措
置
」
を
通
知
し
た

も
の
で
、
事
業
者
が
利
用
者
か
ら
「
事

前
の
同
意
」
を
得
る
こ
と
を
条
件
に
、

例
え
ば
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
提

供
サ
ー
ビ
ス
時
間
よ
り
２
段
階
高
い

介
護
報
酬
を
月
４
回
ま
で
算
定
で
き

ま
す
。
介
護
報
酬
の
上
乗
せ
は
、
所

得
に
よ
り
１
〜
３
割
の
利
用
料
負
担

の
増
額
に
つ
な
が
り
ま
す
。
算
定
さ

れ
る
と
利
用
者
に
筋
違
い
の
負
担
増

 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
強
い
ら
れ
る
た
め
中
止
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家

や
事
業
所
か
ら
も
国
の
「
特
例
措

置
」
の
「
問
題
」
と
し
て
、
「
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
利
用
者
に
対
し

て
通
常
と
は
異
な
る
介
護
報
酬
を

請
求
す
る
明
確
な
根
拠
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
」
「
利
用
者
の
同
意

が
前
提
で
あ
る
た
め
、
同
意
を
得
ら

れ
た
利
用
者
と
得
ら
れ
な
い
利
用

者
と
で
不
公
平
が
生
じ
る
場
合
が

あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

問 

介
護
報
酬
の
上
乗
せ
を
認
め

る
特
別
措
置
に
よ
る
利
用
料
加

算
に
つ
い
て
京
田
辺
市
で
の
実

態
を
聞
く
。 

健
康
福
祉
部
長 

市
内
事
業
所
か

ら
も
本
件
に
係
る
介
護
報
酬
の

算
定
方
法
に
つ
い
て
、
多
く
の
お

問
合
せ
が
あ
る
が
、
６
月
か
ら
開

始
さ
れ
て
請
求
自
体
も
こ
れ
か

ら
出
て
く
る
よ
う
な
状
況
で
、
実

際
に
こ
の
算
定
の
取
扱
い
を
さ

れ
て
い
る
事
業
所
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
も
現
段
階
で
は
把
握

が
で
き
る
資
料
が
今
の
と
こ
ろ

は
な
い
状
況
。 

問 

介
護
事
業
所
で
は
、
感
染
を
恐

れ
た
利
用
者
の
「
サ
ー
ビ
ス
利
用

控
え
」
が
起
こ
り
、
経
営
難
が
広

が
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
深
刻
な

人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
た
介

護
の
現
場
で
基
盤
崩
壊
が
起
こ

り
か
ね
な
い
。
市
内
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
問
う
。 

健
康
福
祉
部
長 

全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
４
月
、
５

月
に
お
い
て
は
、
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
回
数
が
１５
か
ら
２０
％

程
度
減
少
、
解
除
と
な
っ
た
６
月

以
降
に
つ
い
て
は
、
発
令
前
と
同

程
度
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
市

内
の
事
業
所
か
ら
経
営
が
厳
し

い
と
い
っ
た
相
談
は
寄
せ
ら
れ

て
い
な
い
。
支
援
策
と
し
て
は
、

京
都
府
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
職
員
へ
の
慰
労
金
の
支
給
や
、

感
染
症
対
策
の
必
要
経
費
の
補

助
な
ど
適
宜
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。 

問 

集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
介

護
・
福
祉
施
設
で
働
く
職
員
や

入
所
者
に
は
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
国
の
責
任
で
行
う
こ

と
を
市
と
し
て
要
望
す
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長 

現
在
、
濃
厚
接

触
者
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

る
。
市
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は

基
本
的
な
感
染
症
予
防
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
、
感
染
予
防
の
相
談

や
マ
ス
ク
・
消
毒
薬
の
配
布
を

行
っ
て
き
て
い
る
。 

 

（
３
）
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉

避
難
所
の
設
置
運
営
に
つ
い
て 

「
福
祉
避
難
所
」
と
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
う
ち
、
一
般
の

避
難
所
生
活
に
お
い
て
何
ら
か
の

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
「
災

害
時
要
配
慮
者
」
に
対
す
る
体
制

を
整
備
し
た
避
難
所
を
指
す
も
の

で
、
災
害
発
生
時
に
必
要
に
応
じ

て
開
設
さ
れ
る
二
次
的
避
難
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

問 

現
在
、
市
内
で
は
７
か
所
の

福
祉
避
難
所
の
設
置
が
可
能
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
計
画
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

本
市
で
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
始
め
と
す

る
社
会
福
祉
法
人
を
中
心
に
、

福
祉
避
難
所
設
置
の
協
定
を
締

結
し
て
き
た
。
今
年
医
療
法
人

と
協
定
し
、
市
内
７
か
所
と
な

る
。
今
後
も
、
条
件
的
に
適
切

で
協
力
を
頂
け
る
施
設
に
対
し

て
は
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

問 

二
次
的
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
状
に
即
し
た
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。
市
の
考

え
を
問
う
。 

健
康
福
祉
部
長 

災
害
の
種
類
や

規
模
な
ど
発
生
の
状
況
に
よ
り

避
難
を
す
べ
き
対
象
者
は
変
化

を
し
、
配
慮
を
要
す
る
方
々
の

状
況
も
変
化
す
る
と
考
え
て
い

る
。
支
援
を
行
う
受
入
れ
側
の

体
制
を
整
え
る
こ
と
も
必
要
。

そ
の
た
め
、
１
次
的
な
避
難
所

に
ま
ず
は
避
難
し
て
い
た
だ

き
、
支
援
の
必
要
な
状
況
に
応

じ
た
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。 
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９
月
１０
日
に
文
教
福
祉
常
任
委

員
会
が
開
か
れ
、
議
案
と
補
正
予
算

の
審
議
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。 

 

◆
議
案
審
議
に
つ
い
て 

「
京
田
辺
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
市
立
小
学

校
及
び
中
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生

徒
が
１
人
１
台
利
用
で
き
る
よ
う
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
取
得
す
る
財

産
取
得
に
つ
い
て
」
審
議
し
ま
し

た
。 タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
６
７
０
０
台

を
約
５
億
１
７
０
０
万
円
で
購
入

す
る
も
の
で
す
。
一
般
入
札
の
結

果
、
富
士
電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社
京
都
支
店
か
ら
に
決

ま
り
ま
し
た
。
審
議
の
中
で
、
「
端

末
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
」、「
学
年
ご
と
の
使
用
が
考
え

ら
れ
て
い
る
の
か
」、「
基
本
は
学
校

で
活
用
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
必
要
な
時
に

持
ち
帰
り
が
で
き
る
の
か
」
の
質
問

に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ

部
会
を
設
置
し
、
活
用
方
法
を
検
証

し
つ
つ
進
め
て
い
く
」
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
購
入
財
源
に
つ
い

て
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
か

ら
約
２
億
２
６
７
万
円
、
国
の
情
報

機
器
整
備
費
補
助
金
と
し
て
約
１

億
９
１
３
８
万
円
、
不
足
分
に
つ
い

て
は
市
の
一
般
財
源
か
ら
約
１
億

２
２
７
９
万
円
充
て
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致

の
か
さ
え
把
握
さ
れ
て
い
な
い
現
状

で
し
た
。 

２
０
０
８
年
に
学
校
給
食
法
が
改

正
さ
れ
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推

進
、
給
食
へ
の
運
営
責
任
が
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
の
一

環
で
あ
る
学
校
給
食
業
務
を
、
利
益

を
追
求
す
る
企
業
に
任
せ
る
民
間
委

託
は
中
止
し
、
子
ど
も
た
ち
に
教
育

委
員
会
が
責
任
を
持
っ
て
安
全
で
お

い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に

も
、
全
て
の
小
学
校
で
直
営
調
理
に

戻
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し

た
。 

 

◆
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て 

「
不
登
校
及
び
引
き
こ
も
り
問
題
に

つ
い
て
」「
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

等
施
設
整
備
に
つ
い
て
」
の
２
つ
の

テ
ー
マ
で
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
担
当
部
局
へ
質
問
調
査
後
、

今
後
の
進
め
方
も
含
め
委
員
間
討
議

を
行
い
ま
し
た
。
１２
月
議
会
で
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
補
正
予
算
に
つ
い
て
：
２
０
２
０

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

◎
小
・
中
学
校
感
染
症
対
策
及
び
学

習
保
障
事
業
（
３
９
９
０
万
円
） 

学
校
再
開
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
を
徹
底
し

な
が
ら
児
童
及
び
生
徒
の
学
習
保
障

を
す
る
た
め
の
新
た
な
試
み
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
校
長
の
判
断
で
迅

速
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
と
な
る
備
品
や
消

耗
品
の
購
入
等
を
支
援
す
る
事
業
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

財
源
は
、
国
庫
出
金
か
ら
各
学
校

に
児
童
・
生
徒
数
に
応
じ
て
２
０
０

万
円
〜
４
０
０
万
円
の
給
付
が
充
て

ら
れ
ま
す
。
各
学
校
か
ら
要
求
一
覧

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◎
小
学
校
給
食
で
の
調
理
業
務
民
間

委
託
事
業
に
つ
い
て
、
松
井
ケ
丘

小
・
草
内
小
で
委
託
継
続
の
た
め
の

債
務
負
担
行
為
（
１
億
３
７
０
０
万

円
） 小

学
校
給
食
で
の
調
理
業
務
委
託

事
業
が
２
０
１
０
年
か
ら
始
ま
り
、

３
年
ご
と
の
事
業
者
更
新
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
導
入
時
に
は
、
直
営

方
式
か
ら
委
託
事
業
に
変
え
る
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、
市
は
費
用
対
効
果
が

大
き
い
こ
と
を
理
由
に
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
委
員
会
審
議
の
中
で
、

調
理
直
営
校
の
事
業
費
の
経
費
に
つ

い
て
の
質
問
に
対
し
、
資
料
が
な
く

答
弁
で
き
ず
、
民
間
委
託
と
の
費
用

対
効
果
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
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９
月
１１
日
、
建
設
経
済
常
任
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
岡
本
り
ょ
う
い

ち
議
員(

委
員
長)

が
委
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
委
員
長
は
採
決

に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

（
１
）
議
案
審
査
に
つ
い
て 

◆
京
田
辺
市
工
場
立
地
法
に
基
づ

く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
…
全
員
賛
成
で
可
決
（
本

会
議
で
反
対
討
論
） 

【
説
明
】
企
業
の
積
極
的
な
設
備
投

資
を
促
進
し
、
市
内
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
創
出
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
独
自
の
基
準
を
定
め
る

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。
主
な
内

容
と
し
て
は
工
業
専
用
地
に
限

り
、
特
定
工
場
が
設
置
す
べ
き
緑

地
を
含
む
環
境
施
設
の
面
積
割
合

を
敷
地
の

２５
％
以
上
か
ら
１５
％

以
上
に
、
重
複
緑
地
の
面
積
を
設

置
す
べ
き
緑
地
の

２５

％
か
ら

５０
％
以
内
に
そ
れ
ぞ
れ
緩
和
す

る
。 

 

【
反
対
理
由
】
同
議
案
は
、
工
業
専

用
地
域
の
緑
地
面
積
率
を
大
幅
に

緩
和
す
る
も
の
で
す
。
地
球
温
暖

化
防
止
と
い
う
地
球
的
規
模
の
問

題
に
世
界
中
が
取
り
組
む
中
で
、

環
境
分
野
で
の
規
制
を
緩
和
す
る

こ
と
は
時
代
に
逆
行
し
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
工
場
敷
地
内
に
お

け
る
緑
地
帯
は
、
第
１
に
「
工
場

内
の
騒
音
防
止
効
果
」
、
第
２
に

「
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
を

取
り
除
く
効
果
や
炭
酸
同
化
作
用

に
よ
る
大
気
の
清
浄
化
」、
第
３
に

「
火
災
や
爆
発
な
ど
の
事
故
発
生

時
の
緩
衝
地
帯
の
役
割
」、
第
４
に

「
無
機
質
な
工
業
地
域
に
お
け
る

近
隣
住
民
へ
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
効
果
」
な
ど
、
環
境
保
全
や
防

災
上
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
気
汚
染
・
土

壌
汚
染
・
水
質
汚
濁
と
い
っ
た
高

度
成
長
期
に
お
き
た
深
刻
な
公
害

の
反
省
の
上
に
た
ち
、
現
在
の
環

境
基
準
を
作
り
上
げ
て
き
た
も
の

で
す
。 

 

ま
た
本
市
は
、
第
４
次
総
合
計

画
に
お
い
て
「
緑
豊
か
で
健
康
な

文
化
田
園
都
市
」
を
目
指
す
と
し

て
い
る
こ
と
や
、
京
田
辺
市
市
民

憲
章
で
も
、
「
自
然
環
境
を
ま
も

り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
緑
地
を
減

ら
し
、
環
境
対
策
を
後
退
さ
せ
る

本
議
案
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。 

 

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
…

全
員
賛
成
で
可
決
（
本
会
議
で
反

対
討
論
） 

【
説
明
】
宅
地
開
発
に
よ
り
新
設
さ

れ
た
道
路
及
び
、
認
定
基
準
見
直

し
に
伴
い
宅
地
開
発
に
よ
り
築
造

さ
れ
た
転
回
広
場
を
よ
う
す
る
道

路
に
つ
い
て
、
道
路
法
の
規
定
に

基
づ
き
路
線
の
認
定
を
行
う
た
め

提
案
す
る
も
の
。
そ
の
内
容
と
し

て
は
、
認
定
基
準
の
見
直
し
に
伴

い
、
転
回
広
場
を
よ
う
す
る
道
路

に
つ
い
て
新
た
に
認
定
す
る
。 

【
反
対
理
由
】
こ
れ
ま
で
京
田
辺
市

で
は
約
２０
年
間
、
ミ
ニ
住
宅
開
発

な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
転
回
道
路

や
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
道

路
に
つ
い
て
、「
法
定
外
道
路
」
と

し
て
管
理
し
、
良
好
な
住
環
境
整

備
や
交
通
安
全
、
防
災
上
の
観
点

か
ら
「
市
道
」
と
し
て
は
認
定
し

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

委
員
会
審
議
で
は
、
市
は
「
通

り
抜
け
で
き
る
道
路
が
望
ま
し

い
。
そ
れ
は
い
ま
も
変
わ
ら
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、「
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
法
定
外
道
路
で
あ
れ
ば
、

市
の
単
費
と
な
る
。
今
後
に
お
い

て
は
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う

た
め
に
、
市
と
し
て
は
認
定
道
路

と
し
、
生
活
道
路
舗
装
修
繕
計
画

に
い
れ
て
、
国
費
を
活
用
し
て
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
答

弁
で
し
た
。 

本
来
、
国
の
道
路
に
関
す
る
基

準
で
は
、
開
発
区
域
内
に
道
路
を

新
設
す
る
場
合
、
既
存
道
路
へ
の



 
 
 
 
 
 
 
 

接
続
は
、
原
則
２
路
線
以
上
設
け

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
防
災
上
、
交
通
処
理
上
支
障

が
な
い
と
市
長
が
認
め
た
場
合
は

こ
の
限
り
で
な
い
。
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
容
認
さ
れ
る
こ
と
は
、

極
め
て
ま
れ
な
事
例
で
す
。
こ
れ

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
開

発
時
に
は
、
市
民
の
身
近
に
あ
る

生
活
道
路
に
お
い
て
は
、
住
環
境

や
災
害
・
救
急
時
の
こ
と
を
考
慮

し
て
、
出
入
り
口
が
同
じ
と
な
る

「
転
回
広
場
付
き
道
路
」
は
適
切

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。 市

民
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
市
は
開
発
業
者
に

対
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
で
指
導

を
行
っ
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
通
り

市
の
責
任
に
お
い
て
、
法
定
外
道

路
と
位
置
付
け
て
管
理
を
行
う
こ

と
を
求
め
て
反
対
し
ま
し
た
。 

 

（
２
）
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
） 

◎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
（
７
１
０
０
万
円
） 

【
説
明
】
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

拡
大
で
、
市
内
経
済
が
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
て
い
る
。
そ
の
市

内
消
費
拡
大
と
事
業
者
支
援
を
目

的
に
す
る
。
ポ
イ
ン
ト
還
元
率

２０
％
、
上
限
１
千
円
／
１
回
・
３

千
円
、
期
間
は
２１
年
１
月
。 

 

【
討
論
】
委
員
会
審
議
で
は
、
市

は
経
済
効
果
に
つ
い
て
「
利
用
可

能
店
舗
数
が
約
２
０
０
店
舗
、
利

用
想
定
人
数
が
約
１
万
７
千
人
、

市
内
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
約

５
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
５
億
円
の
説
明
と
し

て
は
、
予
算
額
７
千
万
円
が
す
べ

て
利
用
さ
れ
た
場
合
の
４
億
２
千

万
円
と
、
平
成
２７
年
度
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
実
績
と
し

て
、
消
費
喚
起
分
３０
％
８
４
０
０

万
円
を
あ
わ
せ
て
、
約
５
億
円
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
内
の
利
用
想
定
人
数

１
万
７
千
人
の
根
拠
で
す
が
、
ス

マ
ホ
決
済
が
で
き
る
業
界
最
大
手

の
普
及
率
が

２５
％
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

全
国
平
均
で
あ
り
京
田
辺
市
内
で

２５
％
の
市
民
が
利
用
す
る
か
ど

う
か
は
、
推
計
値
で
す
。
そ
の
点

に
お
い
て
は
、
根
拠
が
薄
弱
で
あ

り
、
本
当
に
市
内
業
者
に
と
っ
て
、

そ
れ
だ
け
の
経
済
効
果
が
見
込
め

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
説
得
力
が

弱
い
答
弁
で
し
た
。 

い
ま
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
影

響
を
受
け
た
中
小
業
者
は
、
収
入

が
途
絶
え
て
も
、
給
料
、
家
賃
、

リ
ー
ス
料
、
税
金
・
社
会
保
険
料
、

公
共
料
金
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
負

担
が
求
め
ら
れ
て
お
り
倒
産
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
活
性

化
を
目
的
と
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
否
定
は

し
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
事
業
継

続
が
厳
し
い
市
内
業
者
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
市
内
業
者
を
直
接
支

援
す
る
事
業
継
続
支
援
金
や
、
固

定
費
補
助
な
ど
の
さ
ら
な
る
改
善

と
拡
充
を
行
う
べ
き
だ
と
、
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 
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▼
朝
令
暮
改
の
個
人
番
号
通
知
カ

ー
ド
廃
止 

 

国
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ

ー
ド
」
を
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
再
交
付
の
際
の
手
数
料
に
関

す
る
規
定
を
削
除
す
る
「
手
数
料

徴
収
条
例
」
改
正
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。 

 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
設
計
当

初
は
計
画
に
無
か
っ
た
も
の
で
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
す

べ
て
の
国
民
が
保
持
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
を
一
緒
に

提
示
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
何
番
で
あ
る
か
を
証
明

す
る
書
類
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
れ
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
運

用
か
ら
わ
ず
か
５
年
で
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
審
議
で
「
な

ぜ
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
に
な
る
の

か
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
市
当

局
か
ら
は
「
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
促
進
す
る
た
め
に
廃

止
さ
れ
る
。
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
が
難
し
い
と
し
て
通
知
カ
ー
ド

を
発
行
し
な
が
ら
、
今
度
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
遅
れ

て
い
る
か
ら
、
そ
の
代
わ
り
に
発

行
し
た
も
の
を
廃
止
し
て
促
進
す

る
と
い
う
の
は
い
い
加
減
な
話
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

委
員
会
審
議
で
は
そ
の
こ
と
を

指
摘
し
、
国
の
い
い
加
減
な
や
り

方
を
朝
令
暮
改
の
典
型
で
は
な
い

か
と
批
判
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

背
景
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

対
す
る
国
民
の
不
安
と
批
判
が
あ

り
、
制
度
そ
の
も
の
が
国
民
に
求

め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と

指
摘
し
て
、
反
対
し
ま
し
た
。 

 

▼
京
田
辺
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
財
政
的
影
響 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が

市
財
政
に
全
体
と
し
て
ど
れ
く
ら

い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
と

り
上
げ
ま
し
た
。 

 

収
入
面
で
は
、
国
の
１
、
２
次

補
正
で
決
ま
っ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
と
し
て
京
田
辺
市

に
交
付
さ
れ
た
額
は
、
合
計
で
７

億
１
３
６
７
万
円
に
な
り
ま
す
。 

 

支
出
面
で
は
、
京
田
辺
市
独
自

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
今
回
の
補
正
ま
で
で
、
合

計
し
て
１１
億
３
１
７
５
万
円
と
な

り
ま
す
が
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
臨
時
交
付
金
以
外

の
、
国
の
補
助
金
が
入
っ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
実
質
的
に
は
９
億

１
１
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
約
９
億
円
の
内
、
７
億
円

ち
ょ
っ
と
が
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
臨
時
交
付
金
を
財

源
と
し
て
い
る
の
で
、
京
田
辺
市

の
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
事
業
費
の
う
ち
、
市
独
自

の
財
政
負
担
は
約
２
億
円
に
な
り

ま
す
。 

 

一
方
、
今
回
の
５
号
補
正
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

中
止
に
な
っ
た
様
々
な
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
費
用
を
減
額
す
る
処

理
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
止
に

な
っ
た
事
業
に
は
、
５
月
の
国
際

的
な
自
転
車
レ
ー
ス
Ｔ
Ｏ
Ｊ
や
、

ワ
ー
ル
ド
・
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ゲ
ー

ム
・
プ
レ
大
会
な
ど
か
ら
、
市
内

小
中
学
生
の
ひ
ろ
し
ま
訪
問
事

業
、
全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会
、
消
防
団
操
法
大
会
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、
市
当
局
か
ら
「
中

止
に
な
ど
に
よ
る
支
出
の
減
額

は
、
合
計
で
約
３
４
０
０
万
円
。」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

市
独
自
の
財
政
負
担
と
な
っ
た

約
２
億
円
は
小
さ
な
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
当
局
か
ら
は
、
市
の

貯
金
と
も
言
え
る
「
財
政
調
整
基

金
が
前
年
同
時
期
よ
り
２
億
円
減

額
し
て
い
る
」
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。
た
だ
予
算
と
の
関
係

 
 
 
 
 
 
 
 

で
見
れ
ば
、
支
出
額
も
３
４
０
０
万

円
減
額
し
て
い
る
の
で
、
財
政
的
な

影
響
は
１
億
６
〜
７
千
万
円
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。 

 

▼
国
保
税
コ
ロ
ナ
減
免
の
活
用
へ
制

度
周
知
を 

 

９
月
議
会
の
総
務
常
任
委
員
会

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
の
国
保
税
の
減
免
状
況
に

つ
い
て
も
と
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

市
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

理
由
と
し
た
国
保
税
の
減
免
措
置

は
８
月
末
の
時
点
で
５７
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

国
の
「
持
続
化
給
付
金
」
の
利
用

者
数
は
、
京
田
辺
市
が
把
握
し
て
い
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ツイッターを見てください。 

る
分
だ
け
で
も
市
内
で
６
０
０
件

を
超
え
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
が
国

保
加
入
世
帯
で
は
な
い
で
す
が
、
も

っ
と
減
免
制
度
の
利
用
も
あ
っ
て

良
い
の
で
は
思
い
ま
す
。 

 

業
者
の
方
か
ら
は
、
国
保
税
が
減

額
で
き
る
と
い
う
制
度
自
体
が
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
も
紹

介
し
、
国
保
担
当
部
局
だ
け
で
な

く
、
市
内
の
自
営
業
者
な
ど
の
支
援

を
し
て
い
る
経
済
担
当
部
局
と
も

連
携
し
、
中
小
業
者
の
暮
ら
し
と
営

業
を
丸
ご
と
応
援
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し

た
。
小
さ
な
零
細
業
者
に
は
国
保
加

入
の
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ら
の
方
々
の
経
営
支
援
の
相
談

に
の
る
際
に
は
、
経
済
的
な
支
援
制

度
だ
け
で
な
く
、
国
保
税
の
減
免
を

は
じ
め
、
介
護
保
険
料
な
ど
生
活
者

へ
の
支
援
策
な
ど
も
あ
わ
せ
て
紹

介
し
て
、
応
援
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

市
当
局
か
ら
も
「
他
の
部
署
と
も

連
携
し
て
や
っ
て
い
く
よ
う
、
検
討

し
て
い
く
。
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
の

で
、
し
っ
か
り
進
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 

京
田
辺
市
議
会
と
、
同
志
社
女
子

大
学
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
創
造
学

科
の
関
口
ゼ
ミ
の
学
生
の
み
な
さ

ん
と
模
擬
議
会
形
式
で
の
意
見
交

換
会
を
、
１１
月
１２
日
（
木
）
午
後

１
時
１５
分
か
ら
２
時
３０
分
ま
で
の

間
で
開
催
し
ま
す
。
京
田
辺
市
議
会

本
会
議
場
で
行
う
の
で
、
当
日
は
議

会
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ラ
イ
ブ
中
継
も
実
施
し
ま
す
。
な

お
中
継
録
画
の
配
信
は
市
議
会
と

し
て
は
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
同
志
社
女

子
大
の
学
生
の
方
が
編
集
し
て
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に
ア
ッ
プ
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

 

２
日
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
委

員
会
で
は
、
意
見
交
換
会
で
は
１７

人
の
大
学
生
が
市
政
に
関
わ
っ
て

「
質
問
通
告
」
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
運
営
な
ど
協
議

し
ま
し
た
。 
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１０
月
２０
日
の
総
務
常
任
委
員
協

議
会
で
、
市
当
局
は
２
０
２
２
年
４

月
よ
り
、
中
央
体
育
館
、
田
辺
公
園

野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
防
賀
川

公
園
コ
ー
ト
、
田
辺
公
園
プ
ー
ル
の

使
用
料
を
基
本
的
に
引
き
上
げ
る

方
針
を
提
示
し
ま
し
た
。
な
お
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
よ
る
経
費
減
で
一
部
、
夜
間

使
用
料
が
引
き
下
が
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。 

 

引
上
げ
の
理
由
と
し
て
、
①
中
央

体
育
館
の
空
調
設
備
導
入
な
ど
大

規
模
改
修
や
、
夜
間
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
人
工
芝
改
修
な
ど
の
費
用
の
利

用
者
負
担
が
必
要
、
②
３０
年
以
上
料

金
改
定
を
し
て
お
ら
ず
、
近
隣
市
町

と
比
べ
使
用
料
が
半
額
以
下
に
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
、
を
あ
げ
て

い
ま
す
。 

 

使
用
料
改
定
の
基
本
方
針
と
し

て
、
中
央
体
育
館
大
規
模
改
修
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
人
工
芝
改
修
に
か
か
る
１

時
間
あ
た
り
の
コ
ス
ト
を
算
出
し

そ
の
半
額
程
度
を
利
用
者
負
担
と

す
る
、
安
全
・
快
適
な
環
境
提
供
の

た
め
、
照
明
料
・
空
調
料
を
含
め
た

使
用
料
と
す
る
、
田
辺
公
園
プ
ー
ル

は
夏
期
割
引
料
金
を
廃
止
し
通
年

同
一
料
金
と
す
る
、
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
料
金
改
定
案
は
別
表

の
通
り
で
す
。 

 

市
当
局
は
、
料
金
引
上
げ
の
た
め

の
条
例
改
正
議
案
を
１２
月
議
会
に

提
出
し
、
可
決
さ
れ
た
ら
１
年
の
周

知
期
間
を
経
て
２２
年
４
月
よ
り
改

定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

質
疑
で
、
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議
員

は
、
「
中
央
体
育
館
の
空
調
設
置
工

事
は
来
年
１
〜
３
月
だ
が
、
野
球

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
防
賀
川
公
園

の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
人
工
芝
改
修
な

ど
は
い
つ
実
施
さ
れ
る
の
か
。
施
設

改
修
が
料
金
改
定
の
理
由
と
さ
れ

て
い
る
の
に
、
改
修
前
に
料
金
が
改

定
さ
れ
る
こ
と
は
理
解
を
え
ら
れ

な
い
。
」
と
質
問
し
、
市
当
局
か
ら

「
野
球
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
費
用
は
３

７
０
０
万
円
。
改
修
は
建
設
部
と
協

議
し
て
早
急
に
年
次
計
画
を
た
て

て
取
り
組
む
。
具
体
的
な
実
施
時
期

は
い
え
な
い
。
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
に

つ
い
て
、
「
空
調
、
照
明
費
用
込
み

の
料
金
設
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
季

節
に
よ
っ
て
は
空
調
の
必
要
な
い

時
期
も
あ
る
。
そ
う
い
う
時
も
同
一

料
金
と
す
る
こ
と
は
理
解
を
得
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
季
節
料
金

を
設
定
す
る
な
ど
す
べ
き
で
は
な

い
か
。」
と
の
質
問
に
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
審
議
会
で
は
、
別
料
金
、
季
節
別

料
金
、
込
み
料
金
の
３
案
を
出
し
た

が
、
近
年
は
夏
の
猛
暑
や
冬
の
寒
さ

も
あ
り
、
季
節
料
金
の
設
定
は
困
難

と
し
て
、
込
み
料
金
に
な
っ
た
。
」

答
え
ま
し
た
。

と
答
え
ま
し
た
。 

 

「
関
係
団
体
へ
の
意
見
聴
取
は
ど

う
い
う
形
で
や
ら
れ
た
の
か
？
多
く

の
市
民
が
利
用
す
る
施
設
で
あ
り
、

料
金
改
定
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
市
当
局

は
「
意
見
聴
取
は
市
体
育
協
会
か
ら

お
こ
な
っ
た
。
体
協
加
盟
の
各
団
体

の
意
見
聴
取
は
、
体
協
内
部
で
理
事

会
や
加
盟
団
体
か
ら
の
意
見
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
」

「
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
で
議
論
し
て
も

ら
い
、
体
協
か
ら
も
意
見
を
聞
い
て

お
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
考

え
て
い
な
い
。
」
と
い
う
答
え
で
し

た
。 

 
他
の
議
員
か
ら
は
、「
受
益
者
負
担

の
基
本
的
な
考
え
方
が
整
理
さ
れ
た

こ
と
は
良
い
。
市
全
体
で
こ
う
い
う

考
え
方
を
共
有
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
北
部
、
中
部
の
住
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
の
使
用
と
の
格
差
も
出

て
く
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
た
考
え
方

を
整
理
す
べ
き
で
は
。
」
と
質
疑
が
あ

 
 
 
 
 
 
 
 

り
、
市
当
局
は
「
料
金
改
定
実
施
ま

で
１
年
の
猶
予
が
あ
る
の
で
、
文
化

施
設
な
ど
も
含
め
て
考
え
方
を
整

理
し
た
い
。」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

◆
京
田
辺
市
、
同
志
社
大
学
・
同
志

社
女
子
大
学
連
携
研
究
事
業
に
つ
い

て 

 

な
お
こ
の
日
の
総
務
協
議
会
で

は
他
に
、
京
田
辺
市
が
同
志
社
大

学
・
同
志
社
女
子
大
学
に
、
京
田
辺

市
の
地
域
振
興
に
つ
な
が
り
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
た
市
民

生
活
の
向
上
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
研
究
活
動
に
、
研
究
委
託
料

を
交
付
す
る
「
連
携
研
究
事
業
」
に

つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
１

研
究
あ
た
り
の
委
託
料
上
限
は
１

０
０
万
円
と
し
、
全
体
の
予
算
３
０

０
万
円
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
り
広
く
全
国
か
ら
寄
付

を
募
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

京
田
辺
市
の
１９
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
を
審
議

す
る
決
算
特
別
委
員
会
が
１０
月
に
行

わ
れ
、
日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は
青

木
こ
う
じ
ろ
う
議
員
が
所
属
し
、
問
題

点
な
ど
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。 

 

▼
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
市
政

に 

               

社
会
保
障
改
悪
に
よ
る
負
担
増
や

教
育
費
負
担
の
増
大
、
ま
た
雇
用
の
不

安
定
化
、
景
気
の
低
迷
、
さ
ら
に
消
費

税
１０
％
増
税
な
ど
が
続
く
中
で
、
市

民
の
暮
ら
し
は
大
変
で
、
生
活
不
安
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
決
算
特
別
委
員
会

で
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
、
市
民
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
市
政
が
求
め
ら
れ
て

提
起

い
る
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

図
の
グ
ラ
フ
は
、
京
田
辺
市
の
１
世

帯
あ
た
り
の
年
間
所
得
の
推
移
を
示
し

て
い
ま
す
。
１５
年
度
以
降
は
増
加
傾
向

に
あ
る
と
は
い
え

１９
年
度
の
年
間
所

得
は
３
６
７
万
９
千
円
に
と
ど
ま
り
、

依
然
と
し
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
大

き
く
落
ち
込
ん
だ
状
況
を
脱
し
て
い
ま

せ
ん
。 

 

ま
た
生
活
保
護
世
帯
数
や
、
生
活
が

き
び
し
い
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支
援
で

あ
る
「
就
学
援
助
」
の
件
数
も
、
１９
年

度
は
増
加
し
て
い
ま
す
。「
就
学
援
助
」

件
数
の
増
加
の
理
由
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、
市
当
局
は
「
景
気
が
悪
化
し
、

収
入
減
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。」
と
答
弁
し
、
生
活

保
護
世
帯
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
「
階

層
で
み
る
と
高
齢
者
の
単
身
世
帯
で
増

え
て
い
る
。」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

総
括
質
疑
で
は
こ
れ
ら
を
示
し
て
、

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
に
つ
い
て
市
長

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
問
う
と
と

も
に
、
都
市
計
画
税
の
引
下
げ
や
国
保

税
の
負
担
軽
減
、
５
億
円
の
基
金
を
活

用
し
た
介
護
保
険
料
引
下
げ
な
ど
、
市

民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
負
担
軽
減
に

取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

市
長
は
「
国
や
府
の
報
告
で
も
、
今

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
が
個
人
消

費
の
持
ち
直
し
や
所
得
増
も
あ
り
、
全

体
と
し
て
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
。」
と
述

べ
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
負
担
増
の
指

摘
に
つ
い
て
は
、「
増
税
に
よ
っ
て
幼
保

無
償
化
の
恩
恵
も
あ
っ
た
。
複
合
的
に

見
る
べ
き
だ
。
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

ま
た
暮
ら
し
応
援
の
姿
勢
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
世
代
に
は
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。

そ
こ
へ
注
力
し
て
い
く
。
」
と
し
ま
し

た
。 

 

な
お
市
内
の
景
気
動
向
の
認
識
に
つ

い
て
質
問
し
た
の
に
対
し
て
は
担
当
部

長
か
ら
「
今
年
の
市
商
工
会
賀
詞
交
換

会
で
も
、
国
は
緩
や
か
に
回
復
と
い
っ

て
い
る
が
、
実
感
と
し
て
見
え
な
い
と

い
う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
れ
は
共
通

し
て
い
る
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
景
気
動
向
に
つ
い
て
の
認
識

を
改
め
る
な
ら
、
契
機
は
回
復
し
て
い

る
と
し
て
縮
小
し
た
利
子
補
給
な
ど
は

元
に
戻
す
べ
き
だ
。
」
と
求
め
ま
し
た

が
、「
利
子
補
給
の
改
正
は
適
正
で
あ
っ

た
と
解
釈
し
て
い
る
。
今
後
は
不
透
明

で
あ
り
状
況
を
見
て
い
く
。
」
と
い
う
答

弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 
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１１
月
１１
日
に
開
か
れ
た
文
教
福

祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、「
京
田
辺

市
中
学
校
給
食
基
本
計
画(

案)

に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結

果
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。 

 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
９
月

７
日
〜
１０
月
６
日
ま
で
１
か
月
間

行
わ
れ
、
意
見
提
出
者
が
６７
名
で
、

意
見
数
は
１
６
５
件
と
市
民
の
関

心
の
高
さ
を
示
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

 

◆
意
見
の
概
要
と
市
の
対
応 

※
意
見
へ
の
対
応 

・
計
画
に
追
加
又
は
修
正
す
る
も

の
２
件 

・
計
画
に
趣
旨
を
記
載
済
み
の
も

の
１３
件 

・
計
画
の
実
施
段
階
で
参
考
と
す

る
も
の
０
件 

・
そ
の
他
１
５
０
件 

計
画
に
追
加
又
は
修
正
す
る
も

の
は
、「
中
学
校
給
食
だ
け
の
目
的

で
は
な
く
、
地
震
災
害
時
に
も
対

応
で
き
る
施
設
と
し
て
」「
給
食
セ

ン
タ
ー
は
災
害
時
に
緊
急
対
応
が

可
能
な
施
設
と
し
て
計
画
を
」
と

い
う
意
見
に
、
基
本
計
画
「
（
９)

災
害
対
応
」
の
「
中
学
校
給
食
施

設
は
、
災
害
発
生
時
の
対
応
と
し

て
受
水
槽
の
活
用
や
コ
メ
な
ど
が

備
蓄
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

ま
す
。
」
を
「
〜
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
災
害
発
生
時
に
も
緊
急
対
応

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。」
に
修

正
す
る
も
の
で
す
。 

 

※
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
大
き
く
４

項
目
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

①
基
本
計
画
策
定
の
背
景
、
施
設
警

備
計
画
に
か
か
わ
る
も
の 

・
計
画
の
位
置
づ
け
（
地
産
地
消
の

推
進
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
災
害

時
対
応
な
ど
）
２１
件 

・
実
施
方
式
（
共
同
調
理
方
式
・
自

校
調
理
方
式
・
親
子
調
理
方
式
な

ど
）
４５
件 

・
建
設
候
補
地
の
選
定
６６
件 

・
小
学
校
給
食
施
設
へ
の
対
応
１４

件 

②
配
送
・
配
膳
計
画
に
か
か
わ
る
も

の
２
件 

③
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
か
か
わ

る
も
の
８
件 

④
そ
の
他
９
件 

主
な
意
見
の
概
要
と
意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
方
（
裏
面
参
照
） 

 
 
 
 

質
疑
の
中
で
、
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
多
く
の
人
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
の
か
、
こ
の
声
を
反
映
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
に
対
し
て

「
関
心
が
高
い
問
題
で
あ
り
コ
メ

ン
ト
が
多
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
文

言
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
、
同
じ
考
え

の
人
か
ら
の
も
の
が
多
か
っ
た
様

に
思
う
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
声
を
市
民
の
意
見
と
し
て

し
っ
か
り
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
計
画
案
に
対
し
て
問

題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。
他
議
員
か
ら
も
、

「
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
が

わ
か
り
づ
ら
い
」「
地
産
地
消
の
基

準
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
」「
市
民

に
わ
か
り
易
い
言
葉
で
」
な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。
市
と
し
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
ど
う
分

析
し
て
、
計
画
の
中
に
反
映
さ
せ

て
い
く
の
か
、
市
民
に
も
っ
と
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
対
応
が
必
要

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１
月
１６
日
、
建
設
経
済
常
任
委

員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
京
田
辺

市
公
共
下
水
道
使
用
料
徴
収
条
例

の
改
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。 

 

京
田
辺
市
は
、
２
０
１
８
年
１１

月
に
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議

会
に
対
し
、「
上
下
水
道
事
業
経
営

の
あ
り
方
及
び
京
田
辺
市
下
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
・
上
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
の
策
定
」
に
つ
い
て
諮
問
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
合
計
８

回
に
わ
た
り
経
営
審
議
会
が
行
わ

れ
、
２
０
２
０
年
４
月
に
経
営
審

議
会
か
ら
答
申
が
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

そ
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、「
下

水
道
事
業
は
、
雨
水
公
費
・
汚
水

私
費
を
原
則
と
し
て
汚
水
処
理
に

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
利
用
者

か
ら
の
下
水
料
負
担
で
賄
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
は
使
用

料
収
入
で
汚
水
処
理
費
用
を
賄
う

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら

資
金
不
足
が
恒
常
化
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
下
水
道

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
使

用
者
に
よ
る
適
正
な
費
用
負
担
に

よ
り
経
営
基
盤
の
強
化
を
は
か
る

必
要
が
あ
る
。
特
に
本
市
で
は
下

水
道
普
及
率
の
向
上
に
邁
進
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
市
民
負
担
の
軽

減
を
図
る
べ
く
、
昭
和
６１
年
の
供

用
開
始
当
初
か
ら
３４
年
間
あ
ま
り

使
用
料
の
改
定
を
見
送
っ
て
き

た
。
今
後
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

も
考
慮
し
、
料
金
改
定
に
努
め
ら

れ
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
答
申
を
受
け
て
、
市
は
下

水
道
使
用
料
を
現
行
の
１
・
４
倍

程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ

り
、
１２
月
議
会
で
提
案
し
約
６
ケ

月
間
の
周
知
期
間
の
後
に
、
来
年

７
月
か
ら
料
金
改
定
を
実
施
す
る

と
し
て
い
ま
す
。 

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
家
計
へ
の
負
担
が
増
し
て

い
る
時
に
、
現
行
の
１
・
４
倍
と

も
な
れ
ば
、
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。 

関連個所 意見の概要 意見に対する市の考え方

　基本計画(案）に、候補地が浸水地域
ということを記載すべき。

きめ細かな対応がされている小学校の
自校調理は継続してほしい。

　小学校の自校調理は手作り感のある
出来立てで暖かい給食が提供されてい
る。中学校でも同様に自校調理で早急
に実施してほしい。

　コロナが流行り、今後どのような時
代になるかわからない中、大規模な給
食センターの建設は、時代に合ってい
ないのではないか。

　なぜ、共同調理方式を選択したの
か。自校方式や親子方式は無理なの
か。共同調理方式を採用した理由が市
民にはわかりにくい。

主な意見の概要と意見に対する市の考え方（抜粋）

　浸水災害を十分議論されたのか。ま
た設計段階での配慮はどうするのか。
市民の納得できる説明をお願いする。

　水害ハザードマップは、洪水時に対
する避難体制などの充実・強化のため
に公表されているもので、建物の建設
や土地利用を制限するものでないため
記載していない。

建設候補
地の選定

自校方式では手作りの豊かな食を提供
でき、災害時の炊き出し拠点になる。

小学校給食施設の更新については、共
同調理場の建設も含めた合理的な施設
の更新について検討を進めます。

小学校給
食施設へ
の対応

　災害時の危険分散、運搬、経費ロ
ス、感染症等リスク対応の観点から、
自校方式を採用すべきです。

実施方法

　田辺中学校及び大住中学校とも現在
の学校敷地に余裕がない上に、周辺に
拡張可能な土地もないことから、自校
調理方式は困難であり、培良中学校を
含めた３中学校同時に学校給食を実現
するためには共同調理方式となりま
す。

　学校給食は、災害時の重要な食環境
である。分散化や安全な施設としなけ
ればならない。

　浸水地域との認識はあるのか。浸水
した場合の損失の考慮はされているの
か。

　木津川は、河川計画規模の降雨で
も、浸水しないよう対策が行われてお
り、治水の安全性は保たれている。ま
た、京都府管理河川については、これ
までの改修事業により、大規模な浸水
被害は発生していません。さらに決壊
を防ぐために堤防補強工事が実施され
ている。

　食材の地産地消、放射能測定、アレ
ルギー除去対策を含んだ、暖かく、お
いしい給食の提供を。

　地産地消を推進しながら、食物アレ
ルギーに配慮しつつ、おいしい給食を
提供する。食育基本法の理念に基づい
て、各教科との連携を含め生徒に対す
る食育を推進する。

本計画の
位置づけ
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青
木
綱
次
郎 

８
日
２
番
目 

１２月議会 日程 

１１月３０日（月）開会本会議    午後１時半～

１２月 7日（月）本会議 一般質問 午前１０時～

8日（火）本会議 一般質問 午前１０時～

9日（水）本会議 一般質問 午前１０時～

１１日（金）建設経済常任委員会  午前１０時～

１４日（月）総務常任委員会    午前１０時～

１５日（火）文教福祉常任委員会  午前１０時～

１７日（木）議会改革特別委員会  午前１０時～

１８日（金）議会運営委員会    午後１時半～

２１日（月）議会改革特別委員会  午後１時半～

２２日（火）議会運営委員会    午後１時半～

２４日（木）閉会本会議      午後１時半～

岡
本 

亮
一 

 
 

７
日
５
番
目 

（
１
）
中
小
企
業
の
営
業
と
暮
ら

し
を
守
る
支
援
策
に
つ
い
て 

全
国
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
急
増
し
「
第
３

波
」
の
感
染
拡
大
が
起
こ
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
安

心
し
て
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う

以
下
の
点
を
問
う
。 

①
市
内
中
小
企
業
の
景
気
動
向
及

び
、
経
済
状
況
に
つ
い
て
の
認

識
は
。 

②
国
に
対
し
、
持
続
化
給
付
金
及

び
、
家
賃
支
援
給
付
金
の
継
続

を
求
め
よ
。 

③
本
市
で
実
施
さ
れ
た
中
小
企
業

事
業
継
続
支
援
金
（
１０
万
円
）

の
第
２
弾
と
な
る
支
援
金
制
度

の
実
施
を
求
め
る
。 

④
中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
制
度

に
つ
い
て
、
事
業
継
続
の
負
担

軽
減
の
支
援
策
と
し
て
、
利
子

補
給
の
上
乗
せ
を
行
い
実
質
無

利
子
に
す
べ
き
。 

 

（
２
）
京
田
辺
市
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画
に
つ
い
て 

財
政
面
か
ら
の
視
点
で
な
く
、

子
ど
も
の
教
育
、
発
達
、
成
長
な

ど
を
第
一
に
考
え
た
施
設
整
備
を

行
う
よ
う
以
下
の
点
を
問
う
。 

①
小
学
校
の
給
食
室
に
つ
い
て
、

現
行
の
自
校
調
理
方
式
か
ら
給

食
を
一
括
し
て
共
同
調
理
場
で

作
る
セ
ン
タ
ー
方
式
が
検
討
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

食
育
や
地
産
地
消
、
災
害
時
の

（
１
）
下
水
道
料
金
引
上
げ
は
中
止

を ①
１
．
４
倍
も
の
下
水
道
料
金
の
引

上
げ
は
市
民
生
活
に
重
い
負
担
と

な
る
。 

ア
、
市
民
全
体
と
し
て
の
引
上
げ
額

の
見
通
し
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

イ
、
負
担
増
の
影
響
に
つ
い
て
の
市

の
見
解
を
問
う
。 

②
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
公
営
企
業
会
計
方
式

へ
移
行
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
し
額
が
急
減
し
て
い
る
。 

ア
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
求
め
る
。 

イ
、
繰
出
し
額
の
減
額
を
見
直
し
、

２
０
１
７
年
度
以
前
の
水
準
を
維

持
す
る
よ
う
求
め
る
。 

対
応
な
ど
考
慮
し
、
自
校
調
理

方
式
で
施
設
整
備
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。 

②
小
学
校
教
育
に
お
け
る
水
泳
指

導
の
意
義
と
役
割
の
認
識
は
。

③
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
使
用
率
に

対
し
て
建
て
替
え
等
の
建
設
費

や
維
持
管
理
費
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
プ
ー
ル
の
集
約
化
等
を

視
野
に
入
れ
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
児
童
生
徒
の
学
習
を
ど
う

保
証
さ
れ
る
の
か
。 

 

（
３
）
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て 

①
市
は
、
「
地
域
住
民
の
交
流
の

場
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
確
保
に
向
け
て
、
調

査
・
検
討
を
続
け
る
」
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
及
び
、

検
討
結
果
を
問
う
。 

②
（
仮
称
）
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー

建
設
庁
内
検
討
委
員
会
の
設
置

を
求
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

増
富
理
津
子 

 

８
日
５
番
目 

（
１
）
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
施
策
の
充
実
を 

①
第
８
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

（
介
護
保
険
事
業
計
画
）
に
つ
い

て
問
う
。 

ア
、
第
７
期
介
護
保
険
計
画
の
到

達
と
課
題
は
。
第
８
期
計
画
の

重
点
と
す
る
問
題
は
。 

イ
、
介
護
保
険
料
は
高
齢
者
に
と

っ
て
負
担
の
限
界
に
き
て
い

③
下
水
道
料
金
の
引
上
げ
中
止
を

求
め
る
。 

 

（
２
）
小
学
校
給
食
調
理
民
間
委
託

の
見
直
し
を 

 

２
０
１
０
年
度
よ
り
、
経
費
削

減
を
目
的
に
小
学
校
給
食
調
理
の

民
間
委
託
が
導
入
さ
れ
た
。 

①
導
入
し
て
か
ら
１０
年
間
の
「
財

政
効
果
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

②
２
０
１
９
年
度
決
算
で
は
給
食

調
理
業
務
委
託
料
が
急
増
し

た
。 

ア
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

イ
、
急
増
に
よ
り
、
児
童
一
人
あ

た
り
の
経
費
で
は
直
営
校
を
上

回
る
例
も
生
じ
て
い
る
。
調
理

民
間
委
託
を
見
直
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
及
び
教
育
委
員
会

の
見
解
を
問
う
。 

 

（
３
）
地
域
要
求
に
つ
い
て 

 

松
井
山
手
駅
東
側
の
一
般
車
用

ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
へ
、
ベ
ン
チ
の

設
置
を
求
め
る
。 

る
。
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
る
べ
き

で
な
い
と
考
え
る
が
市
の
見
解

は
。 

②
６５
歳
以
上
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
一
律
に
優
先
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
制

度
の
充
実
と
人
材
確
保
、
整
備

を
。 

③
コ
ロ
ナ
禍
で
の
集
団
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
介
護
・
福
祉
施
設
で

働
く
職
員
や
入
所
者
に
、
定
期

的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ

る
取
り
組
み
の
具
体
化
に
つ
い

て
問
う
。 

④
加
齢
に
よ
る
難
聴
に
早
く
対
応

す
る
こ
と
は
、
認
知
症
や
う
つ

病
な
ど
へ
の
進
行
を
防
ぐ
と
い

う
意
味
で
、
医
療
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
軽
・
中
等
度
難
聴
者
へ
補

聴
器
購
入
の
助
成
を
。 

 

（
２
）
中
学
校
給
食
実
施
に
む
け
て 

①
中
学
校
給
食
基
本
計
画
案
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
に

つ
い
て
問
う
。 

②
給
食
の
意
義
と
役
割
に
つ
い

て
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
の

成
長
と
教
育
に
と
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
市
長

の
見
解
を
聞
く
。 

 

（
３
）
地
域
要
望
に
つ
い
て 

①
防
賀
川
緑
道
に
設
置
さ
れ
た
ベ

ン
チ
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
子
ど
も
の
遊
び
場
に
も
な

っ
て
い
る
た
め
点
検
と
整
備

を
。 

②
新
田
辺
駅
東
住
宅
地
域
の
歩
き

や
す
い
道
路
整
備
の
進
捗
を
問

う
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２８４号  ２０２０年１２月６日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

▼
国
保
税
を
引
上
げ
な
が
ら
、
予
算
計

上
し
た
国
保
会
計
繰
入
を
執
行
せ
ず 

 

国
保
制
度
は
国
に
よ
り
１８
年
度
か

ら
大
き
く
変
更
さ
れ
、
京
田
辺
市
は
京

都
府
か
ら
多
額
の
納
付
金
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
京
田
辺
市
は

国
保
税
を
、
１９
年
度
か
ら
４
年
間
で

１８
年
度
比
２０
％
へ
引
き
上
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
引
き
上
げ
て
も
な
お
不
足

す
る
分
が
あ
る
と
し
て
、
毎
年
２
〜
５

千
万
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
計
画
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

 

１９
年
度
当
初
予
算
に
は
一
般
会
計

か
ら
国
保
会
計
へ
の
繰
入
と
し
て
１

９
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
１
９
０
０
万
円
は
国
保

会
計
が
赤
字
に
な
ら
な
か
っ
た
と
し

て
、
執
行
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
国
保
税
の
５
％
引
上
げ
は
計

画
通
り
に
実
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
国
保
税
収
入
は
１９
年
度
は
前
年

度
よ
り
１
３
０
０
万
円
の
増
収
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

決
算
委
員
会
で
こ
の
点
を
指
摘
し
、

「
予
算
通
り
に
１
９
０
０
万
円
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
た
ら
、
国

保
税
引
上
げ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。
市
当
局
は
「
国
保
税
引
上
げ
に
よ

る
影
響
は
税
収
額
だ
け
み
れ
ば
１
３

０
０
万
円
だ
が
、
他
に
も
財
政
的
な
影

響
が
あ
り
、
合
わ
せ
る
と
５
千
万
円
近

い
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

青
木
議
員
は
「
市
民
に
は
国
保
税
引

上
げ
を
求
め
て
、
結
果
と
し
て
赤
字
に

な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
市
が
予
算
計
上

し
た
繰
入
を
見
送
る
と
い
う
の
は
、
市

民
に
の
み
重
い
税
負
担
を
押
し
つ
け

る
姿
勢
で
は
な
い
か
。
」
と
き
び
し
く

批
判
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
今
後
も
国
保
税
は
段
階

的
に
引
き
上
げ
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
が
、
引
き
上
げ
て
も
赤
字
と
な
る
場

合
は
繰
入
を
す
る
。
ま
た
税
率
引
き
上

げ
は
５
％
と
決
め
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
時
々
の
状
況
を
見
て
い

く
。」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
、
国
の
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
や
り
方

で
す
。
市
当
局
は
「
新
し
い
国
保
制
度

の
も
と
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
国
保
会

計
へ
の
繰
入
は
マ
イ
ナ
ス
査
定
と
な

り
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
も
ら
え
な
く

な
る
。
」
と
述
べ
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
を
聞
く
と
、「
仮
に
１９
年
度
に
１
９

０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
た
場
合
の
補

助
金
カ
ッ
ト
は
２
０
０
万
円
。」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

地
方
自
治
体
が
独
自
に
国
保
加
入

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
な
ど
の
努
力
を
し
た
ら
、

国
は
そ
れ
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
本

来
、
支
給
す
べ
き
交
付
金
を
減
額
す
る

と
い
う
の
で
す
。
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

や
り
方
に
、
青
木
議
員
は
決
算
委
員
会

で
率
直
に
怒
り
を
感
じ
る
と
表
明
し
、

市
長
に
対
し
て
国
の
こ
う
い
う
や
り

方
は
根
本
か
ら
改
め
る
よ
う
要
求
す

べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。 

 

▼
子
ど
も
よ
り
財
政
優
先
の
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
案 

 

市
当
局
が
１１
月
２０
日
ま
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
「
学

校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
を
と
り
上
げ

ま
し
た
。 

 

同
計
画
案
は
、
国
が
地
方
自
治
体
に

策
定
を
求
め
た
「
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
」
に
沿
っ
て
、
財
政
面
か
ら
様
々

な
公
共
施
設
の
維
持
管
理
を
ど
う
す

る
か
、
多
面
的
に
見
直
し
、
検
討
す
る

た
め
に
策
定
す
る
と
い
う
も
の
で
、
道

路
や
橋
梁
、
公
営
住
宅
な
ど
も
対
象
に

な
り
、
そ
の
学
校
施
設
版
と
い
う
位
置

付
け
で
す
。 

 

公
表
さ
れ
た
計
画
案
で
は
、
単
に
学

校
校
舎
な
ど
を
計
画
的
に
補
修
し
て

長
持
ち
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、
今
後
、
財
政
面
か
ら
小
学
校
の

給
食
調
理
設
備
、
お
よ
び
小
学
校
に
あ

る
プ
ー
ル
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
し

て
、
自
校
調
理
方
式
の
小
学
校
給
食

を
、
給
食
室
の
整
備
費
が
大
変
だ
か
ら

と
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
に
変
更
す
る

こ
と
や
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
も
維
持
費

が
大
変
だ
か
ら
統
廃
合
を
検
討
す
る

な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

 

決
算
委
員
会
で
は
、
青
木
議
員
は

「
学
校
施
設
の
こ
と
を
考
え
る
の
に
、

財
政
面
か
ら
の
視
点
だ
け
で
良
い
の

か
。
子
ど
も
の
発
達
、
成
長
、
教
育
に

ど
う
い
う
施
設
が
必
要
な
の
か
、
と
い

う
基
本
が
ま
ず
あ
っ
た
上
で
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
施
設
を
ど
う
維
持
し
て

い
く
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
計
画
作

成
を
す
す
め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 

市
当
局
は
「
普
通
教
室
な
ど
従
来
か

ら
の
施
設
は
着
実
に
改
善
す
る
。
そ
の

一
方
で
給
食
設
備
や
プ
ー
ル
な
ど
は
、

長
い
期
間
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
面
で
ど
う
考

え
る
の
か
が
、
長
寿
命
化
だ
。
」
と
述

べ
、
財
政
面
か
ら
普
通
教
室
は
残
す

が
、
給
食
室
や
プ
ー
ル
な
ど
は
選
別
の

対
象
と
す
る
こ
と
を
、
事
実
上
、
認
め

る
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
た

学
校
施
設
の
整
備
に
こ
そ
取
り
組
む

べ
き
で
す
。 

 

▼
マ
ル
老
大
幅
改
悪
で
高
齢
者
向
け

予
算
は
５
７
０
０
万
円
減
に 

 

京
都
府
は
１５
年
度
か
ら
老
人
医
療

費
助
成
制
度
＝
マ
ル
老
を
、
大
幅
に
改

悪
し
、
制
度
利
用
対
象
者
の
所
得
制
限

を
強
め
、
窓
口
負
担
も
１
割
か
ら
２
割

へ
と
引
き
上
げ
ま
し
た
。 

               

窓
口
負
担
の
引
上
げ
は
１５
年
度
か

ら
全
体
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
所

得
制
限
の
強
化
は
１５
年
度
に
新
た
に

６５
歳
に
な
っ
た
方
か
ら
順
次
、
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
５

年
た
っ
た
１９
年
度
に
は
、
以
前
の
所

得
制
限
対
象
だ
っ
た
方
は
す
べ
て
７０

歳
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
改
悪
前
の
１４
年
度
に

は
１
５
２
８
人
い
た
利
用
者
は
１９
年

度
に
は
４
７
９
人
へ
、
１
／
３
に
激
減

し
て
い
ま
す
。
ま
た
利
用
人
数
の
減
少

に
と
も
な
っ
て
医
療
費
助
成
の
金
額

も
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
１４
年
度
に

は
約
９
６
０
０
万
円
の
助
成
が
さ
れ

ま
し
た
が
、
１９
年
度
に
は
そ
の
１
／
４

近
い
２
４
５
０
万
円
へ
激
減
し
ま
し

た
。 

 

助
成
額
は
京
都
府
と
折
半
し
て
お

り
、
京
田
辺
市
で
は
３
５
７
０
万
円
の

支
出
減
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
改

悪
は
国
保
会
計
へ
の
繰
入
に
も
影
響

し
、
そ
れ
も
加
え
る
と
京
田
辺
市
の
支

出
減
は
合
計
で
５
７
５
０
万
円
に
な

り
ま
す
。 

 

▼
小
学
校
給
食
調
理
民
間
委
託
料
が
大

幅
増 

 

市
教
育
委
員
会
が
小
学
校
給
食
調

理
の
経
費
削
減
を
目
的
と
し
て
１０
年

度
か
ら
開
始
し
た
民
間
委
託
は
、
１９
年

度
か
ら
新
た
に
普
賢
寺
小
学
校
で
も

導
入
さ
れ
、
委
託
校
は
７
つ
の
小
学
校

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
１９
年
度
の
委

託
料
合
計
は
、
１
億
２
４
５
０
万
円
に

な
り
、
１８
年
度
と
比
べ
約
２
７
０
０
万

円
増
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
委
託
校
の

児
童
一
人
あ
た
り
で
見
て
も
３
万
２

千
円
か
ら
４
万
円
へ
と
２５
％
増
に
な

り
ま
し
た
。 

          

一
方
で
、
市
職
員
が
調
理
を
し
て
い

る
田
辺
小
学
校
と
薪
小
学
校
の
経
費

は
、
人
件
費
と
運
営
経
費
を
あ
わ
せ
て

２
〜
３
千
万
円
で
、
児
童
一
人
あ
た
り

に
す
れ
ば
３
万
４
千
円
、
５
万
５
千
円

と
な
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う

に
、
直
営
校
で
の
経
費
は
調
理
員
の
正

職
員
数
に
よ
っ
て
幅
が
あ
る
と
は
い

え
、
「
民
間
委
託
で
経
費
減
」
は
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

決
算
委
員
会
で
青
木
議
員
は
こ
れ

ら
の
経
費
の
実
態
と
と
も
に
、
２
０
０

０
年
度
か
ら
同
様
に
経
費
減
を
掲
げ

て
民
間
委
託
を
導
入
し
た
宇
治
市
で
、

大
規
模
小
学
校
で
は
入
札
に
応
じ
た

業
者
が
１
社
し
か
な
く
、
し
か
も
予
定

価
格
を
１
４
０
０
万
円
も
上
回
る
応

札
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
む

な
く
ほ
ぼ
そ
の
価
格
で
契
約
し
た
事

例
や
、
３
年
前
に
は
４
小
学
校
合
計
で

１
億
５
千
万
円
で
契
約
し
た
も
の
が
、

契
約
更
新
時
に
１
億
８
千
万
円
に
高

騰
し
た
事
例
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、
「
民
間
委
託
だ
か
ら
経
費
が

安
く
な
る
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い

る
。
民
間
委
託
を
見
直
す
べ
き
だ
」
と

求
め
ま
し
た
。 

 

し
か
し
市
教
育
委
員
会
は
「
民
間
委

託
の
方
針
を
変
え
る
考
え
は
な
い
。
人

件
費
の
高
騰
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
入

札
し
て
改
善
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 
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京
田
辺
市
が
枚
方
市
と
共
同

で
進
め
る
新
ご
み
焼
却
場
建
設

等
を
担
う
枚
方
京
田
辺
環
境
施

設
組
合
の
２
０
２
０
年
第
２
回

定
例
議
会
が
、
１１
月
２０
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、
同
組
合

の
１９
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
で
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
青
木
こ
う
じ

ろ
う
議
員
が
反
対
討
論
に
た
ち
、

新
焼
却
場
予
定
地
の
買
収
及
び

粗
造
成
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
費

用
約
２６
億
円
を
す
べ
て
京
田
辺

市
が
負
担
す
る
の
は
問
題
で
あ

る
こ
と
、
京
田
辺
市
の
１９
年
度
決

算
で
は
用
地
買
収
費
と
し
て
３

億
１
５
７
０
万
円
を
支
出
し
て

お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
環
境
施

設
組
合
の
事
業
と
し
て
扱
い
、
組

合
を
構
成
す
る
京
田
辺
市
、
枚
方

市
が
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
負
担
を

す
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

採
決
で
は
、
青
木
こ
う
じ
ろ
う

議
員
、
広
瀬
ひ
と
み
議
員
（
枚
方

市
選
出
の
日
本
共
産
党
議
員
）
が

反
対
し
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問

で
は
、
青
木
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。 

 

青
木
議
員
は
、
新
焼
却
場
の
設

計
・
建
設
及
び
施
設
完
成
後
の
約

２０
年
間
の
運
営
ま
で
の
、
あ
わ
せ

て
２５
年
間
に
わ
た
っ
て
一
つ
の

民
間
事
業
者
に
一
括
し
て
委
託

す
る
「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
」
と
呼
ば
れ

る
民
間
委
託
の
手
法
を
採
用
す

る
こ
と
を
公
表
し
、
１１
月
１６
日

に
そ
の
「
実
施
方
針
」
が
示
さ
れ

た
他
、
具
体
的
な
委
託
内
容
な
ど

た
他
、
具
体
的
な
委
託
内
容
な
ど
を

示
す
「
要
求
水
準
書
」
案
、
「
リ
ス

ク
管
理
方
針
書
」
案
な
ど
も
公
表
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
受
託
事
業

者
に
よ
る
情
報
公
開
と
そ
の
点
検

を
は
じ
め
、
長
期
間
に
渡
る
契
約
と

な
る
こ
と
か
ら
、
期
間
中
に
不
備
が

生
じ
た
場
合
の
対
応
な
ど
を
と
り

上
げ
ま
し
た
。 

 

特
に
情
報
公
開
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
準
じ
て
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で

実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
の
事
業
例

の
中
に
は
、
地
元
地
域
経
済
へ
の
貢

献
な
ど
の
当
初
の
契
約
に
盛
り
込

ま
れ
た
事
項
が
実
行
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
を
点
検
す
る
た
め
の

資
料
提
出
を
、
受
託
事
業
者
が
「
企

業
秘
密
」
を
口
実
に
拒
む
例
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

す
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
組
合
執
行
部

か
ら
「
契
約
に
際
し
て
事
業
者
か
ら

提
案
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
公
開
し
て
い
な
い
内
容
で

あ
っ
て
も
、
資
料
の
提
出
を
求
め
、

確
認
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

▼
粗
大
ご
み
有
料
化
は
ご
み
減

量
の
効
果
な
し 

 

 

１６
年
秋
に
市
当
局
は
ご
み
減

量
化
の
推
進
を
は
か
る
と
し

て
、
粗
大
ご
み
回
収
の
有
料
化

を
導
入
し
ま
し
た
が
、
一
人
あ

た
り
の
粗
大
ご
み
排
出
量
の
推

移
を
示
し
、
有
料
化
は
ご
み
減

量
の
効
果
が
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

               

グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
、
一

人
あ
た
り
粗
大
ご
み
の
排
出
量

（
グ
ラ
フ
で
は
左
軸
）
は
１８
、

１９

年
度
と
２
年
連
続
で
増
加

し
、
住
民
一
人
あ
た
り
の
粗
大

ご
み
排
出
量
は
１９
年
度
に
４
．

８
キ
ロ
と
な
り
、
有
料
化
前
の

１４
、
１５
年
度
を
上
回
り
ま
し

た
。 

 

粗
大
ご
み
排
出
量
全
体
で
見

て
も
、
１９
年
度
は
３
３
２
ｔ
に

な
り
、
１４
年
度
３
１
１
ｔ
、
１５

年
度
３
０
５
ｔ
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
系
ご
み

全
体

排

量

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ
ロー」をお願いします。 

日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

全
体
の
排
出
量
で
み
て
も
、
同
様

に
２
年
連
続
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
資
源
ご
み
、
集

団
回
収
の
排
出
量
は
減
少
し
て
い

ま
す
。 

 

市
当
局
は
「
増
大
は
一
時
的
な

現
象
で
は
な
い
か
。
資
源
ご
み
の

減
は
新
聞
購
読
件
数
が
減
り
紙
が

減
っ
て
い
る
事
が
大
き
い
。
有
料

化
は
ご
み
を
抑
制
す
る
こ
と
と
費

用
負
担
の
公
平
性
の
確
保
の
た
め

に
や
っ
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 

 

こ
れ
に
対
し
青
木
議
員
は
、「
有

料
化
に
よ
っ
て
、
お
金
を
払
え
ば

き
ち
ん
と
処
理
し
て
く
れ
る
の
だ

か
ら
と
、
ご
み
増
大
に
つ
な
が
っ

た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ご

み
減
量
に
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の

見
直
し
も
含
め
て
市
民
の
大
き
な

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
と
一

緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
有
料
化
す
れ
ば
ご
み
減
量
で

き
る
と
い
う
安
易
な
考
え
を
改

め
、
市
民
と
と
も
に
ゴ
ミ
減
量
を

す
す
め
る
と
い
う
立
場
に
た
っ
て

進
め
る
べ
き
だ
。
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。 
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（
１
）
中
小
企
業
の
営
業
と
暮
ら
し
を
守

る
支
援
策
に
つ
い
て 

全
国
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
急
増
し
「
第
３
波
」
の
感

染
拡
大
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
現
状
か
ら
、
安
心
し
て
事
業
を
継
続

で
き
る
よ
う
以
下
の
点
を
問
う
。 

問
① 

市
内
中
小
企
業
の
景
気
動
向
及

び
、
経
済
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

問
② 

国
に
対
し
、
持
続
化
給
付
金
及

び
、
家
賃
支
援
給
付
金
の
継
続
を
求

め
よ
。 

問
③ 

本
市
で
実
施
さ
れ
た
中
小
企
業

事
業
継
続
支
援
金
（
１０
万
円
）
の
第

２
弾
と
な
る
支
援
金
制
度
の
実
施
を

求
め
る
。 

問
④ 

中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
制
度

に
つ
い
て
、
事
業
継
続
の
負
担
軽
減

の
支
援
策
と
し
て
、
利
子
補
給
の
上

乗
せ
を
行
い
実
質
無
利
子
に
す
べ

き
。 

 

経
済
環
境
部
長
①
②
③
④ 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
特
に
緊
急
事
態
宣
言
、
そ
れ
に

続
く
京
都
府
の
休
業
要
請
が
出
さ
れ

た
４
月
、
５
月
期
に
つ
い
て
は
、
市

内
経
済
も
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。 

そ
の
後
、
各
施
設
の
実
施
に
よ
り

経
済
活
動
は
徐
々
に
持
ち
直
し
て
き

た
と
は
い
え
、
今
な
お
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

各
種
給
付
金
の
継
続
に
つ
い
て

は
、
国
に
対
し
て
、
全
国
市
長
会
を

通
じ
て｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
重
要
提
言｣

と
し
て
、

地
方
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
持

続
化
給
付
金
及
び
家
賃
支
援
給
金
の

充
実
・
延
長
に
つ
い
て
も
要
望
を
行

併
せ

対

っ
て
お
り
、
併
せ
て
京
都
府
に
対
し

て
も
同
様
に
要
望
し
て
い
る
。 

本
市
の
事
業
継
続
支
援
金
に
つ
い

て
は
、
非
常
事
態
宣
言
後
に
事
業
継

続
の
一
助
と
な
る
よ
う
緊
急
的
に
一

律
１０
万
円
を
給
付
し
も
の
で
あ
る
。

現
在
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
消
費
喚
起
、
事
業
継
続
の
支
援

を
し
て
お
り
、
現
時
点
で
第
２
弾
の

実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。 

ま
た
、
利
子
補
給
の
上
乗
せ
に
つ

い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
す
る
た
め
、
政
府
系
金

融
機
関
だ
け
で
な
く
民
間
金
融
機
関

に
お
い
て
も
特
例
的
に
無
利
子
無
担

保
融
資
が
実
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

事
業
者
の
資
金
需
要
に
応
え
ら
れ
る

体
制
は
整
っ
て
お
り
、
本
市
独
自
の

利
子
補
給
の
拡
充
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
再
拡
大

へ
の
警
戒
感
か
ら
個
人
消
費
の
回
復

が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
引

き
続
き
経
済
活
動
と
の
両
立
を
図
る

た
め
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
２
）京
田
辺
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
つ
い
て 

財
政
面
か
ら
の
視
点
で
な
く
、
子
ど

も
の
教
育
、
発
達
、
成
長
な
ど
を
第
一

に
考
え
た
施
設
整
備
を
行
う
よ
う
以
下

の
点
を
問
う
。 

問
① 

小
学
校
の
給
食
室
に
つ
い
て
、

現
行
の
自
校
調
理
方
式
か
ら
給
食
を

一
括
し
て
共
同
調
理
場
で
作
る
セ
ン

タ
ー
方
式
が
検
討
さ
れ
る
と
し
て
い

る
。
子
ど
も
の
食
育
や
地
産
地
消
、

災
害
時
の
対
応
な
ど
考
慮
し
、
自
校

調
理
方
式
で
施
設
整
備
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。 

 

教
育
部
長
① 

小
学
校
給
食
室
は
、
三
山

木
小
学
校
の
給
食
室
を
除
い
て
築
４０

年
ほ
ど
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
衛
生
管
理
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

改
修
や
設
備
の
更
新
を
行
い
な
が
ら

運
営
し
て
い
る
。 

新
し
い
基
準
に
合
致
し
た
施
設
に

更
新
す
る
と
き
に
は
、
現
給
食
室
の
２

〜
３
倍
の
面
積
が
必
要
と
な
り
、
小
学

校
に
よ
っ
て
は
そ
の
面
積
を
確
保
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画(

案)

に
お
い
て
、
老
朽
化
が
進
む
小
学
校
給

食
室
へ
の
対
応
と
し
て
、
改
築
や
共
同

調
理
場
な
ど
の
施
設
状
況
や
コ
ス
ト

等
を
踏
ま
え
た
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 
 

質
問
の
子
ど
も
へ
の
食
育
や
地
産

地
消
、
災
害
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

は
、
調
理
方
式
に
関
わ
ら
ず
、
今
後
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１
月
１３
日
（
金
）
午
後
１
時
３０
分

か
ら
平
和
都
市
推
進
協
議
会
が
開
か

れ
、
２
０
２
０
年
度
の
事
業
報
告
と
２

０
２
１
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
決
定

し
ま
し
た
。
平
和
の
尊
さ
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
い
、
後
世
へ
伝

え
る
た
め
各
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
決

定
し
た
来
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。 

 

◆
平
和
の
つ
ど
い 

８
月
１１
日(

水
・

祝)

午
前
９
時

３０

分
〜

１１

時

３０

分

中
央
公
民
館 

✧
平
和
を
考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ
し

ま
訪
問
事
業
感
想
文
発
表 

✧
京
田
辺
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
朗
読

✧
平
和
書
道
展
入
賞
者
の
表
彰 

✧
講
演
＆
ラ
イ
ブ
「
平
和
へ
の
願
い
を

込
め
た
楽
曲
」
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
：
佐
々
木
祐
滋(

予
定) 

◆
平
和
展 

８
月
６
日(

金)

〜
１１
日

問
② 

小
学
校
教
育
に
お
け
る
水
泳
指

導
の
意
義
及
び
役
割
の
認
識
は
。 

問
③ 

小
学
校
の
プ
ー
ル
は
使
用
率
に

対
し
て
建
て
替
え
等
の
建
設
費
や
維

持
管
理
費
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
プ

ー
ル
の
集
約
化
等
を
視
野
に
入
れ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
児
童
生
徒
の
学

習
を
ど
う
保
証
さ
れ
る
の
か
。 

 

教
育
部
長
②
③ 

水
泳
指
導
の
意
義
役

割
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
水
の
中
と

い
う
特
殊
な
環
境
で
の
活
動
に
お
け

る
特
性
を
生
か
し
、
浮
く
、
呼
吸
す

る
、
進
む
な
ど
の
課
題
を
達
成
し
、

水
に
親
し
む
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ

え
る
こ
と
、
水
泳
に
係
る
技
能
を
身

に
つ
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
安
全
教
育

の
時
点
で
水
遊
び
や
水
泳
運
動
な
ど

の
心
得
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
考
え

て
い
る
。 

今
後
、
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
水
泳
指
導
の
意
義
役
割
を
十

分
に
確
保
し
た
学
習
保
障
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

（
３
）
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ

い
て 

問
① 

市
は
、
「
地
域
住
民
の
交
流
の

場
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
確
保
に
向
け
て
、
調
査
・
検
討
を

続
け
る
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
進

捗
状
況
及
び
、
検
討
結
果
を
問
う
。

問
② 

（
仮
称
）
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー

建
設
庁
内
検
討
委
員
会
の
設
置
を

求
め
る
。 

市
民
部
長
①
② 

南
部
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
及
び
、
文
化
活
動
の
拠

点
機
能
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
本
市

の｢

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン｣

及
び｢

文

化
振
興
計
画｣

に
も
位
置
づ
け
て
い

る
と
こ
で
あ
る
。 

現
在
、
民
間
施
設
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
庁
内
関
係
部
署
と
も
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
必
要
な
機
能
の
検

討
、
適
地
の
調
査
を
進
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、(

仮
称)

南
部
住
民
セ
ン
タ

ー
建
設
に
向
け
た
庁
内
検
討
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
設
置
す
る
考
え
は
な

い
。 

 (

水
・
祝) 

午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
✧
パ
ネ
ル
展
示

「
難
民
」 

✧
書
道
展
（
小
・
中
学
生
作
品
） 

✧
平
和
を
考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ
し

ま
訪
問
事
業
の
展
示 

✧
平
和
絵
画
展
（
小
・
中
学
生
ひ
ろ
し

ま
訪
問
事
業
の
参
加
者
の
作
品
） 

✧
平
和
首
長
会
議
コ
ー
ナ
ー
（
署
名
コ

ー
ナ
ー
） 

✧
京
田
辺
市
平
和
ク
イ
ズ
（
小
・
中
学

生
向
け
） 

 

◆
平
和
祈
念
黙
と
う 

✧
８
月
６
日(

金
）
正
午
：
平
和
の
塔

✧
８
月
９
日(

月
）
正
午
：
平
和
の
塔

✧
８
月
１５
日(

日)

正
午
：
平
和
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト  

◆
平
和
を
考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ
し

ま
訪
問
事
業 

✧
実
施
日
：
７
月
２２
日(

木)

〜
３０
日

(

金)

の
内 

１
泊
２
日
を
予
定 

✧
訪
問
先
：
広
島
平
和
記
念
公
園
等 

✧
参
加
募
集
対
象
：
市
内
在
住
の
小
学
校

５
・
６
年
生
と
中
学
生
（
過
去
に
参
加

し
た
人
は
対
象
外
） 

✧
参
加
人
数
：
参
加
募
集
対
象
２０
人 

✧
参
加
費
：
３
０
０
０
円 

 

◆
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
バ
ス
ツ
ア
ー 

✧
日
時
：
２
０
２
１
年
３
月
１２
日
（
土
）

午
後
０
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分 

✧
場
所
：
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大
阪
市
）、

大
阪
城
公
園 

✧
内
容
：
大
阪
空
襲
体
験
者
に
よ
る
講

話
・
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
見
学
・
大
阪
城

公
園
内
戦
跡
巡
り 

✧
対
象
者
：
小
学
校
４
年
生
以
上
で
、
市

内
に
在
住
、
通
勤
又
は
通
学
し
て
い
る

人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

✧
定
員
：
２０
人 

✧
参
加
費
：
無
料 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
い
う
未
曾
有

の
困
難
に
直
面
し
た
一
年
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
の
役
割
が
重
要
で
す
。
日

本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団
は
、
こ
の
立
場
か
ら
昨
年
も
京
田
辺
市

議
会
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
京
都
府
や
国
に
対
し
て
も
、

医
療
機
関
へ
の
支
援
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
的
拡
充
、
暮
ら
し
と

営
業
に
対
す
る
支
援
の
実
施
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く

の
み
な
さ
ん
と
力
あ
わ
せ
て
、
一
緒
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
困
り
ご
と
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽
に
日
本
共
産
党
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

い
よ
い
よ
今
年
は
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
次
の
総

選
挙
で
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
自
民
党
政

治
を
終
わ
ら
せ
、
野
党
連
合
政
権
に
よ
る
政
権
交
代
を
実
現
し
よ

う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
比
例
代
表
で
の
日
本
共
産

党
躍
進
の
た
め
に
全
力
で
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
新
年
も
み
な
さ

ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
こ
こ
ろ
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団 

団
長 

青
木
綱
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増
富
理
津
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
本 

亮
一 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議

員
団
は
、
１２
月
２１
日
付
で
京
田
辺

市
長
に
対
し
、
「
京
都
１４
病
院
長

の
『
緊
急
声
明
』
を
踏
ま
え
た
対
応

を
求
め
る
申
し
入
れ
」
を
行
な
い
ま

し
た
。
（
裏
面
参
照
） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２０年１２月２１日

京田辺市長 上村 崇様 
日本共産党京田辺市議会議員団   

青木 綱次郎  

増富 理津子  

岡本 亮一   

京都１４病院長の｢緊急声明｣を踏まえた対応を求める申し入れ 
 
 １２月１８日、京都府内の新型コロナウイルス感染症重症患者受入医療機関である１４

の病院の院長が連名で「重症新型コロナウイルス感染症による医療の逼迫について」とす

る緊急声明を発表されました。 
同声明では、「第３波」の新型コロナウイルス感染拡大の中で、深刻な医療崩壊の危機に

直面していることを率直に示し、住民に「行政の Go To政策にかかわらず、感染拡大が収
まるまでの間、不要不急の外出や多人数での飲酒を伴う会食などを 何卒お控えいただきま
すよう」呼びかけるとともに、行政に対しても「人々が移動し無症候の陽性者と接触する

機会を減らし感染者発生を抑制するための施策や、行動自粛など強い警鐘メッセージの発

出を」と、強く要望されています。 
 住民の命を守るために献身的に奮闘されている医療現場の方から、このようなメッセー

ジが出されたことを真剣に、そして重く受けとめる必要があると考え、貴職におかれては、

直ちに以下の項目について実施されるよう申し入れます。 
記 

１．京田辺市として、すべての市民に、不要不急の外出や多人数での飲酒を伴う会食を控

えるなどの行動自粛をはじめ、可能な限りの感染防止策をとられるよう、様々な媒体

をもちいて直ちにメッセージを発すること。 
２．国に対して、すべての医療機関に減収補てんなど直接の財政支援を行うことや、国の

責任において大規模なＰＣＲ検査を実施すること、中小事業者の事業継続のための支

援を拡充すること、「ＧｏＴｏ事業」を直ちに中止し、観光・飲食業等へ直接支援を行

うこと、を要望すること。 
３．１月５日から開始予定のキャッシュレス決済ポイント還元事業「がんばろう京田辺！

対象店舗で最大 20％戻ってくるキャンペーン」について、実施時期の延期を検討する
とともに、市内の中小事業者への固定費補助などの直接的な支援を実施すること。 

４．年末年始にかけて、学生をはじめ生活に困窮する市民のための相談、対応体制をつく

ること。 
以上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２８８号  ２０２１年１月１０日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

▼
下
水
道
料
金
を
１
．
４
倍
へ
引

上
げ
に 

 

１２
月
議
会
に
は
、
２１
年
７
月

か
ら
下
水
道
料
金
を
現
在
の
１
・

４
倍
の
水
準
に
引
き
上
げ
る
た
め

の
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
初
に
ど
の
く
ら
い
の
値

上
げ
幅
と
な
る
の
か
、
明
ら
か
に

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
料
金
改
定
に

よ
る
全
体
的
な
見
通
し
は
、
年
間

約
２
億
５
千
万
円
〜
３
億
円
程
度

の
増
額
に
な
る
」（
現
在
の
下
水
道

料
金
収
入
は
全
体
で
年
間
約
７
億

数
千
万
円
）
と
答
弁
が
あ
る
と
と

も
に
、
一
例
と
し
て
５
人
家
族
一

ケ
月
６６
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
の

場
合
は
約
２
３
０
０
円
ア
ッ
プ
と

な
る
こ
と
（
現
行
約
５
千
円
か
ら

約
７
３
０
０
円
へ
）
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。 

 

値
上
げ
の
市
民
生
活
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、「
負
担
は
増
加
す
る

が
、
改
正
後
の
下
水
道
、
上
水
道

を
あ
わ
せ
た
使
用
料
は
、
府
内
市

町
村
の
中
で
も
安
価
な
料
金
設
定

に
な
っ
て
い
る
。
市
民
に
新
た
な

負
担
が
生
じ
る
が
、
将
来
に
わ
た

っ
て
安
心
・
安
全
・
安
定
的
な
下

水
道
事
業
の
経
営
に
必
要
な
改
正

で
あ
り
、
理
解
を
お
願
い
す
る
。
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

▼
下
水
道
料
金
引
上
げ
の
背
景
に

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
大
幅
減 

 

今
回
の
料
金
改
定
の
背
景
に

は
、
１８
年
度
に
下
水
道
事
業
会
計

が
、
公
企
業
会
計
方
式
に
移
行
し

た
こ
と
か
ら
、
市
が
「
公
企
業
会
計

は
独
立
採
算
が
原
則
」、「
下
水
汚
水

処
理
費
用
は
使
用
料
金
で
ま
か
な

う
べ
き
」
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
た
額
を
、
一
気
に
半
分
近

く
へ
減
ら
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
） 

               

繰
入
額
の
減
少
は
３
億
数
千
万

円
に
も
及
び
、
今
回
の
料
金
引
上
げ

に
は
、
こ
の
た
め
に
生
じ
た
資
金
不

足
を
解
消
す
る
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
す
。 

 

▼
他
市
と
比
べ
て
も
多
く
な
か
っ

た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入 

 

一
般
質
問
で
は
、
京
田
辺
市
の
下

水
道
会
計
へ
の
繰
入
額
を
京
都
府

内
他
市
と
比
較
し
て
、
１
７
年
度
ま

で
で
も
け
し
て
多
く
は
な
か
っ
た

こ
と
、
そ
れ
が
半
分
近
く
へ
減
額
さ

れ
た
こ
と
で
、
繰
入
額
は
府
内
で
も

最
低
水
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
） 

                       

１
７
年
度
の
住
民
一
人
あ
た
り

の
繰
入
額
は
１
万
３
千
円
で
１４
市

 
 
 
 
 
 
 
 

平
均
の
３
／
４
程
度
で
、
多
い
方

か
ら
は
９
番
目
で
し
た
。
そ
れ
が

１８
年
度
に
は
、
平
均
の
４
割
程
度

に
減
少
し
、
少
な
い
方
か
ら
２
番

目
と
い
う
水
準
に
ま
で
後
退
し

て
い
ま
す
。 

 

▼
国
言
い
な
り
で
は
と
ん
で
も
な

い
料
金
引
上
げ
に 

 

京
田
辺
市
が
下
水
道
会
計
へ

の
繰
入
額
を
大
幅
に
減
ら
し
た

の
は
、
国
が
１４
年
８
月
に
出
し
た

総
務
省
通
達
「
公
営
企
業
の
経
営

に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ

い
て
」
に
、
そ
の
ま
ま
し
た
が
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
国
は
、
全
国

の
自
治
体
に
下
水
道
事
業
会
計

を
独
立
採
算
制
を
原
則
と
す
る

公
営
企
業
会
計
方
式
へ
移
行
せ

よ
と
求
め
る
と
と
も
に
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
は
国
が
定
め
た

基
準
内
に
し
て
後
は
料
金
収
入

で
ま
か
な
う
よ
う
に
、
と
押
し
つ

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
料
金
収

入
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
で

経
費
を
ま
か
な
っ
て
き
た
も
の

を
、
い
き
な
り
一
般
会
計
繰
入
を

大
幅
に
減
ら
せ
ば
、
料
金
収
入
を

引
き
上
げ
る
し
か
な
く
な
り
ま

す
。
京
田
辺
市
の
今
回
の
料
金
引

上
げ
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
す
。 

 

こ
の
こ
と
を
示
し
て
、
市
の
見

解
を
質
し
た
の
に
対
し
て
市
当

局
は
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

は
、
下
水
道
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
い

な
が
ら
決
め
て
い
く
。
一
般
会
計

の
財
源
を
ど
こ
に
入
れ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
額
が
多

い
、
少
な
い
と
い
う
問
題
で
は
な

い
。
下
水
道
事
業
の
経
費
に
つ
い

て
、
適
切
な
負
担
を
市
民
に
し
て

も
ら
い
た
い
。
」
と
述
べ
、
今
回

の
料
金
引
上
げ
が
国
の
方
針
そ

の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
事
実
上
、

認
め
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
国
の
通
達
は
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
下
水
道
料
金
に
つ
い

て
、
一
ケ
月
２０
立
方
メ
ー
ト
ル
使

用
で
３
千
円
と
い
う
目
安
ま
で

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在

の
京
田
辺
市
の
料
金
の
２
・
３
倍

で
あ
り
、
今
回
、
１
・
４
倍
に
引

き
上
げ
て
も
ま
だ
追
い
つ
か
ず
、

さ
ら
に
１
・
５
倍
へ
引
き
上
げ
な

い
と
追
い
つ
か
な
い
、
と
ん
で
も

な
い
負
担
増
を
住
民
に
押
し
つ

け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
ら
を
示
し
て
改
め
て
料

金
改
定
に
つ
い
て
の
市
長
の
見

解
を
質
し
、
市
長
か
ら
「
今
回
の

改
定
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
に
下
水
道
事
業
を
し
て
い
く

た
め
に
重
要
で
あ
り
持
続
可
能

な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
も

の
。
繰
入
金
は
、
他
市
の
状
況
な

ど
施
策
全
体
を
見
る
べ
き
。
ト
ー

タ
ル
で
他
の
分
野
で
不
足
が
な

い
よ
う
に
し
て
い
く
。
下
水
道
の

中
で
負
担
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の

分
、
他
の
課
題
を
進
め
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
で
市
民
に

理
解
さ
れ
る
。
」
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

▼
増
加
傾
向
に
あ
る
給
食
調
理
民

間
委
託
経
費 

 

小
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委

託
料
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

と
り
上
げ
、
見
直
す
よ
う
求
め
ま

し
た
。 

 

教
育
委
員
会
か
ら
は
「
第
３
次

行
政
改
革
大
綱
に
も
と
づ
き
、
民

間
活
力
の
活
用
、
財
政
健
全
化
、

職
員
定
数
等
の
検
討
を
踏
ま
え

実
施
し
た
。
民
間
に
で
き
る
こ
と

は
民
間
に
任
せ
る
こ
と
で
、
学
校
図

書
館
司
書
の
配
置
や
学
級
補
助
員

の
増
加
、
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育

の
実
施
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
再
質
問

で
は
、
「
学
校
給
食
は
教
育
の
重
要

な
一
貫
だ
。
そ
う
い
う
も
の
が
民
間

委
託
に
相
応
し
い
の
か
と
い
う
問

題
も
あ
る
。
改
め
て
給
食
の
役
割
な

ど
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
べ
き

だ
。」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

▼
松
井
山
手
駅
東
側
ロ
ー
タ
リ
ー
に

も
ベ
ン
チ
設
置
へ 

 

松
井
山
手
駅
東
側
（
一
般
車
用
）

ロ
ー
タ
リ
ー
に
も
ベ
ン
チ
を
設
置

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
当
局
は

「
水
辺
の
散
策
路
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
ル
ー
ト
上
に

道
し
る
べ
や
ベ
ン
チ
の
設
置
を
進

め
て
い
く
。
松
井
山
手
駅
東
側
に
も

ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
く
。
具
体
的

に
は
２１
年
度
の
予
算
案
に
計
上
し
、

可
決
さ
れ
た
ら
早
期
に
設
置
し
た

い
。」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 
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▼
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
施
策
の
充
実
を 

い
ま
高
齢
者
の
健
康
福
祉
の
指

針
と
な
る
計
画
で
あ
る
京
田
辺
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
介
護
保
険

事
業
計
画
）
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
計
画
期
間
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
の
３
年
間
で
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の

人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

質
問 

ま
ず
、
第
７
期
介
護
保
険
計

画
の
到
達
と
課
題
、
ま
た
第
８
期

計
画
の
重
点
問
題
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
で
、
本
市
の
高
齢
者

は
主
観
的
幸
福
感
や
主
観
的
健

康
感
の
割
合
が
府
内
で
も
高
い
、

施
策
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
第
８
期
計
画

は
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
の
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

特
に
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
介
護
予
防
、

重
度
化
防
止
、
認
知
症
施
策
の
推

進
に
重
点
を
置
き
、
取
り
組
ん
で

い
く
。 

 

質
問 

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
て
２０
年
に
な
る
。
２
０
０
０

年
に
は
年
間
基
準
額
が
１
万
６

２
０
０
円
だ
っ
た
も
の
が
現
在
、

６
万
４
７
３
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
負
担
の
限

界
、
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
る
べ
き

で
な
く
、
引
下
げ
の
検
討
も
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。 

健
康
福
祉
部
長 

今
後
、
高
齢
者
の

増
加
に
伴
い
、
年
々
介
護
給
付
費

が
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。
長
期
的
な
視
点
も
踏
ま
え

た
事
業
の
実
施
も
含
め
、
現
在
の

保
険
料
で
少
し
で
も
長
く
制
度
を

維
持
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。
基
金
に
つ
い
て
は
半

分
を
来
年
度
か
ら
３
年
間
で
使
う

と
い
う
試
算
を
し
て
い
る
。 

 

質
問 

障
が
い
者
が

６５
歳
以
上
に

な
っ
て
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
一
律
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
制
度
の
充

実
と
人
材
確
保
、
整
備
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

一
律
に
介
護
保
険

を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
し
て
い
な

い
。
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

新
高
額
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

給
付
費
が
令
和
元
年
度
か
ら
創
設

さ
れ
、
対
象
者
に
周
知
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
介
護
従

事
者
の
人
材
確
保
は
、
府
が
介

護
・
福
祉
人
材
確
保
総
合
事
業
を

展
開
し
、
相
談
か
ら
就
労
支
援
、

研
修
等
人
材
育
成
の
定
着
支
援
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
は
活
用
で
き
る
制
度
の
情
報

提
供
に
努
め
て
い
る
。 

 

質
問 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
集
団
感
染
を

防
ぐ
た
め
、
介
護
・
福
祉
施
設
で

働
く
職
員
や
入
所
者
に
、
定
期
的

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
る
取

り
組
み
の
具
体
化
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ

い
て
は
検
査
を
し
た
時
点
の
感
染

状
況
を
確
認
す
る
方
法
で
、
定
期

的
に
実
施
し
て
も
感
染
リ
ス
ク
を

減
ら
す
効
果
は
な
い
。
基
本
的
な

感
染
症
予
防
対
策
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
保

育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
高
齢
者

や
障
が
い
児
者
の
施
設
な
ど
で
陽

性
者
が
出
た
場
合
、
濃
厚
接
触
者

以
外
の
方
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も

早
く
再
開
で
き
る
と
判
断
し
た
場

合
に
検
査
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

本
議
会
で
補
正
予
算
に
提
案
し

た
。 

 
質
問 
加
齢
に
よ
る
難
聴
に
早
く
対

応
す
る
こ
と
は
、
認
知
症
や
う
つ

病
な
ど
へ
の
進
行
を
防
ぐ
と
い
う

意
味
で
、
医
療
費
の
削
減
に
も
つ

な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
軽
・

中
等
度
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
の

助
成
を
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
康
福
祉
部
長 

高
齢
者
の
聞
こ

え
の
問
題
が
人
と
の
関
わ
り
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て

は
認
識
し
て
い
る
。
耳
の
こ
と

相
談
会
を
開
催
し
、
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
聴
覚
検
査
や
補
聴
器

に
つ
い
て
の
個
別
相
談
な
ど
を

行
い
、
状
態
に
合
っ
た
機
器
の

購
入
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

中
・
軽
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

助
成
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。 

 ▼
中
学
校
給
食
実
施
に
む
け
て 

中
学
校
給
食
基
本
計
画
案
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
９
月
７
日
〜
１０
月
６
日
ま

で
１
か
月
間
行
わ
れ
、
意
見
提
出

者
が
６７
名
で
、
意
見
数
は
１
６

５
件
と
市
民
の
関
心
の
高
さ
を

示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

質
問 

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
実

施
方
式
に
関
連
す
る
も
の
が
４５

件
、
建
設
候
補
地
の
選
定
に
関

わ
る
も
の
が
６６
件
と
、
非
常
に

多
い
結
果
で
あ
る
。
中
学
校
給

食
が
な
ぜ
共
同
調
理
方
式
に
な

っ
た
の
か
、
ま
し
て
や
、
な
ぜ

あ
の
場
所
な
ん
だ
と
い
う
こ
と

へ
の
い
ろ
ん
な
思
い
と
い
う
の

は
あ
っ
て
当
然
。
市
民
へ
の
説

明
が
不
足
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
よ
う

な
状
況
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

ま
で
の
説
明
が
で
き
な
か
っ
た

の
か
、
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ

の
辺
、
教
育
委
員
会
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
今
後
の
取
り

組
み
の
た
め
に
も
説
明
会
を
ぜ

ひ
開
催
す
べ
き
。教
育
委
員
会
の

考
え
は
。 

教
育
部
長 

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
昼
食
検
討
委
員

会
や
庁
内
検
討
委
員
会
で
内
容

を
詰
め
て
き
た
中
で
初
め
て
公

表
し
た
の
で
、
初
め
て
見
ら
れ

た
と
い
う
の
は
至
極
当
然
。
庁

内
で
検
討
し
て
き
て
、
そ
の
結

果
を
中
学
校
給
食
基
本
計
画

（
案
）
と
し
て
市
民
に
公
表
し

た
。
今
回
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
一
つ
一
つ
の
意
見
に
、
丁

寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

つ
も
り
で
あ
る
。 

 

質
問 

中
学
校
給
食
の
検
討
段
階

で
市
長
選
挙
が
あ
り
、
市
長
は

自
校
方
式
が
望
ま
し
い
。
で
も

や
る
に
は
親
子
方
式
じ
ゃ
な
い

か
と
発
言
さ
れ
た
。
ま
た
、
な

ぜ
自
校
方
式
が
い
い
の
か
。
そ

れ
は
災
害
時
の
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
た
。

今
回
の
基
本
計
画
案
に
、
市
民

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
考
え
が

変
わ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
長
の
考

え
は
。 

市
長 

施
策
、
政
策
と
い
う
の
は

い
ろ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
し

て
財
源
、
そ
の
と
き
の
情
勢
、

そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
ゆ
る
制
約
条
件

の
中
で
作
っ
て
い
く
。
そ
の
と

き
に
何
を
優
先
さ
せ
る
か
と
い

う
こ
と
が
重
要
で
、
中
学
校
給

食
が
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
の
が
大
前
提

だ
っ
た
。
基
本
的
に
中
学
校
の

昼
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
・
生
徒
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
と
、
ほ
ぼ
お
弁
当
。
で

す
が
、
保
護
者
は
給
食
を
望
ま

れ
る
。
そ
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う

埋
め
て
い
く
か
、
そ
し
て
健
康
増

進
、
食
育
、
食
生
活
の
こ
と
を
考

え
て
る
と
給
食
を
早
期
に
導
入
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
。
そ
の
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
制
約
条
件
を
整
理
し
て

い
く
中
で
、
今
回
の
基
本
計
画
は

出
来
上
が
っ
た
。 

 

▼
地
域
か
ら
の
要
望
実
現
へ 

質
問 

防
賀
川
緑
道
に
設
置
さ
れ
た

ベ
ン
チ
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
子
ど
も
の
遊
び
場
に
も
な
っ

て
い
る
た
め
点
検
と
整
備
を
。 

建
設
部
長 

防
賀
川
緑
道
の
ベ
ン
チ

は
京
都
府
が
管
理
す
る
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
山
城
北
土
木
事
務

所
に
状
況
を
連
絡
し
、
対
応
を
依

頼
し
て
い
る
。 

 

質
問 

新
田
辺
駅
東
住
宅
地
域
の
歩

き
や
す
い
道
路
へ
の
整
備
の
進
捗

は
。 

建
設
部
長 

新
田
辺
東
住
宅
地
内
の

市
道
は
、
横
断
勾
配
が
急
で
あ
り
、

路
肩
部
分
に
お
い
て
歩
き
に
く
い

状
態
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
に
策

定
し
た
生
活
道
路
舗
装
修
繕
計
画

に
お
い
て
も
高
い
優
先
順
位
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に

舗
装
修
繕
工
事
に
着
手
す
べ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
工
事
は

１
月
下
旬
か
ら
着
手
し
、
今
年
度

内
の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。 
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１２
月
１１
日
、
建
設
経
済
常
任
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
岡
本
り
ょ
う
い

ち
議
員(

委
員
長)

が
委
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
委
員
長
は
採
決

に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

（
１
）
議
案
審
査
に
つ
い
て 

◆
京
田
辺
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
…
全
員
賛
成
で

可
決
（
共
産
党
は
反
対
） 

【
説
明
】
本
市
の
有
料
公
園
施
設

を
安
全
快
適
に
利
用
し
て
頂
く
た

め
に
、
改
修
費
の
一
部
を
利
用
者

に
も
負
担
し
て
頂
く
た
め
料
金
改

定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
今
年
度
、
空
調
を

導
入
す
る
と
共
に
床
面
の
全
面
改

修
や
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
を
行
う
た
め
の
田
辺
中
央
体

育
館
や
、
今
後
、
人
工
芝
の
改
修

や
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
う

田
辺
公
園
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
防
賀
川
公
園
フ
ッ
ト
サ
ル
コ

ー
ト
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
利
用

者
負
担
を
求
め
る
。
ま
た
田
辺
公

園
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
通

年
同
一
料
金
へ
と
改
め
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
条
例
は
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
た
く

考
え
て
い
る
。 

 

【
反
対
理
由
】
委
員
会
審
議
に
お

い
て
市
は
、
料
金
改
定
に
よ
る
利

用
者
負
担
に
つ
い
て
「
年
間
で
、

有
料
公
園
施
設
で
約
７
８
０
万

円
、
田
辺
公
園
プ
ー
ル
で
約
３
０

０
万
円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。 

本
市
が
策
定
し
て
い
る
「
京
田
辺

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
文
化
の
一
つ
と
位
置
付

け
て
、
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の

た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
、
市
民

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
全
で
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
に
、

で
き
る
だ
け
安
価
に
す
べ
き
で
す
。

ま
た
料
金
改
定
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
市
は

「
体
育
協
会
や
利
用
団
体
を
は
じ

め
、
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
で
も
ご
議

論
い
た
だ
い
た
の
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
は
な

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

施
行
ま
で
に
１
年
以
上
も
あ
り
、

最
大
で
現
行
の
２
倍
も
の
料
金
引

き
上
げ
を
実
施
す
る
の
な
ら
、
市
民

の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
く
べ
き

で
す
。 

ま
た
施
設
改
修
の
実
施
計
画
に

つ
い
て
、
市
は
「
で
き
る
だ
け
年
次

計
画
を
立
て
て
、
速
や
か
に
改
修
を

行
っ
て
い
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
が
、
施
設
改
修
を

理
由
に
引
き
上
げ
を
提
案
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
修
計
画

も
な
し
に
料
金
引
き
上
げ
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
到
底
、
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。 

   

◆
京
田
辺
市
公
共
下
水
道
使
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
全

員
賛
成
で
可
決
（
共
産
党
は
反
対
）

【
説
明
】
本
件
は
、
令
和
２
年
４
月

に
京
田
辺
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審

議
会
か
ら
「
上
下
水
道
事
業
経
営
の

在
り
方
及
び
京
田
辺
市
下
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
上
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
策

定
に
つ
い
て
」
の
答
申
を
受
け
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
地
方
公
営
企
業
法

に
お
け
る
経
営
の
基
本
で
あ
る
独
立

採
算
に
よ
る
事
業
運
営
が
可
能
と
な

る
よ
う
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行
う

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
な
お
こ
の
条
例
は
、
令
和
３

年
７
月
１
日
か
ら
施
行
し
た
く
考
え

て
い
る
。 

 

【
反
対
理
由
】
同
議
案
で
は
、
下
水

道
料
金
を
現
在
の
約
１
・
４
倍
に
引

き
上
げ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
料
金
改
定
に
よ
る
市
民
負
担
は
、

年
間
で
約
２
億
５
千
万
円
か
ら
３
億

円
に
な
る
見
通
し
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
回
の
料
金
改
定
の
背
景
に

は
、
国
が
２
０
１
４
年
８
月
に
出

し
た
総
務
省
通
達
「
公
営
企
業
の

経
営
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
」

に
、
そ
の
ま
ま
従
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
本
市
で
は
１８
年
４

月
に
下
水
道
事
業
会
計
か
ら
公

企
業
会
計
方
式
に
移
行
し
た
こ

と
に
伴
い
、
「
公
企
業
会
計
は
独

立
採
算
が
原
則
」、「
下
水
汚
水
処

理
費
用
は
使
用
料
金
で
ま
か
な

う
べ
き
」
と
し
て
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
た
額
を
一
気
に
半

分
近
く
へ
減
ら
し
、
そ
の
た
め
に

生
じ
た
資
金
不
足
を
解
消
す
る

た
め
に
、
料
金
収
入
を
引
き
上
げ

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
１７
年
度
の
住
民
一
人
あ

た
り
の
繰
入
額
は
府
内
１４
市
の

う
ち
で
、
多
い
方
か
ら
９
番
目
で

し
た
が
、
１８
年
度
に
は
１３
番
目

ま
で
後
退
し
て
い
ま
す
。 

市
民
が
生
活
を
す
る
上
で
は
、

下
水
道
事
業
は
欠
か
せ
な
い
事

業
で
あ
る
と
同
時
に
、
特
に
「
公

共
の
福
祉
」
の
役
割
が
重
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
や
自
治
体

の
財
政
負
担
が
あ
っ
て
当
然
で

あ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
が
厳
し
い

な
か
一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
を

減
ら
し
、
そ
の
分
を
市
民
の
負
担

に
求
め
る
こ
と
は
道
理
に
合
い

ま
せ
ん
。
市
民
へ
負
担
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
立
場
に
立
つ
こ
と
が
自
治

体
本
来
の
役
割
で
す
。 

     

◆
令
和
２
・
３
・
４
年
度
継
続
施

行
可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設
敷
地

粗
造
成
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

… 

全
員
多
数
で
可
決
（
共
産
党

は
反
対
） 

【
説
明
】
本
件
は
、
価
格
及
び
品

質
が
総
合
的
に
優
れ
た
業
者
を
選

定
す
る
総
合
評
価
方
式
に
よ
り
、

契
約
の
相
手
方
と
価
格
７
億
８
３

２
０
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結
し

た
く
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
工

事
内
容
と
し
て
は
、
可
燃
ご
み
広

域
処
理
施
設
の
敷
地
３
．
３
㌶
の

粗
造
成
工
事
等
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
な
お
工
期
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
３
月
１５
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。 

 

【
反
対
理
由
】
こ
れ
ま
で
市
の
説

明
で
は
、
敷
地
造
成
工
事
費
用
に

つ
い
て
は
約
２６
億
円
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
同
議
案
で
は
粗
造

成
工
事
請
負
契
約
７
億
８
３
２
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
委
員
会

審
議
で
質
疑
し
た
の
に
対
し
、
市

は
、「
Ｈ
３１
年
２
月
に
事
業
用
地
、

道
路
用
地
を
含
め
た
整
備
費
用
の

見
込
み
と
し
て
概
算

２６
億
円
と

し
て
説
明
し
て
き
た
。
そ
の
後
、

環
境
影
響
評
価
が
進
め
ら
れ
、
環

境
保
全
措
置
の
計
画
な
ど
、
設
計

の
熟
度
が
上
が
っ
て
き
た
。
ま
た

粗
造
成
で
発
生
す
る
建
設
残
土
の

流
用
先
等
の
調
整
が
決
ま
り
７
億

８
３
２
０
万
円
な
っ
た
」
と
の
答

弁
で
し
た
。 

そ
も
そ
も
、
以
前
か
ら
指
摘
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
費
用
負
担
を

す
べ
て
京
田
辺
市
が
負
担
す
る
の

は
問
題
で
す
。
新
ご
み
焼
却
施
設

の
建
設
は
、
枚
方
市
と
京
田
辺
市

の
共
同
事
業
で
あ
り
、
焼
却
場
本

体
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
施
設
に
係

る
用
地
取
得
や
粗
造
成
に
つ
い
て
の

費
用
、
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路
を
市
道

と
せ
ず
に
施
設
専
用
道
路
と
し
て
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
く
費
用
負
担
な

ど
は
、
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合

と
し
て
、
両
市
が
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の

負
担
を
す
べ
き
で
す
。 

  

（
２
）
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て 

◇
「
農
業
振
興
に
つ
い
て
」
…
１２
月

議
会
の
最
終
本
会
議
で
「
ま
と
め
報

告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。 

◇
「
交
通
安
全
対
策
（
車
・
自
転
車
・

歩
行
者
）
に
つ
い
て
」
…
９
月
１５
日
、

建
設
部
へ
「
質
問
書
」
を
提
出
。
１２

月
議
会
で
は
、
建
設
部
か
ら
「
所
管

事
務
調
査
に
係
る
質
問
書
の
回
答
」

の
報
告
が
あ
り
、
各
委
員
か
ら
質
疑

を
行
い
、
そ
の
後
、
委
員
間
討
議
を

行
っ
た
。
２
０
２
１
年
３
月
議
会
に

「
ま
と
め
報
告
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。 
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１２
月
議
会
の
総
務
常
任
委
員
会

で
は
、
１９
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
「
性
の
多
様
性
に
対
応
し
た

社
会
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
所
管
事
務
調
査
の
最
終
報
告
書

を
作
成
し
ま
し
た
。
同
テ
ー
マ
で

は
２０
年
３
月
議
会
で
中
間
報
告
書

を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
最
終
報

告
で
は
中
間
報
告
書
以
降
の
取
り

組
み
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
二

つ
の
提
言
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

提
言
の
第
一
は
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」

や
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」
な
ど
の
用
語
の

理
解
を
深
め
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、「
す
べ
て
の
人
が
多
様
な
性
の

当
事
者
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
、
「
性
的
少
数
者
」
の
方
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
障
害
が
な

く
、
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
社
会
に
向
け
、
多
く
の
市
民

の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
に
、

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
指
摘
し
、
学
校
教
育
で
の
重

要
性
に
も
ふ
れ
て
、
教
育
委
員
会

と
市
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
求
め

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
市
当
局
だ
け
で
な
く
、
京

田
辺
市
議
会
と
し
て
も
、
こ
の
観

点
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。 

 

提
言
の
第
二
は
、
「
同
性
婚
」
制

度
が
法
的
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
市
当
局
に
対

し
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
と
あ
わ
せ
て
、
一
日
も
早
く

「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
」
を
導
入
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。 

 

そ
し
て
第
一
の
提
言
と
同
じ
よ

う
に
、
京
田
辺
市
議
会
に
も
、
国
に

同
性
婚
の
法
制
化
に
関
す
る
議
論

を
促
進
す
る
よ
う
求
め
る
働
き
か

け
を
提
言
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
提
言
を
ま
と
め
る
に
あ
た

り
、
総
務
常
任
委
員
会
で
、
次
の
３

月
議
会
で
国
へ
意
見
書
を
提
出
で

き
る
よ
う
取
り
組
も
う
と
議
論
し

ま
し
た
。 

 

「
性
の
多
様
性
に
対
応
し
た
社
会

に
つ
い
て
」
の
所
管
事
務
調
査
の
報

告
書
は
、
京
田
辺
市
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

▼
高
齢
者
の
負
担
軽
減
へ 

後
期

高
齢
者
医
療
条
例
改
正 

 

１２
月
議
会
総
務
委
員
会
で
審
議

し
た
条
例
改
正
案
の
一
つ
に
後
期

高
齢
者
医
療
条
例
改
正
議
案
が
あ

り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
７５
歳
以
上
の
方
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
、
保

険
料
を
滞
納
し
た
場
合
に
生
じ
る

「
延
滞
金
」
に
つ
い
て
、
災
害
に
あ

っ
た
方
や
生
活
に
困
難
が
あ
る
方

の
場
合
は
そ
の
「
延
滞
金
」
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。 

 

委
員
会
審
議
で
は
、
滞
納
さ
れ
て

い
る
方
に
新
た
に
延
滞
金
の
減
免

制
度
を
導
入
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、

利
用
で
き
る
負
担
軽
減
の
制
度
を

知
ら
せ
る
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
す
る

よ
う
求
め
、
市
当
局
か
ら
「
納
付
相

談
の
中
で
、
困
難
な
方
に
寄
り
添
っ

て
対
応
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
減
免

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は

手
続
き
を
し
て
い
く
。
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
採
決
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

  

他
に
も
電
気
自
動
車
の
急
速
充

電
設
備
設
置
の
際
の
安
全
基
準
を

定
め
た
火
災
予
防
条
例
改
正
案
や
、

水
防
協
議
会
を
防
災
会
議
に
一
本

化
す
る
た
め
の
条
例
改
正
案
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
月
２８
日
に
開
催
さ
れ
た
議

会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
会
議
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。 

 

◆
令
和
２
年
度
京
田
辺
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

市
か
ら
令
和
２
年
度
京
田
辺
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

の
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
２
点
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
接
種
事
業
費
（
６
２
４

０
万
円
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
ワ
ク
チ
接
種
事
業
に
か
か

る
経
費
と
し
て
、
６
２
４
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
内
容
と
し
て
は
、
集
団
接

種
に
か
か
る
医
師
報
酬
１
１
４
万

円
、
会
場
で
の
マ
ス
ク
・
ガ
ウ
ン
・

ア
ル
コ
ー
ル
液
な
ど
の
医
療
材
料

費
８
７
４
万
円
、
ク
ー
ポ
ン
発
行

の
電
算
処
理
委
託
料
１
２
７
０
万

円
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
２
５
６
０

万
円
、
看
護
師
の
派
遣
１
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
具
体
的
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
時
期
や
会
場
、
体
制
な
ど
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
未
定
で
あ

り
、
今
後
、
公
表
で
き
る
時
に
発

信
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

（
２
）
京
都
府
緊
急
事
態
措
置
協

力
金
（
２
６
０
０
万
円
） 

京
都
府
緊
急
事
態
措
置
協
力
金

と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
１
月
１３

日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
京
都
府
内
に
あ

る
飲
食
店
等
に
対
し
、
１
月
１４
日

か
ら
２
月
７
日
ま
で
営
業
時
間
の

短
縮
（
午
前
５
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
の
間
の
営
業
。
酒
類
の
提
供

は
午
前
１１
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
）
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
対
象
施
設
を
運
営
さ
れ
て

い
る
方
で
、
時
短
要
請
に
協
力
い

た
だ
い
た
企
業
・
団
体
及
び
個
人

事
業
主
に
対
し
て
、
協
力
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。 

 

支
給
額
は
、
１
店
舗
に
つ
き
時

短
営
業
し
た
日
数
×
６
万
円
で

す
。
協
力
金
１
日
６
万
円
の
内
訳

と
し
て
、
国
が
４
万
８
千
円
、
府

８
千
円
、
市
４
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

市
の
積
算
と
し
て
は
、
４
千
円

×
２
５
０
店
舗
（
見
込
み
）
×
２５
日

（
最
大
）
＋
事
務
費
１
０
０
万
円

で
、
２
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

※
協
力
金
の
申
請
手
続
き
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
先 

◇
協
力
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
協
力
金
事
務
局
） 

◇
電
話
番
号 

０
７
５-

３
６
５-

７
７
８
０
（
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

９
時
３０
分
か
ら
１７
時
３０
分
）
日
曜

日
・
祝
日
は
休
み
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２９３号  ２０２１年２月１４日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

１２
月
１５
日
に
文
教
福
祉
常
任
委

員
会
が
開
か
れ
、
請
願
、
議
案
、
補

正
予
算
の
審
議
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
請
願
と

補
正
予
算
の
審
議
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。 

 

（
１
）
請
願
に
つ
い
て 

「
京
田
辺
市
の
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
安
全
を
守
り
、
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
を
求
め
る
請
願
」
は
、
９
０

１
人
の
署
名
と
一
緒
に
議
会
に
提

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

請
願
項
目
は
４
項
目
で
す
。 

①
安
心
・
安
全
な
少
人
数
学
級
（
２０

人
程
度
）
を
す
み
や
か
に
実
現
す

る
よ
う
に
、
国･

府
へ
働
き
か
け

て
く
だ
さ
い
。 

②
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進

め
、
清
掃
を
業
者
に
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。 

③
避
難
所
と
し
て
も
使
う
学
校
の

体
育
館
の
空
調
化
を
進
め
て
く

だ
さ
い
。 

④
給
食
費
や
教
材
費
を
無
償
に
す

る
な
ど
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
市
独
自
の
財
政
措
置
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。 

参
考
人
か
ら
は
、
「
コ
ロ
ナ
対
策

で
距
離
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
１
教
室
に
３０
人
の
児
童
が
い
る

と
、
机
を
離
し
て
も
口
と
口
の
間
の

距
離
を
１
ｍ
に
す
る
の
が
精
一
杯
、

教
室
内
の
ス
ペ
ー
ス
も
な
く
な
り

給
食
配
膳
用
の
机
を
廊
下
に
出
し

て
配
膳
し
て
運
ん
で
い
る
、
３５
人
〜

４０
人
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ
ス
タ

ン
ス
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
」
「
グ

ル
ー
プ
学
習
に
し
て
も
、
担
任
し
て

い
る
ク
ラ
ス
は
３５
人
い
る
の
で
、
グ

ル

プ
数

多

な

て
、
グ
ル

ル
ー
プ
数
が
多
く
な
っ
て
、
グ
ル
ー

プ
間
で
の
交
流
や
集
約
の
時
間
が

短
く
な
っ
て
し
ま
う
」
「
学
校
再
開

直
前
、
地
域
別
の
分
散
登
校
を
し
た

際
に
は
、
子
ど
も
一
人
一
人
に
丁
寧

に
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
員
間

で
も
『
や
っ
ぱ
り
人
数
が
少
な
い
と

い
い
よ
ね
』
と
話
し
て
い
た
」
こ
と

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
日
常
生
活
で
は
洋
式
ト

イ
レ
が
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
、

洋
式
の
前
に
列
が
で
き
る
。
我
慢
で

き
な
く
て
失
敗
し
て
し
ま
う
、
学
校

で
初
め
て
和
式
ト
イ
レ
を
見
た
と

い
う
子
ど
も
が
い
る
こ
と
等
、
子
ど

も
の
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
ト
イ

レ
状
況
で
あ
る
」
「
定
期
的
な
専
門

業
者
に
よ
る
清
掃
が
３
年
に
１
回

し
か
な
い
。
清
掃
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
つ
く
れ
ず
教
師
が
清
掃
し
て

い
る
学
校
も
あ
り
負
担
が
増
え
て

い
る
。
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
ト
イ
レ

清
掃
は
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
強
い
」
こ
と
。
そ
し

て
、
「
指
定
避
難
所
と
な
る
体
育
館

は
夏
に
は
大
変
暑
く
、
冬
に
は
底
冷

え
す
る
ほ
ど
寒
い
。
今
年
は
プ
ー
ル

授
業
も
な
く
夏
の
異
常
な
暑
さ
の

中
で
熱
中
症
が
懸
念
を
さ
れ
、
授
業

で
の
体
育
館
使
用
を
変
更
す
る
な

ど
弾
力
的
な
運
用
に
努
力
し
て
い

る
」
こ
と
や
「
学
校
が
休
業
中
は
昼

食
が
食
べ
ら
れ
な
い
子
も
、
食
べ
て

い
て
も
食
事
内
容
は
大
変
な
状
況

だ
っ
た
よ
う
で
、
給
食
の
役
割
の
大

切
さ
を
感
じ
た
。
義
務
教
育
は
無
償

と
さ
れ
て
い
る
、
ぜ
ひ
給
食
費
の
無

償
化
を
京
田
辺
市
で
も
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
「
今
後
の

教
育
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
少
人
数
学
級
、
少
人
数
教
育
は

必
要
。
本
市
で
も
京
都
式
少
人
数
授

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
実
態
に
応
じ
た
教
育
方
法
を
進

め
て
い
き
た
い
」、
「
ト
イ
レ
の
様
式

化
は
、
配
管
工
事
や
ト
イ
レ
ブ
ー
ス

の
拡
張
が
必
要
と
な
り
、
学
校
施
設

の
長
寿
命
化
計
画
の
中
で
位
置
付
け

て
い
る
。
大
規
模
改
修
時
だ
け
で
な

く
、
前
倒
し
で
行
う
こ
と
も
検
討
し

て
い
く
」
、
「
教
育
費
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て
は
、
低
所
得
層
に
は
就
学
援

助
制
度
が
あ
り
対
応
で
き
て
い
る
」

「
学
校
給
食
無
償
化
は
２
億
円
か
か

る
」
等
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

委
員
間
討
議
で
は
、
「
市
と
し
て

も
、
ど
の
項
目
も
進
め
て
い
く
姿
勢

を
示
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
請
願

は
」「
財
政
的
に
も
す
ぐ
に
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
」
等
の
意
見
が
あ
り
、

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、「
い
ず
れ
の

項
目
も
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い

環
境
の
中
で
学
び
、
豊
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
改
善
を
求
め
る
要
望
で

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
」
と
賛
成
し
ま
し
た
。
審
議
の

結
果
、
賛
成
し
た
の
は
日
本
共
産
党

の
増
富
議
員
と
女
性
議
員
の
会
の

次
田
議
員
で
不
採
択
に
な
り
ま
し

た
。 

 

（
２
）
補
正
予
算
に
つ
い
て 

２
０
２
０
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
） 

◎
要
介
護
者
等
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
補
助

事
業
（
１
２
０
０
万
円
） 

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
が
集
団
で
生
活
す
る
入
所
施
設

や
通
所
施
設
の
利
用
に
際
し
、
希
望

す
る
要
介
護
者
等
に
検
査
費
用
を

助
成
す
る
。（
１
人
１
回
限
り
、
上

限
２
万
円
） 

審
議
の
中
で
、
試
算
対
象
は
要
介

護
認
定
者
６
０
０
人
で
要
支
援
も

含
む
事
、
医
師
会
へ
の
委
託
を
中
心

に
行
う
事
、
１
／
１
〜
３
／
３１
を

期
間
と
す
る
事
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。、
共
産
党
市
議
団
は
、
感
染

症
の
防
止
か
ら
も
、
社
会
的
検
査
、

防
疫
的
検
査
の
視
点
が
必
要
で
あ

り
、
１
人
１
回
限
り
と
せ
ず
定
期
的

検
査
の
実
施
等
さ
ら
な
る
検
査
の

拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

 

◎
公
共
施
設
等
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業

（
４
６
２
万
円
） 

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
市

公
共
施
設
等
で
感
染
症
の
陽
性
者

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
濃
厚
接
触
者

以
外
の
職
員
の
検
査
を
行
い
施
設

の
早
期
再
開
を
図
る
。
対
象
検
査
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
定
量
検
査
。
対

象
施
設
は
市
公
共
施
設
、
市
内
民
間

教
育
・
福
祉
施
設
等
（
民
間
は
施
設

負
担
額
検
査
１
人
に
対
し
て
２
０

０
０
円
） 

審
議
の
中
で
、
市
公
共
施
設
等
で

感
染
症
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た

場
合
を
３
回
と
推
定
、
対
象
人
数
は

２
１
０
人
、
検
査
料
２
万
２
０
０
０

円
で
試
算
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
共
産
党
市
議
団
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
医
療
機
関
・
高
齢
者
施
設

等
へ
の
一
斉
検
査
、
定
期
検
査
を
行

う
よ
う
強
く
要
望
す
べ
き
と
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
緊

急
助
成
事
業
（
１
１
８
５
万
円
） 

コ
ロ
ナ
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
流
行
を
防
ぐ
た
め
、
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
に
対
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
（
自
己
負
担
額
１
５
０
０
円
）
。

接
種
者
３
９
５
０
人
、
助
成
額
３
０

０
０
円
で
試
算
さ
れ
た
。 

 

◎
中
学
校
給
食
施
設
新
築
工
事
等

設
計
事
業
（
８
７
０
０
万
円 

２
０

２
０
年
度
〜
２
０
２
２
年
度
） 

中
学
校
給
食
施
設
等
の
基
本
設
計

及
び
実
施
設
計
を
行
う
債
務
負
担

行
為
と
し
て
計
上
。 

審
議
の
中
で
共
産
党
市
議
団
は
、

中
学
校
給
食
基
本
計
画
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
市
民
の
関

心
の
高
さ
を
示
す
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
市
民

へ
の
説
明
が
十
分
さ
れ
ず
推
進
さ

れ
て
き
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
突
然
提
案
が
出
さ
れ
た
か
ら
で

あ
り
、
市
民
の
声
に
し
っ
か
り
向
き

合
い
、
文
書
で
の
回
答
だ
け
で
は
な

く
丁
寧
に
説
明
を
行
う
べ
き
と
指

摘
。
今
後
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設

計
を
作
っ
て
い
く
う
え
で
も
説
明

会
が
必
要
と
開
催
を
求
め
ま
し
た
。 

 

（
３
）
議
案
に
つ
い
て 

◎
京
田
辺
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

地
域
型
保
育
事
業
所
給
付
費
の

支
給
に
関
わ
る
確
認
手
続
き
を
事

業
所
所
在
市
町
村
の
長
に
よ
る
も

の
と
す
る
た
め
の
改
正
。
事
務
手
続

き
の
簡
素
化
や
事
務
負
担
の
軽
減

を
内
容
と
す
る
も
の
で
賛
成
し
た
。

 

◎
京
田
辺
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

介
護
保
険
料
の
延
滞
金
の
割
合

の
規
定
を
整
理
し
、
延
滞
金
の
減
免

規
定
と
徴
収
猶
予
し
た
保
険
料
の

延
滞
金
規
定
を
追
加
す
る
た
め
の

改
正
。
減
免
規
定
を
明
確
に
す
る
も

の
で
賛
成
し
た
。 

 

◎
京
田
辺
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
を
引
き
続
き
、
社
会
福
祉
法
人
京

田
辺
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定

す
る
も
の
。
指
定
期
間
は
２
０
２
１

年
４
月
１
日
〜
２
０
２
６
年
３
月

３１
日
ま
で
の
５
年
間
。
賛
成
と
し

た
。 

 

（
４
）
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て 

「
不
登
校
及
び
引
き
こ
も
り
問

題
に
つ
い
て
」
「
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
施
設
整
備
に
つ
い
て
」
の

２
つ
の
テ
ー
マ
で
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
担
当
部
局
へ
質
問

調
査
後
、
今
後
の
進
め
方
も
含
め
委

員
間
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
３
月
議

会
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。 
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２
月
１０
日
に
開
か
れ
た
文
教

福
祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、
「
京

田
辺
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画(

案)

に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
結
果
に
つ
い
て
」、「
第
１

期
京
田
辺
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所

再
編
整
備
計
画
（
素
案
）
に
つ
い

て
」
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。 

 

 

（
１
）
京
田
辺
市
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画(

案)

に
係
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
結
果
に
つ
い
て 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
１０
月

２１
日
〜
１１
月
２０
日
ま
で
１
か
月

間
行
わ
れ
、
意
見
提
出
者
が
２８
名

で
意
見
数
は
２９
件
で
し
た
。 

 

３月議会 日程 

 

２月１９日（金）開会本会議     午後１時半～ 

３月 ２日（火）本会議 代表質問  午前１０時～ 

 ４日（木）本会議 一般質問  午前１０時～ 

５日（金）本会議 一般質問  午前１０時～ 

８日（月）本会議 一般質問  午前１０時～ 

９日（火）総務常任委員会   午前１０時～ 

１０日（水）文教福祉常任委員会 午前１０時～ 

１１日（木）建設経済常任委員会 午前１０時～ 

１２日（金）議会改革特別委員会 午前１０時～ 

１５日（月）予算特別委員会   午前１０時～ 

１６日（火）予算特別委員会   午前１０時～ 

１７日（水）予算特別委員会   午前１０時～ 

１９日（金）予算特別委員会   午後１０時～ 

２３日（火）議会運営委員会   午後１時半～ 

２５日（木）議会運営委員会   午後１時半～ 

２９日（月）閉会本会議     午後１時半～ 

関連個所 意見の概要 意見に対する市の考え方

主な意見の概要と意見に対する市の考え方（抜粋）

学校施設もいずれ建て替えなければいけない。それはわかっていたこ
と。40年後のスパンでなく、せめて5年の計画を綿密に立ててほしい。

子どもがトイレを我慢して家に帰ってきて使うほど学校のトイレが汚
い。トイレの洋式化をもっとすすめてほしい。今の時代に合ったトイレ
にしてほしい。

トイレの改修については、長寿命化等改修事業に併せて、計画的に
進めていく。

トイレの改修

プール集約化

給食室のあり方については、改築や共同調理場などの施設状況やコ
スト等を踏まえながら、検討していく。

小学校給食施設

その他
計画期間については、施設整備における財政的な負担の軽減や平準
化を図るため、国の定めた方針に従い、40年間としている。

自校でつくることで給食調理の時間がしっかりと確保され、安心安全
な給食、地産地消にも小さい規模だからできます。災害時の調理室と
しての機能もある自校方式を残してほしい。

小学校にあって当たり前のプールが集約化されることは、子どもたち
にとってとても残念なことです。集約化ではなく、各小学校で十分な水
泳授業ができるように屋根の設置、水の循環浄化槽時の設置、専門
コーチの配置をお願いします。

プールのあり方については、水泳指導の意義役割を十分に確保した
学習保障ができるように配慮しながら検討していく。

※
意
見
の
概
要
と
市
の
対
応 

①
意
見
へ
の
対
応 

・
計
画
に
追
加
又
は
修
正
す
る
も
の

…
０
件 

・
計
画
に
趣
旨
を
記
載
済
み
の
も
の

…
１６
件 

・
計
画
の
実
施
段
階
で
参
考
と
す
る

も
の
…
１
件 

・
そ
の
他
１２
件 

②
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
大
き
く
４
項

目
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

・
ト
イ
レ
の
改
修
に
か
か
わ
る
も
の

…
１６
件 

・
小
学
校
の
プ
ー
ル
集
約
化
に
か
か

わ
る
も
の
…
９
件 

・
小
学
校
の
給
食
施
設
に
か
か
わ
る

も
の
…
９
件 

・
そ
の
他
…
４
件 

主
な
意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
方
（
抜
粋
）
⬇
以
下
参
照 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

質
疑
の
中
で
、
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
以
外
の
方
法
も
考
え
て
、
丁

寧
な
説
明
と
意
見
の
集
約
が
必
要

で
あ
る
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
お
こ

な
い
、
小
学
校
ご
と
の
説
明
会
を
も

つ
等
、
保
護
者
の
声
を
も
っ
と
聴
く

姿
勢
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

 

（
２
）
第
１
期
京
田
辺
市
立
幼
稚

園
・
保
育
所
再
編
整
備
計
画
（
素
案
）

に
つ
い
て 

「
こ
ど
も
が
輝
く
京
田
辺
の
実

現
に
向
け
た
基
本
方
針
」（
平
成
２９

年
策
定
）
に
基
づ
き
具
体
化
す
る
た

め
、
京
田
辺
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所

再
編
整
備
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

実
行
計
画
と
位
置
づ
け
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年

間
と
す
る
。 

基
本
方
針
は
で
は
、
北
部
・
中

部
・
南
部
の
生
活
圏
ご
と
に
市
立
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
配
置

を
し
た
う
え
で
、
小
学
校
区
を
基
本

に
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
・

集
約
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

◆
再
編
整
備
計
画
の
基
本
的
な
考

え
方 

①
安
全
・
安
心
な
施
設
環
境
の
確
保

計
画
期
間
内
に
築

５０

年
を
超

え
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

園
舎
を
有
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

施
設
整
備
に
限
ら
ず
、
立
地
条
件
な

ど
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
。

②
一
定
の
集
団
規
模
の
確
保 

園
児
数
の
減
少
に
よ
り
、
集
団
教

育
が
困
難
と
な
っ
た
園
に
つ
い
て

は
、
原
則
他
園
と
の
統
合
を
行
う
。

③
公
立
施
設
の
機
能
強
化 

人
材
の
活
用
・
資
質
向
上
、
看
護

師
の
配
置
、
幼
保
小
連
携
の
推
進 

◆
統
合
に
あ
た
っ
て
の
配
慮 

①
統
合
等
の
対
象
と
な
る
園
に
つ

い
て
は
、
在
園
す
る
３
〜
５
歳
児
が

卒
園
す
る
ま
で
は
、
現
施
設
で
の
幼

稚
園
・
保
育
所
と
し
て
の
運
営
を
継

続
す
る
。 

②
令
和
４
年
度
の
園
児
募
集
に
際

し
て
保
護
者
へ
の
説
明
を
行
っ
た

う
え
で
、
同
年
度
に
入
園
し
た
３
歳

児
の
卒
園
後
に
統
合
な
ど
を
行
い

ま
す
。 

 

◆
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

令
和
３
年
２
月
・
３
月
：
子
ど

も
・
子
育
て
会
議 

❖
４
月
〜
５
月
：
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
・
地
域
説
明
会
（
３
カ
所
）

❖
６
月
：
計
画
決
定 

❖
７
月
〜
：
対
象
園
児
保
護
者
説
明

❖
９
月
：
幼
稚
園
園
児
募
集 

❖
１１
月
：
保
育
所
園
児
募
集 
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（
１
）
政
治
・
経
済
社
会
情
勢
に
対
す
る
市
長
の
基
本
認
識
に
つ

い
て ２

０
１
９
年
１０
月
に
消
費
税
率
を
８
％
か
ら
１０
％
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
、
市
民
に
大
き
な
負
担
が
強
い
ら
れ
た
。
そ
こ
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
か
つ
て

な
い
困
難
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
国
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
し
な
い
態
度
を
は
じ

め
、
憲
法
９
条
の
改
憲
、
原
発
再
稼
働
の
強
行
な
ど
、
国
民
の

願
い
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
政
治
を
す
す
め
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
時
に
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
長
が
国
に
対
し

毅
然
と
し
た
態
度
で
、
意
見
表
明
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
以
下
の
点
を
国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市

独
自
で
も
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。 

ア
、
全
額
国
費
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
拡
充
で
社
会
的
検
査

を
実
施
し
、
無
症
状
者
を
含
め
た
感
染
者
を
把
握
・
保
護
し
、

新
規
感
染
者
を
減
ら
す
こ
と
。 

イ
、
全
て
の
医
療
機
関
に
対
し
て
減
収
補
填
を
は
じ
め
十
分
な

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。 

ウ
、
営
業
時
間
の
短
縮
要
請
と
一
体
の
十
分
な
補
償
な
ど
、
雇

用
と
営
業
を
守
る
た
め
の
大
規
模
な
支
援
策
を
。
ま
た
、
事

業
規
模
に
応
じ
た
補
償
な
ど
事
業
継
続
を
可
能
に
す
る
施
策

を
求
め
よ
。 

②
１
月
２２
日
、
核
兵
器
の
開
発
・
保
有
・
使
用
を
禁
じ
る
核
兵

器
禁
止
条
約
が
発
効
を
迎
え
た
が
、
い
ま
だ
日
本
は
批
准
し

て
い
な
い
。
本
市
の
市
民
憲
章
に
も
あ
る
世
界
平
和
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
政
府
に
対
し
署
名
を
求
め
る
べ
き
。 

③
２
０
１
４
年
、
政
府
は
戦
争
放
棄
を
明
確
に
し
た
憲
法
９
条

の
解
釈
を
変
更
し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
踏
み
込
ん

だ
。
時
の
政
権
が
憲
法
解
釈
の
変
更
を
自
由
勝
手
に
で
き
る

と
な
れ
ば
、
憲
法
と
し
て
の
最
高
規
範
性
が
な
く
な
る
。
閣

議
決
定
の
撤
回
と
と
も
に
、
憲
法
違
反
で
あ
る
安
保
関
連
法

（
戦
争
法
）
を
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
認
識
を

問
う
。 

④
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
に
も
、
原
発
再
稼
働
を
中
止
し

「
原
発
ゼ
ロ
」
へ
の
決
断
を
行
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
表
質
問

岡
本 

亮
一 

 

３
月
２
日
３
番
目 

政
策
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
問
う
。 

⑤
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
消
費
税
１０
％
へ
の
増
税
な
ど
国
民
の
負

担
を
増
や
し
、
社
会
保
障
を
切
り
下
げ
る
一
方
、
内
部
留
保

を
た
め
こ
ん
で
い
る
大
企
業
に
は
法
人
税
率
引
下
げ
や
優
遇

税
制
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
国
に
対
し
社
会
保
障
改
悪
の
中

止
と
消
費
税
減
税
の
意
見
表
明
を
す
べ
き
。 

 

（
２
）
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て 

①
市
民
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
所
得
が
下
が
り
続
け
低
迷
す
る

な
か
、
暮
ら
し
の
困
難
は
増
し
、
か
つ
て
な
く
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。
市
民
を
守
り
支
え
る
た
め
に
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
。
ま
た
市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
と
考
え
る
が
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。

②
施
政
方
針
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
「
５
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
地
域
力
を
高
め

「
し
な
や
か
な
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
区
・
自
治

会
と
も
連
携
し
て
、
新
し
い
自
治
組
織
と
な
る
「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
る
と
し
て
い
る
が
、
市
民
が
ま
ち

づ
く
り
の
一
員
と
し
て
参
画
で
き
る
よ
う
「
市
政
懇
談
会
」

や
「
分
野
別
市
民
懇
談
会
」
の
開
催
な
ど
、
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
。
ま
た
、
南
部
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
活

動
な
ど
の
拠
点
（
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
）
機
能
の
確
保
を
具

体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
を
問
う
。 

③
予
算
編
成
の
方
針
で
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
歳
出
の
抑
制
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
な
ど
行
革
を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
本
来
の
「
公

共
」
の
果
た
す
役
割
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

補
助
金
を
使
っ
た
国
の
政
策
誘
導
の
や
り
方
に
つ
い
て
見
解

を
問
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

青
木 

綱
次
郎 

５
日
３
番
目 

一
般
質
問

増
富 

理
津
子 

４
日
２
番
目 

を
問
う
。 

 

（
３
）
重
点
施
策
に
つ
い
て 

①
政
府
は
、
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
現
在

原
則
１
割
の
窓
口
負
担
を
２
割
負
担
に
す
る
と
し
た
。
病
気
に
な

り
が
ち
な
高
齢
者
に
よ
り
一
層
の
経
済
的
負
担
を
強
い
る
引
き
上

げ
の
撤
回
を
求
め
よ
。 

②
国
保
税
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
国
へ
財
政
負
担
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
府
に
独
自
の
財
政
支
援
を
求
め
よ
。 

③
下
水
道
事
業
は
、
住
民
生
活
や
住
民
福
祉
の
向
上
を
担
う
重
要
な

役
割
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。
ま
た
下
水
道
料
金
の

引
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
。 

④
京
都
府
内
２
番
目
に
高
い
都
市
計
画
税
の
税
率
引
下
げ
を
求
め

る
。 

⑤
年
度
当
初
及
び
年
度
途
中
に
待
機
児
童
が
出
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
就
職
活
動
中
や
育
児
休
業
明
け
な
ど
年
度
途
中
で
も
安
心
し

て
希
望
す
る
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
る
よ
う
施
設
整
備
の
充

実
を
求
め
る
。 

（
１
）
水
道
事
業
に
つ
い
て 

①
京
都
府
は
２
０
２
２
年
度
中
に
「
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ

ン
」
を
策
定
す
る
と
し
て
お
り
、
各
市
町
村
は
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
広
域
化
へ
の
参
加
も
含
め
た
態
度
を
表
明
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
は
広
域
化
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
態
度
を
と
る
の
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

②
京
田
辺
市
内
で
独
自
に
確
保
す
る
「
自
己
水
源
」
は
、
市

民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の

点
で
の
市
の
見
解
を
問
う
と
と
も
に
、
今
後
、「
府
営
水
」

と
「
自
己
水
」
の
割
合
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て 

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、
そ
の
推
進
体
制
や
、
現
在
の

状
況
、
及
び
課
題
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
感
染
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
こ
の
間
、
市
内
で
確
認
さ

れ
た
感
染
者
の
内
、「
自
宅
療
養
者
」
及
び
「
調
整
中
（
自

宅
待
機
者
）」
の
、
発
生
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
そ
れ
ら
の
方
々
へ
の
健
康
観
察
や
生
活
支
援
の
状

況
と
体
制
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染
者
へ
の
支
援
を
万
全
に

進
め
て
い
く
上
で
、
保
健
所
の
役
割
は
重
要
と
な
る
。
こ

の
点
で
京
都
府
に
対
し
、
京
田
辺
市
・
綴
喜
郡
地
域
に
あ

ら
た
め
て
保
健
所
を
設
置
す
る
よ
う
市
と
し
て
要
望
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

 

（
３
）
市
北
部
の
河
川
改
修
に
つ
い
て 

①
現
在
の
防
賀
川
の
河
川
改
修
の
現
状
と
完
了
の
見
通
し
、

お
よ
び
そ
れ
を
受
け
た
吉
原
川
改
修
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
防
賀
川
に
つ
い
て
、
虚
空
蔵
谷
川
合
流
部
よ
り
上
流
域
の

改
修
に
つ
い
て
も
早
急
に
具
体
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。 

（
１
）
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
と
豊
か
な
学
校
生
活
を 

 

公
立
小
学
校
の
学
級
編
制
を
３５
人
に
引
き
下
げ
る
「
公
立
義
務
教

育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
２
０
２
１
年
２
月
２
日
、
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
小
学
校
の
学
級
規
模
の
一
律
の
引
き
下
げ
は
４０
年
ぶ
り
の

こ
と
。 

①
少
人
数
学
級
に
対
応
で
き
る
条
件
整
備
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問
う
。 

②
小
学
校
で
の
専
科
教
員
の
配
置
の
推
進
を
。 

③
中
学
校
で
も
少
人
数
学
級
へ
の
条
件
整
備
を 

 

（
２
）
乳
幼
児
期
か
ら
学
校
卒
業
後
ま
で
の
継
続
し
た
障
が
い
児
支
援

体
制
の
整
備
を 

①
安
心
し
て
移
動
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
拡
充
を
。 

②
医
療
的
ケ
ア
児
が
通
う
学
校
へ
看
護
師
の
配
置
を
。 

③
多
目
的
ト
イ
レ
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
の
設
置
を
。 

 

（
３
）
街
区
公
園
の
整
備
と
活
用
を 

①
遊
具
だ
け
で
な
く
、
ベ
ン
チ
な
ど
設
置
設
備
の
定
期
的
な
点
検
を
。

②
地
域
の
実
情
に
即
し
た
管
理
と
活
用
を
。 

※
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
（１
２
９
４
号
）の
一
部
訂
正
と
お
詫
び

２
０
２
１
年
２
月
２１
日
に
掲
載
し
ま
し
た
「
３
月
議
会

日
程
」
に
お
き
ま
し
て
、
３
月
８
日
㈪
の
一
般
質
問
が
質
問

人
数
の
都
合
上
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
当
該
部
分
を
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
読
者
の

皆
様
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 
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２
月
２５
日
、
京
田
辺
市
が
枚
方

市
と
共
同
で
進
め
て
い
る
新
ご
み

焼
却
場
建
設
・
運
営
を
担
う
枚
方

京
田
辺
環
境
施
設
組
合
の
２１
年
第

１
回
定
例
議
会
が
開
か
れ
、
同
組

合
の
２１
年
度
一
般
会
計
予
算
案
の

審
議
、
採
決
と
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

▼
新
ご
み
焼
却
場
の
建
設
と
完
成

後
２０
年
間
の
運
営
を
一
つ
の
民
間

事
業
者
へ
一
括
委
託
へ 

 

同
組
合
で
は
、
新
た
に
建
設
す

る
ご
み
焼
却
場
に
つ
い
て
、
そ
の

設
計
・
建
設
工
事
と
、
施
設
完
成

後
の
２０
年
間
の
ご
み
焼
却
な
ど
の

運
営
業
務
を
、
一
つ
の
民
間
企
業

に
一
括
し
て
民
間
委
託
と
す
る
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
の
１
月
末
に
、
同
組
合
は

京
都
府
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評

価
書
を
提
出
し
、
用
地
の
粗
造
成

工
事
も
含
め
た
事
業
着
工
前
ま
で

の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
が

一
通
り
終
了
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
２１
年
度
予
算
に
民
間
委
託
の

た
め
の
予
算
措
置
が
初
め
て
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
な
お
組
合
が
提

出
し
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価

書
は
京
都
府
に
よ
る
住
民
へ
の
縦

覧
が
３
／
５
か
ら
４
／
５
ま
で
の

期
間
に
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
京
都

府
や
同
組
合
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
さ
れ

ま
す
。 

 

施
設
の
建
設
と
そ
の
後
の
運
営

を
委
託
す
る
事
業
者
の
選
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
２１
年
４
月
に
事
業

内
容
を
詳
し
く
示
し
て
募
集
す
る

「
入
札
公
告
」
が
行
わ
れ
、
応
募
す

る
事
業
者
か
ら
施
設
建
設
や
運
営

事
業
の
内
容
、
費
用
な
ど
の
提
案
を

受
け
る
「
提
案
書
提
出
・
審
査
」
を

受
け
、
２１
年
秋
に
は
落
札
者
を
決

定
、
２２
年
２
月
の
「
組
合
」
議
会
で

の
議
決
を
経
た
上
で
「
本
契
約
」
と

し
、
設
計
・
建
設
（
２５
年
度
末
ま
で

に
施
設
完
成
予
定
）
、
２６
年
度
か
ら

新
ご
み
焼
却
場
の
稼
働
開
始
と
そ

の
後
２０
年
間
の
ご
み
焼
却
業
務
な

ど
施
設
運
営
を
委
託
、
と
進
ん
で
い

き
ま
す
。 

 

２１
年
度
予
算
案
に
は
「
債
務
負
担

行
為
」
と
し
て
、
２１
年
度
か
ら
４５
年

度
ま
で
の
２５
年
間
で
、
総
額
で
３
２

５
億
６
千
万
円
を
上
限
と
し
て
支

出
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

予
算
案
の
審
議
で
は
、
京
田
辺
市

の
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議
員
と
枚
方

市
の
広
瀬
ひ
と
み
日
本
共
産
党
市

議
の
二
人
が
質
疑
で
、
事
業
費
の
内

訳
や
京
田
辺
市
、
枚
方
市
の
財
政
負

担
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。
事
業
費
３

２
５
億
６
千
万
円
の
内
訳
は
、
施
設

の
設
計
を
含
む
建
設
工
事
費
が
１

８
１
億
５
千
万
円
、
稼
働
後
２０
年
間

の
運
営
費
と
し
て
１
４
４
億
１
千

万
円
と
の
こ
と
で
す
。
負
担
割
合
な

ど
に
つ
い
て
は
、
建
設
事
業
に
関
わ

る
国
の
補
助
金
が
約
４８
億
２
千
万

円
、
両
市
の
負
担
は
概
算
で
、
枚
方

市
が
１
６
８
億
４
千
万
円
、
京
田
辺

市
１
０
９
億
円
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

採
決
に
先
立
っ
て
青
木
議
員
は

反
対
討
論
に
た
ち
、
日
々
発
生
す
る

ご
み
処
理
業
務
は
住
民
生
活
に
深

く
関
わ
り
、
ま
た
ご
み
減
量
の
取
り

組
み
を
住
民
と
と
も
に
進
め
て
い

く
上
で
も
、
民
間
委
託
で
は
な
く
、

行
政
が
直
接
、
責
任
を
も
っ
て
管

理
、
運
営
を
す
べ
き
こ
と
、
京
田
辺

市
の
２１
年
度
一
般
会
計
予
算
案
で

は
、
用
地
買
収
と
粗
造
成
工
事
に
関

す
る
費
用
約
４
億
３
５
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
予
定
地
の

粗
造
成
事
業
も
含
め
て
同
組
合
の

事
業
と
し
て
実
施
し
、
そ
の
費
用
も

京
田
辺
市
、
枚
方
市
が
そ
れ
ぞ
れ
応

分
の
負
担
を
す
べ
き
こ
と
、
の
二
点

を
あ
げ
て
反
対
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
討
論
で
は
、
新
焼
却
場
の
建

設
費
用
約
１
８
１
億
５
千
万
円
に

関
連
し
、
京
田
辺
市
が
２
０
１
４
年

に
ご
み
処
理
の
単
独
処
理
か
広
域

処
理
か
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
費
用
な

ど
が
検
討
し
た
「
ご
み
処
理
施
設
整

備
基
本
構
想
」
で
は
、
新
焼
却
場
の

建
設
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
単
独
処

理
の
場
合
は
建
設
費
を
約
６０
億
円



 
 
 
 
 
 
 
 

と
見
込
み
、
国
補
助
金
な
ど
を
除

い
た
市
単
独
負
担
と
し
て
約
２７
億

円
に
な
る
と
す
る
一
方
で
、
広
域

処
理
の
場
合
の
建
設
費
は
約
１
０

６
億
円
と
し
、
国
補
助
金
や
他
自

治
体
負
担
を
除
い
た
市
単
独
負
担

は
約
１８
・
５
億
円
と
な
り
、
広
域

処
理
の
方
が
費
用
負
担
が
少
な

い
、
と
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し

今
回
予
算
計
上
さ
れ
た
１
８
１
億

５
千
万
円
を
基
に
京
田
辺
市
の
単

独
負
担
分
を
概
算
す
る
と
３１
・
７

億
円
と
な
る
こ
と
を
示
し
、「
基
本

構
想
」
の
妥
当
性
が
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
、
京
田
辺
市
と
し
て
説
明

さ
れ
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。 

 

採
決
の
結
果
、
反
対
は
青
木
議

員
、
広
瀬
議
員
の
み
で
賛
成
多
数

で

２１

年
度
予
算
は
可
決
し
ま
し

た
。 

 

▼
今
後
の
オ
オ
タ
カ
の
行
動
調
査

に
つ
い
て
一
般
質
問 

 

一
般
質
問
で
は
、
青
木
議
員
が

今
後
の
オ
オ
タ
カ
の
行
動
調
査
に

つ
い
て
、
と
り
上
げ
ま
し
た
。
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価
書
で
は
、

施
設
建
設
工
事
期
間
中
も
オ
オ
タ

カ
の
行
動
調
査
を
実
施
す
る
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
具
体
的
な

期
間
、
内
容
な
ど
を
質
問
し
ま
し

た
。 

 

組
合
当
局
は
、
「
２２
〜
２７
年
ま

で
の
６
年
間
、
毎
年
１
月
の
巣
作

り
か
ら
６
月
の
巣
立
ち
ま
で
を
調

査
期
間
と
し
、
定
点
調
査
を
基
本

と
す
る
。
４
月
の
産
卵
期
以
降
に

従
来
の
巣
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
に
よ
る

監
視
で
実
施
す
る
。」
と
答
弁
す
る

と
と
も
に
、
行
動
変
容
な
ど
の
基

準
に
つ
い
て
は
「
過
去
３
回
の
繁

殖
期
に
お
け
る
オ
オ
タ
カ
の
行
動

や
文
献
な
ど
を
分
析
し
、
専
門
家
の

助
言
を
受
け
、
各
繁
殖
ス
テ
ー
ジ
に

お
け
る
親
鳥
が
巣
を
離
れ
る
標
準

的
な
時
間
を
基
準
に
異
常
行
動
時

間
を
設
定
し
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合

や
餌
の
搬
入
が
確
認
で
き
な
い
場

合
を
判
断
基
準
と
す
る
。
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
オ
オ
タ
カ
の
行
動

変
容
な
ど
慎
重
に
検
討
す
る
上
で

も
、
同
組
合
が
設
置
し
た
「
オ
オ
タ

カ
保
全
専
門
家
会
議
」
を
継
続
し
専

門
家
の
意
見
な
ど
を
十
分
、
参
考
に

す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
オ
オ

タ
カ
の
行
動
に
異
常
が
あ
っ
た
場

合
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
は
「
今
後
も
事
後
調
査
の

期
間
を
通
じ
て
オ
オ
タ
カ
保
全
専

門
家
会
議
で
意
見
を
聴
き
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
工
事
中
は
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ

メ
ラ
に
よ
る
監
視
を
行
い
、
異
常
行

動
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
専
門

家
に
助
言
を
求
め
、
状
況
に
よ
っ
て

は
工
事
を
一
時
中
止
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１２９７号  ２０２１年３月１４日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

２
０
２
１
年
度
施
設
方
針
へ
の
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産

党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団
を
代
表
し
て
岡
本
り
ょ
う
い
ち
議
員
が
上

村
市
長
に
対
し
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
点
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

（
１
）
政
治
・
経
済
社
会
情
勢
に
対
す
る
市
長
の
基
本
認
識
に
つ
い
て 

問
① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
以
下
の
点
を
国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自

で
も
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。 

ア
、
全
額
国
費
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
拡
充
で
社
会
的
検
査
を
実

施
し
、
無
症
状
者
を
含
め
た
感
染
者
を
把
握
・
保
護
し
、
新
規
感

染
者
を
減
ら
す
こ
と
。 

健
康
福
祉
部
長 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
あ
く
ま
で
も
検
査
し
た
時
点
の

感
染
状
況
を
確
認
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
保

育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
通
所
施
設
な
ど

で
感
染
者
が
判
明
し
た
場
合
、
施
設
の
再
開
を
早
め
ら
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
保
健
所
と
連
携
し
、
施
設
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡

大
実
施
を
し
、
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。 

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
１
月
か
ら
開
始
し
、
消
防
署
、
小
学
校

２
ヵ
所
、
保
育
園
１
カ
所
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
６５
歳
以
上
の
介

護
認
定
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
新
た
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
な
ど
の
際
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

京
都
府
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
施
設
等
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
と

し
て
２
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
お

よ
び
障
が
い
者
・
障
が
い
児
の
入
所
施
設
の
従
事
者
等
を
対
象
に

集
中
的
に
検
査
を
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 

イ
、
全
て
の
医
療
機
関
に
対
し
て
減
収
補
填
を
は
じ
め
十
分
な
財
政

支
援
を
行
う
こ
と
。 

健
康
福
祉
部
長 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、

感
染
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
の
中
、
感
染
拡
大
防
止
に
ご
尽
力
頂

き
な
が
ら
、
診
療
の
継
続
を
し
て
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
実

施
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
も
、
多
大
な
ご
協
力
を
頂
く

必
要
が
で
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
財
政
面
を
含
め
、
様
々
な
支
援

を
国
に
要
望
し
て
い
く
。 

 

ウ
、
営
業
時
間
の
短
縮
要
請
と
一
体
の
十
分
な
補
償
な
ど
、
雇
用
と

営
業
を
守
る
た
め
の
大
規
模
な
支
援
策
を
。
ま
た
、
事
業
規
模
に

応
じ
た
補
償
な
ど
事
業
継
続
を
可
能
に
す
る
施
策
を
求
め
よ
。 

経
済
環
境
部
長 

営
業
時
間
の
短
縮
要
請
に
対
す
る
京
都
府
緊
急
事

態
措
置
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
一
日
当
た
り
６
万
円
、
２
月
２８
日

ま
で
と
考
え
ま
す
と
、
４６
日
間
で
最
大
２
７
６
万
円
の
支
援
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
業
規
模
に
関
わ
ら
な
い
一
律
給
付

に
つ
い
て
は
、
零
細
事
業
者
を
中
心
に
事
業
継
続
上
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
一
方
で
、
規
模
の
大
き
い
大
手
飲
食
店
な
ど
に
と
っ
て
は

店
舗
の
コ
ス
ト
を
補
填
す
る
に
至
ら
な
い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
は

報
道
な
ど
で
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
円
滑

な
給
付
に
加
え
て
、
申
請
な
ど
に
係
る
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
考

慮
す
る
中
で
、
一
律
給
付
と
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

問
② 

２
０
２
１
年
１
月
２２
日
、
核
兵
器
の
開
発
・
保
有
・
使
用
を

禁
じ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
を
迎
え
た
が
、
い
ま
だ
日
本
は

批
准
し
て
い
な
い
。
本
市
の
市
民
憲
章
に
も
あ
る
世
界
平
和
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
政
府
に
対
し
署
名
を
求
め
る
べ
き
。 

市
長 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
は
、
昨
年
１０
月
２４
日
に
批
准
し

た
国
が
条
約
の
発
効
要
件
で
あ
る
５０
カ
国
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、

本
年
１
月
２２
日
に
発
効
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
を
踏
ま
え
、
本

市
が
加
盟
し
て
い
る
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
に
お
い

て
は
、
昨
年
１１
月
２０
日
に
菅
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
日
本
政

府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
国
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
要
請
を
行

っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
条
約
締
結
や
外
交
に
関
す
る
こ
と
は
、

国
際
情
勢
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
国
の
責
任
と
判
断
に
よ
っ

て
対
処
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

問
③ 

２
０
１
４
年
、
政
府
は
戦
争
放
棄
を
明
確
に
し
た
憲
法
９
条

の
解
釈
を
変
更
し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
踏
み
込
ん
だ
。

時
の
政
権
が
憲
法
解
釈
の
変
更
を
自
由
勝
手
に
で
き
る
と
な
れ

ば
、
憲
法
と
し
て
の
最
高
規
範
性
が
な
く
な
る
。
閣
議
決
定
の
撤

回
と
と
も
に
、
憲
法
違
反
で
あ
る
安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）
を
廃

止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。 

市
長 

安
全
保
障
に
関
わ
る
も
の
は
、
国
に
お
け
る
最
大
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
安
全
保
障
に
関
す
る
法
制
と
そ
れ
に
関
す

る
憲
法
解
釈
に
つ
い
て
答
え
る
立
場
で
は
な
い
が
、
安
保
法
制
に

つ
い
て
は
、
我
が
国
周
辺
海
域
等
で
の
安
全
保
障
環
境
が
変
化
す

る
中
に
あ
っ
て
、
い
か
に
す
れ
ば
多
く
の
国
と
の
共
同
の
下
で
安

全
を
確
保
で
き
る
か
は
、
国
家
の
基
本
で
あ
り
、
真
摯
に
議
論
と

討
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
上
で
、
い
か
な
る
事
態
が
生
じ
よ
う
と
も
国
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
国
会
に
お
い
て
議
論
の
上
、

整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

問
④ 

脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
に
も
、
原
発
再
稼
働
を
中
止
し

「
原
発
ゼ
ロ
」
へ
の
決
断
を
行
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

経
済
環
境
部
長 

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
「
京
田
辺
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
取
組
み
を
進
め
る
。
な
お
、
原
発
の
再
稼
働
を
含
め
た

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
判
断

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
２
）
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て 

問 

市
民
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
所
得
が
下
が
り
続
け
低
迷
す
る
な

か
、
暮
ら
し
の
困
難
は
増
し
、
か
つ
て
な
く
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
を
守
り
支
え
る
た
め
に
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
。
ま
た
市
民

の
暮
ら
し
の
実
態
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

す
と
考
え
る
が
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。 

企
画
政
策
部
長 

市
民
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、
国
や
京
都
府
な
ど

の
経
済
動
向
の
報
告
に
お
い
て
、
景
気
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
な
か
、
全
体
と
し
て
持
ち
直
し

基
調
は
継
続
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
雇
用
・
所

得
環
境
や
個
人
消
費
の
弱
い
動
き
も
示
さ
れ
て
お
り
、
暮
ら
し
へ

の
影
響
は
生
じ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
な
か
、
こ
れ
ま
で
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た

め
の
対
策
と
し
て
、
各
種
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
感
染
症
の
動
向
と
合
わ
せ
て
、
市
民
の
暮
ら
し

の
状
況
に
は
十
分
注
視
し
な
が
ら
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。 

 

問 

施
政
方
針
で
は
、
南
部
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
活
動
な

ど
の
拠
点
（
仮
称
・
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
）
機
能
の
確
保
を
具
体

的
に
ど
う
進
め
る
の
か
を
問
う
。 

企
画
政
策
部
長 

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
及
び
文
化
振
興
計
画
に
記
載

し
て
い
る
「
南
部
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
及
び
文
化
活
動
の

拠
点
機
能
の
確
保
」
を
実
現
す
る
た
め
、
現
在
、
民
間
施
設
を
活

用
し
整
備
を
行
う
計
画
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。 

地
元
区
・
自
治
会
か
ら
も
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
機
能
確

保
に
つ
い
て
要
望
を
頂
い
て
お
り
、
令
和
３
年
度
に
、
区
・
自
治

会
や
市
民
活
動
団
体
等
の
方
々
を
交
え
て
、
具
体
的
な
機
能
に
つ

い
て
の
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
整
備
内
容
を
決
定
し
た
上

で
、
令
和
４
年
度
当
初
の
開
設
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

（
３
）
重
点
施
策
に
つ
い
て 

問 

政
府
は
、
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
現

在
原
則
１
割
の
窓
口
負
担
を
２
割
負
担
に
す
る
と
し
た
。
病
気
に

な
り
が
ち
な
高
齢
者
に
よ
り
一
層
の
経
済
的
負
担
を
強
い
る
引
き

上
げ
の
撤
回
を
求
め
よ
。 

市
民
部
長 

７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
窓
口
負
担
が
１
割
か

ら
２
割
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
団
塊
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
り
始
め
る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
現
役
世
代
の
負
担
の
軽
減
と
世
代
間
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
国
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
全
国
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
協
議
会
を
通
じ
、
高
齢
者
が
必
要
な
医
療
を
受
け
る
機
会
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
検
討
を
慎
重
に
進
め
る
こ
と
、
や
む
を
得
ず
窓

口
負
担
の
割
合
を
見
直
す
場
合
は
、
十
分
な
周
知
期
間
を
設
け
、

丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
負
担
割
合
が
増
え
る
被
保
険
者

に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
国
へ
要
望
し
て
い
る
。 

 

問 

国
保
税
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
国
へ
財
政
負
担
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、
府
に
独
自
の
財
政
支
援
を
求
め
よ
。 

市
民
部
長 

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
近
畿
都
市
国
民
健
康
保
険

者
協
議
会
を
通
じ
て
、
国
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤

の
充
実
、
強
化
に
つ
い
て
要
望
し
て
き
た
。 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
へ
の
制
度
移
行
に

よ
り
、
都
道
府
県
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
府
に
対
し
て
も
、

国
民
健
康
保
険
事
業
納
付
金
の
算
定
に
お
け
る
実
態
に
即
し
た
被

保
険
者
の
補
正
、
前
年
度
余
剰
金
の
活
用
な
ど
、
被
保
険
者
の
国

保
税
が
過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
要
望
し
て
い
る
。 

 

問 

下
水
道
事
業
は
、
住
民
生
活
や
住
民
福
祉
の
向
上
を
担
う
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。
ま
た
下
水
道
料
金

の
引
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
。 

下
水
道
部
長 

下
水
道
は
、「
公
衆
衛
生
の
向
上
」、「
生
活
環
境
の
改

善
」、
「
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
」、
「
浸
水
の
防
除
」
な
ど
に
お

い
て
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

一
方
、
下
水
道
事
業
は
「
雨
水
公
費
、
汚
水
私
費
」
の
原
則
の

も
と
、
汚
水
処
理
に
か
か
る
費
用
を
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
独
立

採
算
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
事
業
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
を
踏
ま
え
て
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い

く
た
め
、
先
の
１２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
下
水
道
使
用
料
の
見
直

し
を
含
む
条
例
改
正
に
つ
い
て
、
議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
施
工
期
日
と
な
る
本
年
７
月
１
日
に
、
そ
の
円
滑
な
実
施

が
行
え
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
関
連
す

る
事
務
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。 

 

問 

京
都
府
内
２
番
目
に
高
い
都
市
計
画
税
の
税
率
引
下
げ
を
。 

市
民
部
長 

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事
業
に
充
当
す
る
目
的
税

と
位
置
づ
け
さ
れ
、
本
市
に
と
っ
て
安
定
的
か
つ
貴
重
な
自
主
財

源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
困
難
と

考
え
て
い
る
。 

 

問 

年
度
当
初
及
び
年
度
途
中
に
待
機
児
童
が
出
て
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
就
職
活
動
中
や
育
児
休
業
明
け
な
ど
年
度
途
中
で
も
安
心

し
て
希
望
す
る
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
る
よ
う
施
設
整
備
の

充
実
を
求
め
る
。 

輝
く
こ
ど
も
未
来
室
長 

保
育
所
等
に
お
け
る
待
機
児
童
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
４
月
当
初
の
待
機
児
童
は
「
ゼ
ロ
」
と
な
る
見
込

み
だ
が
、
年
間
を
通
じ
て
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
施
設
面
、
保
育
士
等
の
確
保
の
面
に
お
い
て
も
難
し
い
。 

現
在
、
令
和
３
年
４
月
の
「
み
ん
な
の
き
三
山
木
こ
ど
も
園
」、

令
和
５
年
４
月
の
「
仮
称
・
市
立
大
住
こ
ど
も
園
」
の
開
園
に
向

け
た
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
も
小
規
模
保
育
事
業
所
の
整

備
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
、
年
度
途
中
も
含
め
、
待
機
児
童
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。 
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（
１
）
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
と

豊
か
な
学
校
生
活
を 

質
問 

コ
ロ
ナ
危
機
を
契
機
に
広
が

っ
た
少
人
数
学
級
を
求
め
る
世

論
に
押
さ
れ
、
政
府
は
現
在
小
学

校
１
年
生
の
み
３５
人
、
２
年
生
以

上
は
４０
人
と
さ
れ
て
い
る
学
級

編
成
基
準
を
２
年
生
以
上
も

４０

人
か
ら
３５
人
に
引
き
下
げ
る
義

務
教
育
標
準
法
改
正
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
小
学
校
全
学
年
で
の

学
級
規
模
の
見
直
し
は
４０
年
ぶ

り
。 京

都
府
は
こ
れ
ま
で
か
ら
府
の

単
費
定
数
を
措
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
小
学
校
で
は
３０
人
程
度
、

中
学
校
で
は
３５
人
以
下
の
学
級

編
成
が
可
能
な
教
員
配
置
を
行
っ

て
き
た
。 

引
き
続
き
、
各
市
町
が
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
や
課
題
に
応
じ
て
柔
軟

に
選
択
で
き
る
制
度
と
し
て
、
独

自
の
少
人
数
教
育
の
推
進
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

４
月
か
ら
の
少
人
数
学
級
の
実
現

に
む
け
た
条
件
整
備
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
市
の
方
針
を
聞
く
。 

教
育
部
長 

こ
れ
ま
で
も
京
都
式
少

人
数
教
育
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

小
学
校
で
少
人
数
学
級
を
活
用

し
て
る
こ
と
か
ら
、
１
学
級
概
ね

３５
人
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
改
正

に
よ
り
教
室
数
が
不
足
す
る
こ

と
は
無
い
。 

 

質
問 

全
国
で
既
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
小
学
校
で
の
専
科
教
員
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
京
都
式
少
人

数
教
育
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
。
専
科
教
員
の
配
置
は
、
子

ど
も
た
ち
が
よ
り
楽
し
く
専
門
的

に
学
ぶ
授
業
の
改
善
に
つ
な
が

り
、
先
生
方
の
負
担
軽
減
に
も
役

立
つ
。
京
田
辺
市
で
も
小
学
校
で

の
専
科
教
員
の
配
置
の
推
進
を
。 

 

市
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
聞
く
。 

教
育
部
長 

専
科
教
員
は
、
授
業
の

質
の
向
上
、
複
数
教
員
に
よ
る
多

面
的
な
児
童
理
解
や
、
担
任
の
負

担
軽
減
に
加
え
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
教
育
的
効

果
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。 

本
市
で
は
英
語
化
で
１
名
の
専

任
教
員
を
配
置
し
て
い
る
。
次
年

度
以
降
、
各
学
年
の
実
態
に
応
じ

て
専
科
教
員
の
増
員
を
府
に
要
望

し
て
い
く
。 

 

質
問 

国
の
計
画
で
は
中
学
・
高
校

は
対
象
外
で
す
が
、
特
に
中
学
校

は
小
学
校
か
ら
環
境
も
大
き
く

変
わ
り
不
登
校
も
増
え
、
き
め
細

か
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。 

２
月
１５
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
、
日
本
共
産
党
の
畑
野
議
員

の
質
問
に
対
し
、
菅
首
相
も
中
学

校
に
つ
い
て
も
少
人
数
学
級
の
実

施
を
検
討
す
る
と
答
弁
し
て
い

る
。
中
学
校
で
も
少
人
数
学
級
へ

の
条
件
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
市
教
育
委
員
会
の
考

え
は
。 

教
育
部
長 

中
学
校
で
は
現
在
の
教

員
数
で
少
人
数
学
級
を
実
施
す

る
と
、
各
教
科
担
当
者
の
持
ち
時

間
が
増
え
る
こ
と
が
課
題
。
少
人

数
学
級
の
実
施
に
な
れ
ば
教
員

へ
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に

増
員
を
府
に
要
望
し
て
い
く
。 

  

（
２
）
乳
幼
児
期
か
ら
学
校
卒
業
後

ま
で
の
継
続
し
た
障
が
い
児
支
援
体

制
の
整
備
を 

質
問 

障
が
い
児
の
在
宅
で
の
養
育

は
母
親
が
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
障
が
い

の
重
度
化
に
伴
い
医
療
的
ケ
ア

も
増
え
、
母
親
の
心
身
へ
の
負
担

は
大
き
く
母
親
へ
の
支
援
は
看

護
師
の
重
要
な
役
割
に
な
っ
て

い
る
。
母
親
が
心
身
の
安
定
を
保

ち
子
ど
も
と
共
に
成
長
し
、
子
ど

も
の
ケ
ア
に
満
足
し
な
が
ら
養

育
行
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

 
 
 
 
 
 
 
 

援
助
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
乳
幼
児
期
か
ら
安

心
し
て
、
移
動
支
援
が
受
け
ら

れ
る
体
制
の
拡
充
を
。 

            

健
康
福
祉
部
長 

移
動
支
援
と

は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

社
会
生
活
上
不
可
欠
な
外
出
や

余
暇
活
動
な
ど
の
外
出
に
お
け

る
支
援
を
目
的
に
し
て
い
る
。 

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
に
一
人
で
外
出
で
き
る
か

と
い
う
観
点
で
、
原
則
利
用
決

定
を
行
っ
て
い
な
い
。 

 

質
問 

２
０
１
９
年
３
月
の
文
部

科
学
省
の
通
知
で
、
学
校
に
お

け
る
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
に
よ

る
教
育
面
・
安
全
面
で
の
意
義

が
示
さ
れ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
や
運
営
協
議
会
の
設
置
・

運
営
等
が
教
育
委
員
会
の
役
割

と
し
て
示
さ
れ
た
。 

本
市
に
お
い
て
、
学
校
に
お

け
る
実
施
体
制
の
あ
り
方
な

ど
、
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
進

捗
状
況
を
聞
く
。
医
療
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
地
域

の
学
校
を
選
択
で
き
、
い
つ
で

も
安
心
し
て
通
え
る
よ
う
に
、

学
校
へ
の
看
護
師
配
置
を
。 

教
育
部
長 

現
在
、
看
護
師
配
置
が

必
要
な
医
療
的
ケ
ア
児
は
い
な
い

が
、
在
籍
し
た
場
合
は
看
護
師
を

配
置
す
る
。 

 

質
問 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
と

は
、
乳
幼
児
等
の
お
む
つ
交
換
の

た
め
に
設
置
す
る
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

と
は
異
な
り
、
大
人
も
横
に
な
れ

る
大
型
の
シ
ー
ト
。
主
に
多
機
能

ト
イ
レ
内
に
設
置
さ
れ
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
お
む
つ
交
換
等
に
利

用
さ
れ
る
ほ
か
、
高
齢
者
や
子
ど

も
連
れ
の
方
な
ど
、
多
く
の
人
が

多
目
的
に
利
用
で
き
る
も
の
。 

冷
暖
房
設
備
の
設
置
と
ト
イ
レ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
改

装
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
中
央
体

育
館
で
新
た
に
作
る
ト
イ
レ
に
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
が
設
置
さ

れ
る
。
他
の
公
共
施
設
へ
の
設
置

を
、
ま
ず
市
役
所
内
ト
イ
レ
に
設

置
を
求
め
る
。 

           

総
務
部
長 

現
状
の
市
庁
舎
の
多
目

的
ト
イ
レ
で
は
、
必
要
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
設
置
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。 

  

（
３
）
街
区
公
園
の
整
備
と
活
用
を

質
問 

街
区
公
園
は
、
半
径
２
５
０

ｍ
程
度
の
街
区
内
の
居
住
者
が
容

易
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
都
市
公
園
。
最
も
身
近
な
公

園
と
し
て
児
童
の
遊
戯
、
運
動
、

高
齢
者
の
運
動
、
憩
い
な
ど
の
利

用
に
配
慮
し
て
設
計
さ
れ
て
い

る
。 す

べ
て
の
公
園
を
エ
リ
ア
ご
と

に
分
け
て
、
月
１
回
、
日
常
点
検

し
て
い
る
と
聞
く
が
、
遊
具
だ
け

で
な
く
、
同
時
に
ベ
ン
チ
な
ど
設

置
設
備
の
定
期
的
な
点
検
も
実
施

を
。 

建
設
部
長 

ベ
ン
チ
等
に
つ
い
て

も
、
月
１
回
の
定
期
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。
指
摘
の
場
所
に
つ
い

て
も
確
認
修
理
す
る
。 

 

質
問 

草
刈
り
等
、
非
常
に
苦
労
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
や
、
老

人
会
等
に
協
力
い
た
だ
き
、
何
と

か
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
ま
た
、
自
分
た
ち
で

で
き
な
く
て
業
者
へ
委
託
し
て
い

る
が
、
高
額
と
な
り
自
治
会
会
計

を
圧
迫
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。 高

齢
化
が
進
む
中
で
、
街
区
公

園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
自
治
会

任
せ
で
な
く
、
市
と
し
て
検
討
し

て
い
く
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
、

市
と
し
て
の
考
え
を
聞
く
。 

ま
た
、
最
も
身
近
な
公
園
と
し

て
児
童
の
遊
戯
、
運
動
、
高
齢
者

の
運
動
、
憩
い
な
ど
地
域
住
民
の

実
態
に
あ
っ
た
活
用
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現

状
の
分
析
と
今
後
の
方
針
を
聞

く
。 

建
設
部
長 

今
年
度
、
区
・
自
治
会
、

隣
接
市
町
村
に
対
し
、
維
持
管
理

の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
結

果
を
も
と
に
、
維
持
管
理
の
手
法

に
つ
い
て
研
究
す
る
。 
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▼
複
数
水
源
確
保
の
重
要
性
を
確

認 

 

水
道
事
業
は
、
今
、
国
が
水
道

法
を
改
正
し
都
道
府
県
単
位
で
の

「
広
域
化
」
を
強
引
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
中
で
、
重
要
な
局
面

を
迎
え
て
い
ま
す
。
私
の
質
問
で

は
そ
の
動
き
に
も
触
れ
な
が
ら
、

複
数
水
源
確
保
の
重
要
性
と
「
広

域
化
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
の
水
道
事
業
の
水
源

は
現
在
、
自
己
水
（
市
独
自
に
井

戸
を
掘
っ
て
汲
み
上
げ
て
い
る
地

下
水
）
と
、
京
都
府
か
ら
購
入
し

て
い
る
府
営
水
（
そ
の
水
源
は
木

津
川
の
水
）
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

水
道
は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
万
が
一
の
事
故
や

災
害
が
起
き
て
も
そ
の
供
給
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
、
複
数
の
水
源

を
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

で
す
。 

 

こ
の
点
で
の
市
の
認
識
を
質
し

た
の
に
対
し
、
市
当
局
も
「
自
己

水
と
府
営
水
を
両
輪
と
し
て
、
平

常
時
だ
け
で
な
く
非
常
時
も
含
め

た
安
定
供
給
に
努
め
る
こ
と
が
大

事
」、
「
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応

で
き
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
、
か
つ
余
裕
の
あ
る
水
量
、
水

源
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
」
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
議
論
の
中
で
市
当
局
か

ら
は
、
２１
年
度
に
つ
い
て
は
地
下

水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
井
戸
の
１

本
に
つ
い
て
、
改
修
工
事
の
た
め

に
５
ヶ
月
間
使
用
中
止
と
な
る
た

め
、
そ
の
分
だ
け
府
営
水
が
増
大
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
府

営
水
が
一
時
的
に
増
大
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
市
の
水
道
事
業
経
営

に
ど
う
い
う
影
響
が
出
る
の
か
、
よ

く
分
析
を
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

 

▼
国
、
京
都
府
に
よ
る
強
引
な
水
道

「
広
域
化
」 

 

国
は
２
０
１
８
年
の
水
道
法
改

正
で
、
都
道
府
県
に
対
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
内
で
水
道
事
業
の
「
広
域

化
」
を
進
め
る
よ
う
求
め
、
都
道
府

県
に
２
０
２
２
年
度
中
に
「
水
道
広

域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
を
作
成
さ
せ
る

と
と
も
に
、
国
の
方
針
に
従
っ
て

「
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し

た
自
治
体
に
対
し
て
の
み
、
広
域
化

推
進
の
た
め
に
補
助
金
を
交
付
す

る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

補
助
金
を
「
餌
」
に
地
方
自
治
体

の
自
主
性
を
踏
み
に
じ
る
乱
暴
な

や
り
方
で
す
が
、
京
都
府
は
国
の
や

り
方
に
抗
議
す
る
ど
こ
ろ
か
、
「
広

域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
作
成
を
民
間
業

者
に
委
託
し
て
進
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
計
画
案
で
は
、
府
南
部
の
各

市
町
が
保
有
、
運
営
し
て
い
る
浄
水

場
な
ど
の
水
道
関
連
施
設
の
統
廃

合
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
く
つ

か
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、
京
田
辺
市

の
普
賢
寺
浄
水
場
を
廃
止
す
る
と

い
う
案
も
あ
り
ま
す
。
京
田
辺
市
の

具
体
的
な
水
道
事
業
の
状
況
を
丁

寧
に
検
討
す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、

一
方
的
に
重
要
な
水
道
施
設
の
廃

止
を
検
討
し
て
い
く
な
ど
と
ん
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

市
当
局
は
、
水
道
「
広
域
化
」
に

つ
い
て
「
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に

水
道
事
業
を
運
営
す
る
た
め
に
、
市

町
村
の
区
域
を
越
え
た
広
域
連
携
の

検
討
を
行
う
こ
と
は
必
要
と
認
識
し

て
い
る
」
と
述
べ
る
一
方
で
、「
そ
の

時
期
や
内
容
に
つ
い
て
は
各
市
町
村

の
水
道
事
業
者
ご
と
に
慎
重
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 

 

再
質
問
で
は
、
市
当
局
の
「
広
域

化
」
に
対
す
る
認
識
は
不
十
分
で
は

な
い
か
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
検
討
を
住
民
の
前
で
公
開
し
て

す
す
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、「
水
道
事
業
経
営
審
議
会
を
開

い
て
広
域
化
に
つ
い
て
意
見
を
も
ら

い
、
議
論
す
る
。
そ
れ
を
十
分
、
踏

ま
え
て
庁
内
で
検
討
し
て
い
く
。
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

ワ
ク
チ
ン

接
種
の
課
題
な
ど 

 

京
田
辺
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
当
局
は

２
／
１
付
で
４
名
の
職
員
か
ら
な

る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
対
策
室
」
を
設
置
し
て
お
り
、

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て

６５
歳

以
上
の
高
齢
者
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
っ
て
い
く
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。 

 

肝
心
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
予

定
、
到
着
日
時
や
量
が
不
明
な
た

め
に
、
具
体
的
に
い
つ
か
ら
、
ど

う
い
う
形
で
開
始
で
き
る
の
か
は

不
透
明
で
す
が
、
京
田
辺
市
は
会

場
を
用
意
し
て
行
う
集
団
接
種
で

ま
ず
実
施
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

が
安
定
し
、
見
通
し
が
た
っ
た
時

点
で
、
市
内
の
医
療
機
関
で
も
接

種
で
き
る
よ
う
に
す
る
個
別
接
種

の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。 

 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

感
染
拡
大

で
保
健
所
も
深
刻
な
事
態
に 

 

年
末
か
ら
１
月
に
か
け
て
京
都

府
で
連
日
、
百
数
十
名
の
規
模
で

感
染
が
広
が
っ
て
い
た
時
期
に

は
、
感
染
者
の
う
ち
、「
入
院
（
重

症
を
含
む
）
」、「
施
設
療
養
（
京
都

府
が
借
上
げ
た
ホ
テ
ル
等
へ
の
入

所
）」、「
自
宅
療
養
」
と
判
定
さ
れ

た
以
外
に
「
調
整
中
」
と
さ
れ
た

方
が
数
百
人
の
規
模
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

質
問
で
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し

て
、
保
健
所
で
本
当
に
対
応
で
き

て
い
た
の
か
、
問
い
た
だ
し
ま
し

た
。
そ
し
て
市
当
局
も
、
保
健
所

と
連
携
し
な
が
ら
、
多
か
っ
た
時

期
に
は
調
査
す
る
だ
け
で
も
大
変

だ
っ
た
こ
と
、
自
宅
に
居
る
方
の

経
過
観
察
の
支
援
を
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。 

 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

京
田
辺
市
に

再
び
保
健
所
の
設
置
を 

 

保
健
所
の
体
制
が
感
染
拡
大
時
に

は
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
京
田
辺
市
に

保
健
所
を
再
設
置
す
る
よ
う
京
都
府

に
求
め
る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
に
対
す
る
市
当
局
の
答
弁

は
、
こ
の
地
域
で
の
保
健
所
業
務
が

深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
も
あ
り

ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
を
所
管
す
る
山
城
北
保

健
所
は
宇
治
市
に
あ
り
、
そ
の
管
轄

は
他
に
宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、

久
御
山
町
、
井
手
町
、
宇
治
田
原
町
、

と
合
計
人
口
４０
万
人
以
上
の
７
つ

の
市
町
を
担
当
し
て
お
り
、
府
内
の

京
都
市
を
除
く
他
の
保
健
所
と
比
べ

て
も
感
染
者
の
多
い
地
域
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
人
員
が
不
足

し
、
既
存
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
比

較
的
感
染
者
の
少
な
い
府
北
部
の
保

健
所
職
員
や
、
管
轄
内
市
町
の
保
健

師
職
員
の
応
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
保
健
師

等
養
成
期
間
の
教
員
」
ま
で
応
援
に

借
り
出
し
て
対
応
し
て
い
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
そ
う
い
う
事
態
で
あ
り

な
が
ら
、
「
保
健
所
の
平
時
の
役
割

は
、
広
域
的
な
調
整
、
支
援
で
あ
る

こ
と
か
ら
現
在
の
体
制
に
編
成
さ
れ

た
」
と
も
答
弁
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
答
弁
は
逆
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
と
い
う
非
常
事
態
に
は
今

の
保
健
所
体
制
で
は
対
応
で
き
て
い

な
い
と
認
め
る
に
等
し
い
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

再
質
問
で
は
、
保
健
所
体
制
を
維

持
し
て
き
た
和
歌
山
県
で
は
、
人
口

９２
万
８
千
人
に
８
ケ
所
の
保
健
所
、

そ
れ
に
対
し
京
都
府
は
２
５
６
万
６

千
人
に
対
し
て
８
ケ
所
と
、
人
口
比

で
の
保
健
所
数
が
和
歌
山
県
の
半
分

に
相
当
す
る
こ
と
も
示
し
て
、
京
都

府
に
保
健
所
の
増
設
を
求
め
る
べ
き

だ
と
迫
り
ま
し
た
。
し
か
し
市
当
局

の
答
弁
は
、「
日
常
的
に
は
広
域
的
な

調
整
と
支
援
で
あ
り
、
そ
う
い
う
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
、
山
城
北

保
健
所
で
十
分
対
応
で
き
て
い
る
。
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

▼
吉
原
川
改
修
は
着
々
進
行 

 

吉
原
川
改
修
の
進
行
状
況
に
つ
い

て
と
り
上
げ
、
市
当
局
は
「
現
在
、

京
都
府
に
お
い
て
吉
原
川
樋
門
辺
り

の
護
岸
工
事
を
施
工
中
で
、
さ
ら
に

２１
〜
２２
年
度
に
か
け
て
、
虚
空
蔵

谷
川
合
流
部
の
護
岸
工
事
を
完
了
す

る
。
吉
原
川
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

２２
年
度
か
ら
着
手
す
る
予
定
」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
防
賀
川
の
拡
幅
工
事
に
つ
い

て
も
京
都
府
へ
要
望
す
る
よ
う
求

め
、
こ
れ
に
は
「
こ
れ
ま
で
も
京
都

府
に
要
望
を
続
け
て
お
り
、
１９
年
度

に
防
賀
川
と
新
名
神
高
速
道
交
差
部

ま
で
の
測
量
業
務
を
実
施
さ
れ
た
。

今
後
も
事
業
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 


